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　モルギアナ、と『白』の刀鍛か冶じは言った。

　おまえに、私の持つ技術の全てを与えよう。

　触ふれる炎ほのおを切り裂さき、注ぐ光を蹴け散ちらし、破は壊かいと再生、その両方の権けん限げんを許そう。

　その代わり──刃やいばが砕くだけ、柄つかにひびが走り、優ゆう秀しゆうな使い手が死に絶えようとも、必ず姫君をお守りしろ。その身が粉こな々ごなになるまで、姫君のための魔ま剣けんであるように──と。

　願ってもないこと、とモルギアナは己おのれの使命を誇ほこらしく思う。

　自分は、『白』の姫を守るためにのみ鍛きたえられた魔剣。偽いつわりの契約で縛しばられようと、生まれてきた意味を違たがえたりはしない。たとえ何十年、何百年待とうとも、仕つかえる主人は唯ただ一人。

　だが、こちらの純粋な想いとは真逆に、人の心は幾いく重えもの感情の襞ひだが折り重なってできている。たとえ『白』の末まつ裔えいと言えど、朱しゆに交わればの法則には逆らえない。ようやく念願の姫君に巡めぐり合えたと歓かん喜きしたのも束つかの間ま、彼女はすっかり人の心に染まっていた。

　無理もない、とモルギアナは溜ため息いきをつく。

　姫君は、まだ自身の本質をご存ぞん知じないのだから。

　幸さちの契約を司つかさどる『白』の魔族が魔剣を持つ、その真まことの意味を彼女は知らない。当然、モルギアナという真ま名なを持つ自分が違う名前で呼ばれる屈くつ辱じよくも、永遠にわからないに違いない。




　モルギアナは、ふと不安になる。

　人の世界で育てられた『白』の姫は、いつか目覚めてくれるだろうか。

　忌いま々いましい偽りの契約を解といて、自分を手にしてくれるだろうか。

　だが、その先を考えると少々のためらいを覚えざるを得ない。彼女が運命を享きよう受じゆし、その華きや奢しやな手に魔剣を握にぎるのは間違いなく『黒』の王子を滅めつする時だからだ。

　それは儀式にも似た、あらかじめ決められた運命さだめだった。モルギアナが生み出される数百年も昔から、くり返されてきた悲ひ劇げきのあらすじだ。




　我が名を統すべるは、真しんの主人のみ。

　この身が砕け、一いつ介かいの鉄てつ片ぺんに帰きしようとも忠ちゆう誠せいの誓ちかいは彼女のためだけに。

　愛しい姫君の名前は、レティシア。

　偽りの戒いましめによる、かりそめの我が名は──イヴァ。
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　物心ついた頃から、レティシアはありとあらゆる武器に触ふれてきた。

　物ぶつ騒そうな銃じゆう器き類は言うに及ばず、実戦には不向きな飾かざり刀でも、必要とあらば身を守る盾たてとして扱あつかう術すべは叩たたき込まれている。左右の手で剣を自在に操あやつり、俊しゆん敏びんに動く訓練も仲間の誰よりも優すぐれていた。身体能力の高さと反はん射しや神経には、それなりの自信がある。

　孤こ児じだった少女には、それしか生きる手立てがなかったから。

　赤子の自分を拾ってくれた、兄代わりのレオンと共に暗あん殺さつ者しやを育てる組織で育ち、否いや応おうもなく日陰の道を歩くことが定められていたからだ。

「それなのに……」

　包ほう丁ちようを手にしたレティシアは、先せん刻こくから焦あせりを募つのらせている。男物の従じゆう者しや服に華きや奢しやな身体からだを包み、まばゆいばかりの金きん髪ぱつは無む造ぞう作さに背中へ流して、一いつ心しん不ふ乱らんに作業へ取り組む横顔は真剣そのものだ。だが、人の喉のど笛ぶえを無む駄だなく搔かき切る練習は容よう易いにこなせるのに、どうしてジャガイモは勝手に瘦やせ細っていくのか。

「ああもう、レディ！　一体、何をやっているんですか！　それじゃ、ジャガイモ一個が一口で終わりですよ。ああああ、こんなに皮を分ぶ厚あつく剝むいちゃって！」

「ご、ごめん。でも」

「……人にん参じんもペンみたいな細さになっていますね。キリアン様が見たら、どんな毒どく舌ぜつを吐はかれることか。僕、責任持てませんよ。あの方は、けっこう美食家なんですから。味だけでなく、見た目の美しさにもうるさいんです」

「…………」

　七しち星せい城じようの台所には、使い込まれた広い木製テーブルがある。普段は腕うでの良い二人の料理人がここで下ごしらえをするのだが、彼らは城内で流行中の風か邪ぜに揃そろってかかってしまい、城主のキリアンに移しては一大事と台所への出入りを禁止されていた。そこで仕方なく、料理当番が一番下したっ端ぱの従者、レティシアに回ってきたのだ──が。

「しかし、さんざんな有あり様さまですねぇ。惨さん劇げきとは、まさにこのことを言うのでしょうね」

　先ほどから小こ姑じゆうとのように小言を繰くり出している少年は、キリアン付きの一の従者で名前をジュールと言う。まだ十三、四の可か愛わいらしい外見からは想像できない毒舌家で、レティシアは四六時中怒られてばかりだ。だが、野菜の残ざん骸がいが無む残ざんに散らばった光景を見ては、ジュールでなくても嫌みの一つくらいは言いたくなるだろう。

「大体、レディは不器用すぎます」

　ザルから洗ったジャガイモを一個取り、包丁を当てた彼は事も無げにくるくる回し始めた。たちまち魔法にかかったように薄く皮が剝かれていき、獲え物ものはつるりと丸裸になる。

「凄すごい……」

　レティシアはサファイアブルーの瞳ひとみを見開き、芸術品でも見るような顔になった。

「ジュールは天才だ。私は、でこぼこした芽にすぐ引っかかるのに」

「ジャガイモごときで、天才の大安売りですか。能天気ですね」

「でも、本当に凄いもの。どうやったら、皮だけを薄く剝けるんだろう」

「まぁ……慣れですか。修しゆう練れんの賜たま物ものですよ」

　初めは呆あきれ気味だったジュールも、あんまり素す直なおに感心されたので満まん更ざらでもなくなったらしい。照れ隠しなのかツンと横を向くと、「はい、貴女あなたの番ですよ」と包丁をぶっきら棒に突っ返してきた。

「夕食の時間は、かっきり七時です。もう二時間もありません。急がないと、キリアン様の雷かみなりが落ちますからね」

「雷……か。キリアンの場合は、それが比ひ喩ゆでないところが問題だな。あいつ、何か気に入らないことがあると、すぐ魔力で脅おどしをかけようとするもの」

「おや、もしや後こう悔かいしておいでなのですか？　自ら望んでここに残ったことを？」

「まさか。後悔どころか、毎日が楽しいよ」

　ほら、と目を輝かせ、今までで一番まともに剝けたジャガイモを誇ほこらしげに見せる。小作りな顔に満面の笑みが湛たたえられ、騎士のような凜り々りしさに淡あわく色がついたようになった。

「どう？　少しずつマシになってきただろう？　同じ刃物を使うのでも、暗殺なんかよりずっと難しいな。でも、料理はとても楽しい。私は好きだ」

「あ、暗殺より……難しい……ですか？」

　それは同意しかねる、というようにジュールが顔をしかめる。だが、ご機き嫌げんなレティシアは無む邪じや気きに「うん」と肯こう定ていした。

「何かを奪うばうより、作り出す方が面白い。第一、人を喜ばせることができるもの」

「別の生き物の命を奪って、の前ぜん提ていが抜けてるぞ、レティシア」

　混まぜっ返すような声が、扉の方から陽よう気きにかけられる。ジュールが警けい戒かいするように眉み間けんへ皺しわを寄せ、小麦粉の入った大袋を肩かたに担かついで入ってきた青年をねめつけた。

「勝手に会話へ割り込まないでくれますか、レオンさん」

「冷たいこと言うなって、ジュールちゃん。ほら、業者から届いたばかりだぜ。挽ひきたて新鮮の上等な小麦粉様だ。ふっかふかのさらっさらだぞ」

「僕に、おかしな敬けい称しようを付けないでくださいっ！」

　馴なれ馴れしく「ちゃん」付けされ、ジュールはムキになって抗こう議ぎする。だが、レオンはどこ吹く風でこちらへ近づいてくると、レティシアの頭をポンポンと叩いて笑顔を作った。

「お、今夜はレティシアが料理してんのか。頑がん張ばってるなぁ。ところで、何……を……」

「レオン？」

「……ははぁ」

　テーブルに目を移すなり、レオンの顔から笑みが消える。

「おい、もしやとは思うが……おまえ何を作る気だ？」

「え？　あの、ポトフを……」

「冗じよう談だんきついぞ、レティシア。ここに転がってるのは野菜じゃない。元・野菜だったもの、だ。こんな勿もつ体たいない剝き方して罰ばち当あたりな奴やつめ。作った人に百回土ど下げ座ざしろ」

「う……。で、でも、ちょっとは上達しているよ。厚く剝いた分の皮は私が食べるし」

「じゃ、そいつは俺にも食わせろ」

　明るくと口調を変え、彼はにんまりと言った。

「煮込んじまえば皮も実も一緒だしな。最近は陽ひが落ちるとだいぶ冷えるようになったし、秋の夜に具だくさんのポトフはご馳ち走そうだろ？」

　そう言ってわしわしと乱暴に頭を撫なでるレオンに、レティシアは「痛いってば」と軽く抵てい抗こうをする。そんな二人を呆れ気味に眺ながめながら、ジュールが白しらけた声を出した。

「お二人は、本当に仲がいいですね。まるで実の兄きよう妹だいのようです」

「お？　ジュールちゃん、ヤキモチか？」

「そんなんじゃありませんよ、人聞きの悪いっ」

　ムキになって言い返すジュールに、レオンの明るい笑い声が被かぶさる。確かに、傍はたから見れば十六歳のレティシアと二十四歳のレオンは、少し年の離れた兄妹に見えるだろう。実際、二人でずっと寄り添そって生きてきたし、その絆きずなは血の繫つながりよりも深い。

　だが、これまでの道は決して平担ではなかった。

　後ろで緩ゆるく縛しばった栗くり色いろの長髪と、捕とらえどころのない飄々とした緑の瞳。女性受けの良さそうな容姿のレオンは、一見、明るく気さくな好青年といった印象だ。しかし、裏では暗殺組織の中でもトップクラスの凄すご腕うでとして名を馳はせており、その手にかけた人数は数えるのも恐ろしいほどだった。

「あ、レティシア。キリアンが呼んでいたぞ。北翼の茶ちや器きを下げろとか何とか……」

「いけない。忘れていた！」

　慌あわてて椅い子すから立ち上がりかけ、ハッとして作業途中のテーブルを見る。もう時間がないと言うのに、料理は下ごしらえどころか材料を揃える段階で止まっていた。けれど、呼ばれてすぐに駆けつけなければキリアンの機嫌は最悪になるだろう。そうなったら、捻ひねくれ者の彼はどんな無理難題を言い出すか知れたものではない。

「あ～、もういいから。おまえは行け。メシは俺が作る」

「レオン、でも……」

「大丈夫だって。ジュールちゃんもいるから。な？」

「レオンさん、言っておきますが僕は貴方あなたの先輩ですよ。尊そん敬けいの念を態度に示さない限り、何一つ手伝ったりはしません。……ったく、下働きの分ぶん際ざいで偉えらそうなんだから」

　ぎろりときつく睨にらまれ、レオンは少しも悪びれず「すいません、先輩」と頭を下げた。口先だけの謝しや罪ざいにジュールは不満そうだが、吞のん気きに喧けん嘩かをしている場合ではない。急いで支度に取り掛かり始めた二人に後を預け、レティシアは台所から走り出した。
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　七星城は四方を海に囲まれた、築百年になる古い城だ。現国王の曾そう祖そ父ふが愛あい妾しようのために造らせた居きよ城じようで、本土と城を結ぶのは北翼から伸びる吊つり橋のみ。それも、夜の決まった時刻には上げられてしまう。鐘しよう楼ろうを含ふくむ大小七つの塔を擁ようし、東翼から北翼へとＬ字型に設計された建物の中庭には、愛妾が愛めでていたと言う広大な薔ば薇ら園えんが広がっていた。

（海風が冷えてきた。レオンの言った通りだな）

　北翼に向かう回かい廊ろうからは、水平線が見渡せる。夏の間は心地ここち好いい風が吹き抜けたが、そろそろ秋の声を聞こうという昨さつ今こんは少々肌寒さを覚えるほどだった。

（この城に来て、もうすぐ三ヶ月になる……）

　燃え落ちる太陽の欠片かけらに瞳を染め、レティシアは夢中で過ごした日々に思いを馳はせる。

　七星城の城主であり、貿ぼう易えきと文化の花咲ける国・エミール国の第一王位継けい承しよう者しや、キリアン・エルランド。彼の暗殺に失敗し、あろうことか組織を裏切ってまで側そばにいようとレティシアは決めた。そんな妹分を放っておけず、レオンまでもが下げ男なんとして城に留とどまってくれている。初めは慣れない従者としての生活に戸と惑まどってばかりだったが、どうにか『普通』の暮らしにも馴な染じんできた。レティシアにとっては、毎日が新鮮な喜びと驚おどろきの連続だ。

　だが、もちろん楽しいことばかりではない。

　気難しく底意地の悪い城主の顔が浮かび、まずい、とレティシアは再び駆け出した。




「──遅い」

　息を弾ませて図書室の扉を開けるなり、凍こおりつくような声が飛んでくる。どっしりと重じゆう厚こう感かん溢あふれる書き物机に腰かけた青年が、読みかけの書物をパタンと閉じた。

「俺が呼んでから、十五分が過ぎている。おまえ、どこで油を売っていた？」

「ご、ごめん。これでも急いだんだけど……あの、茶器だよね。すぐ片付けるから」

「ごめん……？」

　ぴくり、と眉まゆが器用に右だけ動く。続いて品の良い唇くちびるが不ふ穏おんな笑みを刻きざみ、青年は世にも美しい顔をこちらに向けた。

「その無礼な言葉は、俺の聞き間違いでなければおまえの口から出たようだが？」

「あ、いや、今のは訂正する。えっと……申もうし訳ない」

「申し訳ありません、だ。言い直せ」

「……申し訳ありません」

「ご主人様」

「ご主人様」

「笑え」

「え？」

「そんな仏ぶつ頂ちよう面づらで主人と話す気か？　にっこり笑って、且かつ謝罪の心が伝わるようにしろ」

「無む茶ちやを言うな！」

　呆れてレティシアは言い返す。すっかり慣れたとは言え、彼の底意地の悪さは天下一品だ。尽つきぬ泉の如ごとく嫌みを口にする時など、枯かれない花のように生き生きとしている。確かに従者として口の利きき方には気を配るべきだが、これで不自然に敬語を使おうものなら「何を企たくらんでいる？」と痛くもない腹を探られるのが常だった。

（本当に、扱いにくいったらありはしない）

　キリアンは、金髪しか生まれないはずの王家に産み落とされた、漆しつ黒こくの髪と闇やみ色いろの瞳を持った異い端たんの王子だ。しかも、人の子であるにも拘かかわらず、どういう運命の悪戯いたずらか強大な魔力を生まれつき備えていた。レティシアが耳にした噂うわさによれば、彼の誕生により王妃は不ふ貞ていを疑われ、王家の権威は失しつ墜ついの危機を迎えたと言われている。全ての咎とがを向けられたキリアンは忌いみ子として疎うとまれ、まだ少年の頃に首都ガディエラの王宮から辺へん鄙ぴな七星城へ居住を移された。

　そうして、十九歳に成長した彼は翳かげのある美び貌ぼうと冷れい酷こくな瞳の持ち主となり、黒の王子の異名で呼ばれるほど人々から畏い怖ふされている。

「キリアン、いい加減、私で遊ぶのはやめてくれ。迷惑だ」

　たまりかねて抗議すると、キリアンは何を今更と言わんばかりに微笑ほほえんだ。どんな娘でも心を奪われそうな笑顔は、魅み力りよく的てきであると同時にひどく悪あく辣らつだ。

「遊ぶ？　バカを言え。半人前の暗殺者のくせに、おまえにそんな価値があるとでも？」

「今は暗殺者じゃない！　ただの……」

「ただの？」

「その、ただの……召めし使つかい……」

「声が小さいぞ、暗あん殺さつ姫ひめ」

「だから、暗殺者じゃないと何度言えば……っ」

　このやり取りが、「遊んでない」とは到とう底てい思えない。レティシアはこみ上げる怒いかりをグッと堪こらえ、冷静にならねばと深呼吸をした。こちらがムキになれば、キリアンの思うツボだ。何しろ人の嫌がる顔や不ふ快かいな表情が大好物という、筋すじ金がね入りの屈くつ折せつ具合なのだから。

「まったく、とんでもない捻くれ王子だ。私がこの城で働いているのは、おまえの退たい屈くつしのぎのためじゃない。いつやってくるとも知れない、おまえを狙ねらった刺し客かくから……」

「笑しよう止しな。俺には最強の魔ま剣けんがある。レティシア、おまえの力など借りずとも刺客を蹴け散ちらすことなぞ造ぞう作さもない」

「そ、それは……そうかもしれないけど……」

「そもそも刺客としてやってきて、俺を殺そうとした女が偉そうな口を叩くな。城に置いてやるだけでも有あり難がたく思え。聞けば、従者としての仕事もまともにこなせないそうじゃないか。掃そう除じをすれば物を壊こわす、洗せん濯たくをすれば服を破く。暗殺術以外に特技はないのか？」

「う……」

「暗殺にしたって、実際に殺あやめた人間はいないそうだな？　要するに、おまえは何をやらせても中途半端の半人前なんだ。せいぜい、俺に苛いじめられることで存在価値を発揮しろ」

　ひどい言い草だが、事実なので反はん論ろんできなかった。レティシアは悔くやしさを堪えて、ぐっとキリアンを睨み返す。正面から見つめる漆黒の瞳は麗うるわしく、吸い込まれそうなほど深かったが、同じくらい危険な闇を抱えていた。それでも負けじと視線を逸らさずにいたら、何がおかしかったのかキリアンは喉を震ふるわせて笑い出す。

「こ、今度は何だ。私が何か……」

「どこの世界に、主人を睨みつける従者がいる。おまえには学習能力がないのか？」

「く……っ」

「まぁいい。おまえがヘマをしてマヌケ面を晒さらすたび、俺は非常に愉ゆ快かいになる。では、さっさと茶器を片付けろ。先代城主が、稀き代だいの名人に作らせた最高級の品だ。割ったら、ただでは済まないぞ。丁てい重ちように扱うんだな。……おまえに、それができればの話だが」

　さんざん嫌みを言って気が済んだのか、キリアンは機嫌よくレティシアを解放した。やれやれと息をつき、彼が気を変えないうちにとテーブルの茶器へ向き直る。だが、ティーカップに手を伸ばした瞬しゆん間かん、背はい後ごからいきなり誰かに抱きつかれた。

「ひーめーぎーみっ」

「何者っ！」

　咎とがめた瞬間、右みぎ肘ひじを相手のみぞおちへめり込ませ、機き敏びんに身を翻ひるがえす。同時にテーブルからフォークを摑つかむと、素早く相手の眼前へ突きつけた。

　──だが。

「……イヴァ……」

「姫君～……ひどいですぅ～……」

　痛みで涙目になったイヴァが、床で仔犬のように震えていた。咄とつ嗟さのことで手加減もできなかったので、攻こう撃げきをまともに食らってしまったらしい。今にも零こぼれそうな涙をいっぱい溜ため、人型の魔剣・イヴァは神しん秘ぴ的てきな美貌を台無しにしながらふるふると訴うつたえた。

「痛いですぅ。せっかく食べた焼き菓子が、私の胃でぐるぐる唸うなっていますぅ」

「ご、ごめん……でも、いきなり私に抱きつくなと何度言えば……」

「だって、今日は一度も姫君のお顔を拝見できなかったんですよ！　キリアン様が私に意地悪をして、ずっと指輪から出してくださらなかったんですから」

「そう……なの？」

「そうです。私は姫君が恋しくて淋さみしくて、焼き菓子が五個しか喉を通りませんでした」

「…………」

　それだけ食べれば充分だろうと思ったが、何と言ってもイヴァは人間ではない。キリアンが召しよう喚かんし、契約の上で従じゆう属ぞくさせている魔剣なのだ。大好物の焼き菓子なら、いくらでもぺろりとたいらげるかもしれなかった。

「イヴァ、あのね……」

「はい！　しょうがないけど、今はイヴァです！」

　痛みはすぐに消えたのか、すっかり元気な様子でイヴァが返事をした。彼は人間であるキリアンが「白の魔族」を装よそおって召喚したため、偽いつわりの名前を付けられたことを根に持っている。本来、魔剣は魔族にしか扱えない武器だからだ。そのため、聞いていたキリアンが忌いま々いましげな目つきを向けてもツンと無視を決め込んでいた。

「イヴァ、よく聞いて。私は、予告もなしに身体に触れられるのが嫌なの。だから、おまえに悪気はなくても全て攻撃と見なして応戦する習慣が身に付いている。わかるだろう？」

「お言葉ですが、姫君」

「何？」

「私が今まで見てきた限り、姫君はキリアン様にベタベタ触られています。でも、一度だってキリアン様を殴なぐったり蹴ったりしていません！」

「え……」

「不公平です！」

　そんなことを言われても、とまたしてもレティシアは面めん食くらう。

　確かにイヴァの指し摘てきする通り、キリアンには何度か抱き締しめられたことがあった。抱ほう擁ようの意味は今もってわからないままだが、少なくともイヴァが無邪気に抱きつくのとは違う。キリアンの手には抗あらがえない何かがあり、その熱に包まれるとレティシアは自分が自分でなくなるような錯さつ覚かくを覚えるのだ。きっと拒こばむのを許さない『呪じゆ』が宿っているのだと思う。

「戯たわ言ごとを言うな、イヴァ。おまえは私の眷けん属ぞく、立場を弁わきまえろ」

　拗すねるイヴァを持て余していたら、面めん倒どうそうにキリアンが言い放った。見た目にはイヴァの方がキリアンより二、三歳は年上で、流れる銀の長髪や僧そう侶りよが着るような裾すそを引き摺ずるローブ姿は堂に入ったものだが、二人が対たい峙じすれば貫かん録ろくの差は歴れき然ぜんだ。

　キリアンは「ふふん」と嘲あざけるようにイヴァを見つめ、勝ち誇った声で言った。

「おまえの額ひたいと右足首に光る金銀の輪。それは俺との契約の証あかしだ。いくら不満を零そうと俺の魔力が尽きる日まで、おまえは俺の魔剣なんだ。ざまあみろ」

「姫君、あんなこと言ってます！　いいんですか！」

「いいも何も……私を姫君と呼ぶのはやめて、と言っているのに……」

　会話の収拾がつかなくなり、ウンザリとレティシアは溜め息をついた。

（まったく……）

　これもまた、この三ヶ月ですっかり見慣れた光景ではある。あんまり毎回同じやり取りをしているので、一見いがみ合っているようで実際は息が合っているのかもしれない、と最近は思うようにさえなった。イヴァは普段話している分には幼おさなくて駄だ々だっ子このような性格だが、魔剣だけあって人の世の全てを破は壊かいし尽つくす力を持っている。主しゆ従じゆうの契約があるとは言え、キリアンが彼を従えるにはそれなりの信頼関係が必要だ。

　それでも、真ま名なを奪われ、従属の証の新たな名前を与えられたイヴァは、自分が本来仕つかえるべきなのはレティシアだけだと執しつ拗ようにくり返して譲ゆずらなかった。そのせいで、初対面の時からレティシアを「姫君」と呼んで憚はばからないほどだ。

（イヴァが言うには、私は『白』の魔族の末まつ裔えいだと言うけれど……）

　無意識に耳たぶの耳飾りを指先でなぞり、レティシアは複雑な想いにかられる。

　古来、人間は長い年月を魔族と共存していた。

　彼らについてはレティシアも詳しくは知らないので勉強中だが、魔族は人間の『欲よく望ぼう』と契約し、その望みを叶える代わりに命を繫ぐ対たい価かを得て存そん続ぞくしていたらしい。

　人々に幸さちと喜びを与える『白』と、不幸と災わざわいをもたらす『黒』。いつしか魔族は『欲望』の種類によって二つに分かれ、互いに危うい均きん衡こうの下もとに暮らすようになっていた。

　しかし、人間の『欲望』は次第にバランスを崩くずし始め、負ふの契約のみが増え続けるようになる。そうして『白』は勢力を失っていき、ついに直系の血ち筋すじは死に絶えた。

（父さんと……母さんの血……）

　レティシアの耳に光る真しん紅くの耳飾りは、レオンに拾われた頃にはすでに付いていた物だ。どんなことをしても外せないし、まるで皮ひ膚ふの一部のようになってしまっている。それを一目見た瞬間、イヴァは興こう奮ふん気味に迫せまってきたのだ。

『貴女は正せい統とうなる私の主人、白の姫君です』──と。

（正直、まだ信じてはいないんだけど）

　ただの孤児だと思っていたのに、いきなり魔族だ、姫君だ、と言われても面食らうだけだ。おまけに、レティシアには魔力などまるきり使えなかった。証となるのは両親の血を結けつ晶しよう化かさせたという耳飾りだが、それさえイヴァの話だけで確証はない。

「おい、レティシア。何をボーッとしている？」

「え……あ」

「立ったまま居眠りか。俺の前で、良い度ど胸きようをしているな？」

　いつの間にか、目の前にキリアンが立っていた。どうやら、かなり不機嫌そうだ。禍まが々まがしい笑みを浮かべているのが、何よりの証しよう拠こだった。

「言っておくが、イヴァの言うことなど真に受けるなよ。あれは、俺の契約から逃のがれたいがために姫君だと持て囃はやしているだけだ。おまえは、ただの三流暗殺者。あるいは、出で来き損そこないの従者だ。それ以上でも以下でもない」

「そんなこと、おまえに言われなくたってわかっている」

「ふん……？」

「私が本当に『白』の姫君なら、おまえが私を生かしたまま城に留めておくわけがない。キリアンは人間だけど、その魔力は人を殺め、攻撃する『黒』に属ぞくするものなんだろう？　二つの力は互いに相あい容いれない。それくらいは、この三ヶ月で読んだ書物にいくらでも載っている」

「…………」

　すぐに憎にくまれ口を返してくるかと思ったのに、意外にも返答がない。調子の狂くるったレティシアは、怪け訝げんに思ってそっとキリアンの表情を盗ぬすみ見る。こちらの視線に気づくなり彼は急いで口を開いたが、内容は拍ひよう子し抜ぬけするくらい普通だった。

「上出来の回答だ。褒ほめてやる」

「キリアン……」

「何だ」

「自分で言っておいて何だけど、おまえは私が『白』の魔族なら本当に殺すのか？」

「え……」

　純粋な疑問から生まれた言葉だったが、キリアンは今度こそ狼ろう狽ばいを顔に出した。それはほんの一瞬のことだったが、レティシアの目はごまかせない。更さらに質問しようと口を開きかけた矢先、二人の微び妙みような空気にやきもきしたイヴァが「離れて離れて！」と喚わめき出した。

「ほらほら、姫君。もう夕食の時間ですよ。料理の準備は万全ですか。食卓の花は？　食器の用意は？　肉用と魚用のナイフは、もう覚えましたか？　清せい潔けつなナプキンは……」

「イヴァ、黙れ」

　煩わずらわしげなキリアンの一声に、渋しぶ々しぶとイヴァは口を閉じる。本来の自分を取り戻した彼は、黙れと命じたその唇をおもむろにレティシアへ向けた。

「おまえが『白』の姫かどうか、真しん贋がんを見極める術すべはある。試してみるか？」

「え？」

「…………」

「キリアン……？」

　まただ。胸でそう呟つぶやいた刹せつ那な、レティシアの鼓こ動どうが甘く跳はね上がった。

　ほんの時たま、キリアンは物言いたげな眼まな差ざしで自分を見つめることがある。日頃の傲ごう岸がん不ふ遜そんな表情は影かげを潜ひそめ、ともすれば頼りなくさえ見えるほどだ。

「私の真贋を見極めるって、どういう……」

　瞬まばたきするのも忘れて、レティシアはおそるおそる問いかけた。

　もしそんな方法があるなら、今すぐこの場で試してほしい。そうすれば余計な物思いから解放され、進むべき道も見えてくるだろう。

「キリアン、答えて」

　一歩踏ふみ込み、強い口調で訴える。その声に誘われるように、キリアンの指がゆっくりとレティシアの金髪に触れた。本来、王族の己おのれが持つはずだった金髪を彼は忌み嫌い、何かにつけて毒を吐くが、美しく整えられた指先の愛あい撫ぶは裏うら腹はらにとても繊せん細さいだ。こうしてキリアンに髪を弄いじられ、吐と息いきがかかるほど肌が寄せられるたび、新しい秘ひ密みつがそこに生まれる気がする。

　レティシアは、思わず息を吞のんだ。

　すぐ間近で見つめられ、キリアンの唇が近づいてくる。何をする気だ、と突き飛ばそうとしたが、麻ま酔すいをかけられたように身体は動かなかった。
















　しかし。

「……やめた」

　張り詰めた空気を、キリアンの物もの憂うい溜め息が破った。

　近づいた二人の距きよ離りは再び離れ、レティシアは我知らず落らく胆たんする。

　これも、何度となくくり返された展開だった。

　秘密が本当にあるのなら、もちろん知りたいという欲望はある。けれど、何よりキリアンが自分を遠ざけようとするのが歯がゆかった。思うが儘ままに他人を見下す彼が、自分に触れる時だけはおかしな遠えん慮りよをしていることがどうにも奇き妙みようで居い心地ごこちが悪い。

「真贋を見極める、なんてデタラメを言うからですよ」

　意外にもおとなしく見守っていたイヴァが、皮ひ肉にくめいた口調で茶ちや々ちやを入れた。だが、その声に幼さはなく、何百年と年を重ねてきた者の片へん鱗りんが窺うかがえる。もしや彼も何か知っているのだろうか、とレティシアは思い、ジッと見返したが生あい憎にくと胸の内は読めなかった。

「……陽が落ちたな。夕食の時間だ」

　今初めて気がついた、と言うようにキリアンが呟き、優ゆう美びな仕し草ぐさで宙ちゆうに円を描く。

　その途と端たん、壁かべに設しつらえた燭しよく台だいの蠟ろう燭そくに次々と炎ほのおが灯ともっていき、薄闇の部屋が光に満たされた。

「綺き麗れい……」

　空気を染める炎の揺らめきに、レティシアは思わず感かん嘆たんする。

　雷いかずちを落としたり魔剣を操ったりもするが、彼の魔力はささやかな灯りだって生み出すことができるのだ。そういう小さな奇き跡せきを目まの当あたりにすると、いつも何だか嬉うれしくなった。

「何をニヤニヤしている。気味の悪い女だな」

　すっかりいつもの調子に戻り、キリアンが意地悪く毒づく。

「料理は大丈夫なんだろうな？　今日は、料理人が病に伏ふせっていると聞いたが？」

「だ、大丈夫。ちゃんと下ごしらえは済ませてあるから」

「下ごしらえ？」

「いや、えっと、時間には間に合わせる。絶対に。じゃあ、支度があるから行かなきゃ」

「ふん……？」

　口ごもるレティシアに何か感じたのか、キリアンが探るような目つきになった。だが、どれだけバカにされるかわからないので決して本当のことは言えない。今頃、台所ではレオンとジュールが頑張ってくれているはずなのだ。恐らく、自分が作るよりも遙はるかに美お味いしい料理ができ上がるだろう。特に、器用なレオンは料理も抜ばつ群ぐんに上手だった。

（女の私としては、ちょっと情けないけど……）

　茶器を片付けた銀の盆ぼんを持ち、レティシアは北翼を後にする。女として、なんて独ひとり言ごとが出たのは初めてで、まるで普通の娘みたいだと、少しだけ照れ臭かった。
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「まったく、ヒヤヒヤしましたよ」

　レティシアが部屋を出て行った後、イヴァが偉そうに腕を組んで口を開く。無視することもできたが、キリアンは険しい目つきで「うるさい」と答えた。

「大体、俺があの女に口づければおまえは嬉しいんじゃないのか？」

「私がですか？　どうして？」

「知れたこと。『白』の魔族には、負を浄じよう化かする力がある。『黒』に属する俺の魔力は、きっと綺麗に消え失せるだろう──そう言ったのは、おまえだぞ」

「ああ、まぁ確かに言いましたけど……」

　何を考えているのか、のらくらとイヴァが気のない返事をする。不ふ本ほん意いな契約で縛られている彼にとって、キリアンの魔力がなくなるというのは契約解除を意味していた。普通なら目の色を変えてレティシアとのキスを推すい奨しようしてもおかしくないのに、この点だけは以前からどうにも解げせない。

「イヴァ、おまえ何か企んでいるんじゃないのか？」

　吐けとばかりに睨みつけると、気弱なイヴァはたちまち眉をへの字に曲げた。相性の問題もあるが、彼は根っからキリアンが苦手なのだ。

「わ、私は何も企んでなどいませんっ。キリアン様じゃあるまいし……」

「何だと？」

「だから、すぐそうやって睨まないでくださいよぅ。言ったじゃないですか、姫君とキリアン様が仲良くするのは嫌だって。キスなんて、とんでもないです。ゴンゴドーダンです！」

「……ふん」

　仲良くだと、とキリアンはますます不ふ愉ゆ快かいになった。

　確かに、レティシアを見ていると無意識に触れたくなる。少年のような凜りんとした佇たたずまいの中に脆もろい少女の一面を覗のぞかせる時、柄がらにもなく腕の中に閉じ込めてしまいたくなるほどだ。

　キリアンはそういう自分を嫌けん悪おしたし、非常に気まずくも思っていた。反動で殊こと更さら意地悪く彼女に接してもみるが、本当に攻撃したいのは不ふ埒らちな自分自身だ。だから、いっそイヴァがキスを勧めてくれれば、天邪鬼あまのじやくな性格から逆にレティシアを遠ざけられるのに、とも考えた。

（それなのに……どういうことだ……）

　宗教画から抜け出したような、清せい廉れんな魔剣の横顔を眺めてキリアンは思案する。

　どう考えても、イヴァの理り屈くつには納なつ得とくいかなかった。彼にとって偽りの契約から解放される以上に大事なことなど、そうそうあるとは思えない。たとえ、崇すう拝はいするレティシアの唇をキリアンが奪おうと、そんなのは一瞬の出で来き事ごとだ。

（だが、俺の方はそうはいかない。実に厄やつ介かいだ）

　黒の王子である自分が、白の姫であるレティシアに口づける。

　その、ただ一度のキスが、運命を大きく変えることになるからだ。

（この俺が、魔力を失うだと……）

　その時、はたして世界はどんな風に自分を迎えるだろう。キリアンには、とても想像できなかった。ただの人間であるはずなのに、何な故ぜ魔力を備えて生まれたのか。どうして、王族の証あかしたる金髪ではなかったのか。それらの謎なぞも、ウヤムヤのままになるのだろうか。

（だが、はっきりしていることが一つだけある。もし今の俺から魔力が消えたら、俺を亡なき者にしようという連中の思うツボだということだ）

　強大な魔力と、イヴァと名付けた最強の魔剣。

　この二つがあるからこそ、キリアンは今日まで生き延のびることができた。

　いくら剣の腕を磨みがき、体術を会え得とくしようと数で襲おそわれたり暗殺の専門家には敵かなわない。その不利な条件を、魔力が補ってくれていた。戴たい冠かん式しきを迎えるその日まで、自分は黒の王子であり続けなければならないのだ。

「おい、イヴァ。改めて訊きくぞ。あの女は、本当に『白』の末裔なのか？」

「もう何度も言ったじゃないですかぁ。ええ、姫君は私の正統なる主人です。貴方と血迷ってキスをしない限り、その資質は永遠に蕾つぼみのままでしょうけどね。ご両親の血を封じた血ち赤あかの耳飾りが、何よりの証拠です」

「あれは、自分では外せないと言っていた」

「そりゃあ、守しゆ護ごの『呪』を封ふう印いんしたものですからね。簡単に取り外しできたら大変ですよ」

「……そうだったな。あいつには、俺の雷が当たらないんだった。くそ忌々しい」

　舌打ちをして毒づくキリアンに、イヴァはやれやれと溜め息をつく。

　そのしたり顔には、やはり秘密の匂いが感じられた。いつか暴あばいてやる、と心の中で誓ちかい、キリアンはひとまず疑惑を胸に収めることにした。
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「……ふぅ」

　まだ着替えも済ませていないが、自室へ戻るなりレティシアはベッドへ倒れ込む。狭せまくて粗そ末まつな使用人部屋だが、従者の数が圧あつ倒とう的てきに少ないため個室を貰もらえたのは幸いだった。お陰かげで一日の仕事を終えた後、ゆっくりと一人の時間が持てる。

　だが、今夜は久しぶりに愉快な気持ちだった。

「レオンったら、まさかあんな手で来るとは思わなかった」

　天てん井じようを見つめて、くすくすと思い出し笑いをする。

　レオンに任せた夕食の席は、かなり異色の光景となった。

　ジュールの助けを借りて彼が作った料理は、どれもこれも居酒屋や宿屋などで出される家庭料理の類たぐいだったのだ。いくら得意料理とは言え、王子の食卓に供されるにはあまりに見栄えが悪く、材料も質しつ素そな物ばかりだったため、ジュールは可愛い顔を渋しぶくしたまま居たたまれなさそうに隅すみに控ひかえていた。

「でも、驚いたのはキリアンもだな。レオンもびっくりしていたっけ」

　食えるなら食ってみろ、とレオンが思ったかは知らない。幽ゆう閉へい同然に古城へ追いやられたとは言え、キリアンは食事も衣類も王子に相応ふさわしい物で育ってきているし、ジュールが言うには大層な美食家だということだ。そんな彼の前に次々と出された皿は食器ばかりが豪ごう華かな、恐らく目にするのも初めての物ばかりだったに違いない。

　ところが、キリアンは文もん句くどころか顔色一つ変えなかった。

　美う味まいとも不ま味ずいとも言わずに残さず食事を終え、いつもと同じように食堂を出て行ったのだ。これにはレオンやレティシアだけでなく、長らくキリアンに仕えているジュールまでもが驚かされてしまった。

「てっきり〝何だ、これは。家か畜ちくの餌えさか？〟くらいは言うと思ったのに」

　そんな発想をしてしまうこと自体、かなり七星城での生活に染まっている証拠だ。けれど、庶しよ民みんと同じ料理を澄すまし顔で食べるキリアンは、思い返すだになかなか楽しい光景だった。

「おい、レティシア。まだ起きてるか？」

　のんびり回想に耽ふけっていたら、扉をノックする音に現実へ引き戻された。レオンだ。レティシアは急いで起き上がると、珍しいこともあるなと思いながらベッドから下りる。従者と下男として七星城で働くようになってから、彼が夜よ更ふけに部屋を訪ねて来たことはない。兄妹同然に暮らしてきたのに、とレティシアが淋しさを訴えた時は「おまえはもう怪あやしげな暗殺者じゃない、立派なレディだからな」といなされてしまった。

「どうしたの、レオン。いつも、夕食後はこっそり城を脱ぬけ出しているくせに」

　扉を開けたレティシアは、半分嫌み混じりに問いかける。レオンは顔を合わせるなりニヤリと笑うと、入ってもいいかと尋たずねてきた。

「もちろん構わないけど。何だか、他た人にん行ぎよう儀ぎな感じだな。街では兄妹と偽って間ま借がりしていたのに、ここへ来てからはあんまり二人きりで話す機会もないし……」

「そりゃ、時間がないからな。昼間は仕事があるし、夜にはおまえくたくただろ」

「レオンが毎晩のように街の酒場へ繰り出したりしなければ、話す時間くらいある。でも、夜な夜な城を脱け出しては明け方まで帰って来ないじゃないか」

「お、バレてた？」

「キリアンだって、きっと気づいている。知らん顔しているだけだよ」

　悪びれないレオンに呆れ、とりあえず入ってと促うながした。今の話は大おお袈げ裟さではなく、彼はほとんど毎晩、仕事が終わってから城を脱け出している。洗濯はレティシアの仕事なので、キリアンの物とは別に使用人の衣類も任されているが、レオンのシャツからは酒や煙草たばこ、香水などの酒場独特の匂いがいつもついていた。

「小島に建てられた七星城と本土を繫ぐ橋は、夜間に上げられてしまうのに。一体、どうやって出入りしているの。キリアンの『呪』は大丈夫なのか？」

「見逃してるってことは、『呪』をかけてないんだろ。平気、平気」

「そんな楽天的な……。キリアンは気まぐれだし、レオンのことを嫌っている。いつ、危険な『呪』をかけてくるかわからない。お願いだから油ゆ断だんしないで」

「はいはい、わかったよ。……ったく、母親みたいな口を利くなぁ。おまえは人の心配なんかしないで、自分のことだけ考えていりゃいいんだよ」

「え？」

　ズカズカと部屋に入ってきたレオンは、台所でくすねてきたらしい葡ぶ萄どう酒しゆの瓶びんを右手に持っている。グラスがないのに、と思っていたら、自前の小型ナイフで器用に口を開けると、そのまま豪ごう快かいにラッパ飲みを始めた。

「はーっ。やっぱ、王子様が口にする酒は違うな。死ぬほど美味い！」

「レオン……」

「こんな美味い酒を当たり前みたいに飲んでたら、俺たち庶民の食いもんなんか、食えたもんじゃないだろうな。なぁ、レティシア。そうは思わないか？」

「でも、今夜の食事は気に入っていたみたいだし。ジュールも驚いていたよ。キリアンが残さず綺麗に食べたって。上流階級の人間は、皿に物を残さないのは貧びん乏ぼう人にんのやることだからって必ず半分は残すんだって。勿体ない話だけど、確かにキリアンもよく残していたよね」

「そういう躾しつけを、王宮で受けてきたんだろう。俺たちには理解できない習慣だがな」

　キリアンが城を出されたのは、十歳になるかならないかの頃だ。それでも、王子として受けた礼れい儀ぎ作法や教育は根強く残っているのだろう。彼から魔族についてのレクチャーを受けているレティシアは、キリアンが聡そう明めいで知識欲に溢れた青年なのを知っている。本当は博はく識しきな家庭教師を雇やとい、もっと勉強をしたいのではないかと思っていた。

「レティシア、おまえまたそんな顔をして」

「また？」

「大体わかる。キリアンのことを考えていたんだろ？　そういう時、いつも悲しそうな顔になるからな。まるで、大事な人が不幸なのを嘆なげく乙女おとめの如しだ」

「……大事な人……」

　思いも寄らぬことを言われ、レティシアは否定するより先にポカンとする。

「私が大事なのは、レオンだよ。貴方は命の恩おん人じんであり、私の唯ただ一人の家族だもの」

「おいおいおい……」

　大真ま面じ目めに答えたのに、レオンは聞くなり飲みかけの葡萄酒を噴き出しそうになった。ベッドへ腰を下ろしていたので、危うくシーツが大だい惨さん事じになるところだ。かろうじて耐たえた彼は咽むせながらこちらを見上げ、まいったな、と言いたげに苦笑した。

「レティシア、おまえのことは俺も大事だ」

　おいで、と呼ばれて、もう子どもじゃないのにと思いつつ歩み寄る。

　レオンは何かと言うとすぐ頭を撫でる癖くせがあり、レティシアに限らず最近ではジュールにも遺い憾かんなくその癖を発揮しては嫌がられていたが、どうやら今回はそれではないらしい。

　レティシアが目の前に立つと、彼はにこやかに笑いながら両手を取った。柔やわらかな手のひらに包まれて、不ふ意いに懐かしさが胸を塞ふさぐ。幼い頃、暗殺者として厳きびしい訓練を受けてよく泣いていたレティシアを、レオンはこうして励はげましてくれた。冷たくなった指を温めながら、おまえは強い、おまえなら大丈夫、とずっとくり返してくれたのだ。

　あの時の心強さを、レティシアは決して忘れない。いつか、レオンに辛く苦しい事じ態たいが降りかかった時は、自分も彼の手を握にぎって同じセリフを言うのだと、今も心に決めている。

「レオン……？」

「おまえは、俺の唯ゆい一いつの家族だ。何があっても守るし、俺たちの絆は変わらない」

「うん」

「でもな、今のはそういう〝大事〟の話じゃないんだ。キリアンが王族としての作法を無視してまで今晩の料理を全部食った、そういう意味の〝大事〟だ」

「よくわからないんだけど……」

　謎解ときのような言葉に、本気でレティシアは困こん惑わくした。キリアンが料理を残さなかったことは確かに異例だが、ここまで引っ張るような話題だろうか。

「あのな、レティシア」

　やれやれと嘆たん息そくし、レオンは改めて口を開いた。

「キリアンのことをどう思っている？」

「え……」

「おまえが組織を裏切り、暗殺者を辞やめてまで七星城へ残ると決めた、その理由は何なんだ？」

「それは……その、キリアンが……」

「うん」

「彼は、黒髪の忌み子というだけで両親に疎まれ、十九歳になる今日までずっと命を狙われてきた。キリアンが死ねば、弟王子のユーシスが王位を継つぐ。周りは皆、それを望んでいる。多分、組織に暗殺を命じたのも王宮の人間だと思う」

　話し始めたら、次第に胸の内に理り不ふ尽じんな怒りが湧わいてくる。何も知らず、そんな彼を殺めようとした自分。暗殺者はただ標的を殺すのみ、事情や理由は関係ない。そう叩き込まれてきたが、キリアンの境きよう遇ぐうを知るにつけレティシアは彼を手にかけることができなくなっていった。

「そんな私は、暗殺者失格だと思う。標的に同情し、任にん務むを遂すい行こうできなくなるなんて。おまけに、レオンまで一緒に裏切らせてしまった。でも……」

「同情なのか？」

　間かん髪はつ容れずに、レオンが問い返してくる。

　レティシアは驚き、紺こん碧ぺきの瞳を大きく見開いた。

「キリアンに対する感情は、本当に同情だけなのか？」

「レオン……」

「よく考えろ、レティシア。生まれ育った組織を裏切るのは、同情なんて生なま易やさしい感情でできることじゃない。俺が七星城へ来たのは、おまえを守るためだ。それなら、レティシア、おまえは何のためにこの城に留まっている？」

「それは……」

「おまえを、そこまでさせる原動力は何なんだ？」

「…………」

　日頃は人の言動を茶化してばかりだが、レオンの洞どう察さつ力りよくは人並み外れている。その彼が、真剣な表情で真まっ直すぐ問いかけてきた。おまえがキリアンを選んだ理由は何なのか、と。

「私は……」

　初めて向き合う自分自身の感情に、レティシアは動どう揺ようし、考えがまとまらない。

　キリアンに対し、罪つみ滅ほろぼし的な気持ちは持っていた。傷一つ彼につけることは叶わなかったが、それでも何の疑いもなく殺そうとしたことは事実なのだ。今でも、キリアンがあの場で自分とレオンを殺さず、牢ろうに閉じ込めるなんて生なま温ぬるい方法を取ったのは何故なのか、レティシアにはわからない。

「同情……じゃないの……？」

「あのなぁ、俺が訊いてるんだぞ。自分の心くらい、ちゃんと摑んでおけ」

「うん……」

　呆れ顔で諭さとされたが、やはり答えは見つからなかった。

　キリアンのことは、必ず守ると決めた。それは、宿しゆく業ごうに支配された彼の運命に、暗殺者として関わった者の責任だと思っていた。でも、レオンはそれだけではないと言う。

「いいか、レティシア」

　混乱するレティシアを、レオンの温かい眼差しが包み込んだ。

「キリアンは、今夜の料理をおまえが作ったと思ったんだ。俺とジュールは何も言わなかったし、女のおまえが料理人の代わりに腕を揮ふるうのは自然の流れだ。幸か不幸か、奴はおまえが致ち命めい的てきに料理が下へ手ただとは知らない。そうだろう？」

「う、うん」

「だから、食ったんだよ。王族としての礼儀を無視して、綺麗に残さず食ったんだ」

「え……えええっ」

　あまりに突とつ拍子もない発想に、思わず大声が出た。しかし、レオンは冗談を言ったわけではなさそうで、そんなレティシアの反応に大きな溜め息を漏もらす。それは、つくづく呆れたと言われているも同然の響ひびきで、室内にどんよりと広がっていった。

「わかったか？　今の話を聞いても、キリアンに同情していると断言できるか？　奴が可か哀わい想そうだから、組織を裏切って側にいると決めた──そんな能天気な話を口にできるのか？」

「…………」

　レティシアは絶ぜつ句くし、どうなんだ、と無言で問い詰めるレオンをまじまじと見返す。

　彼の話は俄にわかには信用できなかったが、これまでレオンは間違ったことを一度でも言ったことはなかった。他人の心を読み、幾いくつも先手を打ち、そうやって彼は暗殺者として名を上げてきたのだ。そのことを誰よりもよく知るレティシアには、とんでもない妄もう言げんだと笑い飛ばすことはできなかった。

「レオン……」

「…………」

「レオン、私は……」

「しっ」

　突然、レオンの表情がガラリと変わった。鋭するどくなった目つきにどうしたの、と問いかけようとした直後、レティシアもまた身体を固くする。

　窓の向こうで、微かすかに何かが動いたようだ。その証拠に、うるさかった庭の虫たちがパタリと鳴き止やんでいた。使用人部屋は城の一階、裏庭に面した一角にあり、夜間に外を徘はい徊かいする者などいるはずもない。唯一、自由に歩き回っているのがレオンだが、本人は目の前だ。

「──来たな」

　レオンが、音もなくベッドから立ち上がった。その右手には、いつの間にか短刀が握られている。愛用の剣は「下男には必要ありません！」とジュールに取り上げられたので、どこからか調達してきたものらしい。

「レティシア、おまえは……」

「私も行く」

　皆まで言わせず答えると、予想していたのか苦笑が返ってきた。しょうがねぇなぁ、と言うように彼は横顔を向け、「足手まといになるなよ」と呟く。レティシアは頷うなずき、備え付けのクローゼットを開いて愛用の短剣を手に取った。

「あ、ずりぃな。何で、おまえは取り上げられなかったんだよ」

「だって、私が七星城に留まった目的をジュールやキリアンは知っているもの。従者の時は帯たい刀とうを許されないけど、いつでも刺客には立ち向かえるようにしているし」

　例えばね、と言って、おもむろにシャツの胸元へ右手を突っ込む。うわっ、と動揺するレオンを尻しり目めに、レティシアは薄いナイフを二本取り出して見せた。

「ほら。これくらいの準備は……どうしたの？」

「いや……おまえが色気皆かい無むなのは、よ～くわかった。これじゃ、キリアンがどうとかいう以前の問題だ。くそっ、俺の教育が間違っていたのか……」

「？　教育も何も、私を拾った時はまだ八歳だったくせに」

「うるせぇな、ほら行くぞ。気配が遠くなった」

「うん」

　ナイフを胸元へ戻し、気合いを入れて短剣を握り直す。刺客は裏門から侵しん入にゆうし、城内へ忍しのび込もうとしているようだ。不穏な気配はすでに遠く、こちらも急いで対応する必要があった。レティシアはレオンに続いて部屋を出ると、息を潜めて進入路を探す。かつて自分も同じように深夜に忍び込んだため、大おお方かたの察さつしはつけやすかった。

「でも、私が破ってから業者用の出入り口は鍵かぎを強化したはず。組織だって、それくらいの予想はつけているよ。レオン、どうする？　二手に分かれる？」

「虫が鳴き止んでいた時間から、多分刺客は四、五人ってとこだ。レティシア、おまえの腕なら楽勝だろうが、俺たちが抜けて三ヶ月、どんな新顔が来ているとも限らない」

「……じゃあ、一緒に行動しよう。キリアンの居住は二階だ。一階でカタをつけてしまわないと、きっと騒ぎで目を覚ます。そうしたら後が厄介だし」

「厄介……か。確かにな」

　薄暗い廊ろう下かを進みながら、レオンが小さく笑い声をたてる。

「あいつが癇かん癪しやく起こして雷でも召喚しようものなら、またジュールがお冠かんむりだ。さんざん壊した大おお広ひろ間まだって、先週やっと修しゆう繕ぜん工事が終わったばかりだし」

「相手が逃げ惑まどう姿が見たくて、わざと外したりするしね」

「そういうこった。よし、右へ行くぞ。食しよく糧りよう貯ちよ蔵ぞう庫こに換かん気き窓まどがある」

　迷いもなくそちらへ足を向けられ、レティシアは少し戸惑った。確かに換気のための小窓はあるが、大人がすり抜けるのにはかなり無理がある。レオンの背中へそう告げようとしたら、心を読んだように彼が言った。

「刺客は大の男とは限らない。現に、おまえが来たじゃないか」

「で、でも、あれはレオンに来た仕事を私が横取りしたんだし」

「まぁな。だが、俺が再挑戦するならあそこを狙う」

「どうやって……関節でも外す気なの？　大だい道どう芸げい人にんなら、そういう技もあるだろうけど」

「ついでに言えば、人間とも限らないぞ？」

「え……」

　もしや、キリアンのような魔力を持った刺客が来たとでも言うのだろうか。レティシアが顔色を変えると、肩越しに振り返ったレオンが不ふ敵てきに笑んだ。

「静かに。どうやら、正解だったようだ」

「…………」

　仕方がない。相手が何者であれ、ここで侵入を食い止めねば何のために七星城へ残ったのかわからない。レティシアは覚かく悟ごを決め、慎しん重ちように短剣を構え直した。長年これで修練してきただけあって、やはり重みがしっくりと馴染む。銀の盆やモップを持つのも楽しいが、戦せん闘とうの前の緊きん張ちよう感かんには格かく別べつなものがあった。

　貯蔵庫の扉の前で、レオンが静かに足を止める。

　すでに侵入したのか、板一枚隔へだてた向こう側で忙せわしない息が聞こえてきた。やがてカリカリと扉を引っ搔く音と、ドンドンと叩く振しん動どうがし、レティシアは小さく息を吞む。

「レ、レオン、この音は何……」

「いいか、レティシア。よく聞け。俺が扉を開けた瞬間、おまえは中の影を斬きれ。絶対に躊ちゆう躇ちよするな。一瞬でも遅れたら、おまえがやられるぞ」

「わかった」

「油断するなよ」

　念を押され、レティシアは頷いた。レオンが扉へ向き直り、木製の取っ手に指をかける。

　そうして。

　扉が大きく開かれるや否いなや、中から黒い影が地を蹴った。宙を切るしなやかな身体は真っ直ぐレティシアに向かい、鋭い牙きばが白い喉を食い破ろうとする。

「くっ」

　レティシアは逆らわず全身で受け止め、影と一緒に床へ倒れ込んだ。その勢いを使って回転し、敵を思い切り蹴り飛ばす。相手は壁に叩きつけられ、短い悲鳴を上げて床まで落ちていった。その隙すきに飛び起きたレティシアは、駆け寄って短剣で止とどめを刺さそうとする。

　だが、寸すんでのところで敵の正体が目に入ると、振り上げた右手が止まってしまった。

「犬……!?」

　自分を襲ったのは、一匹の黒犬だった。

　精せい悍かんに鍛きたえられた肉体に、射い抜ぬくような目が闇で理知的に光っている。犬は蹲うずくまったまま、獰どう猛もうな唸り声を上げてこちらを睨みつけていた。壁にぶつかった衝しよう撃げきでどこか痛めたのか、立ち上がって攻撃する力はないようだ。

「レティシア、表だ！」

　予想外の相手に呆ぼう然ぜんとしていると、レオンが背後を駆け抜け様ざまに怒ど鳴なった。ハッとして顔を上げると、すでに彼は城から庭へ飛び出している。援えん護ごをしなくては、と立ち上がり、もう一度犬を見てみたが、嚙かみ殺さんばかりの迫力で威い嚇かくしながらもやはり襲いかかってはこなかった。

「おまえ、足を挫くじいたの……？」

　どうやら、立てないのは足を怪け我がしたせいらしい。刺客だと思っていたので手加減しなかったし、あの時そうしなければ喉に牙が食い込んでいただろう。だが、勝敗が決まった今、今度は負わせた傷が気にかかる。まして、相手が動物なら尚なお更さらだった。

「おまえを利用した人間がいるんだね？　人を襲うよう仕込んで、暗殺の手伝いをさせるために。でも、可哀想だけど怪我をしたおまえを誰も迎えには来ないよ……？」

　唸り続ける相手に、無駄とは思いつつ声をかける。このまま放っておいたら、直じかにこの犬は息絶えるだろう。まるで以前の自分を見るようだと、レティシアは切なく瞳を歪ゆがめた。

「おい、レティシア！　おまえ、俺の援護をするんじゃなかったのかよ？」

「レオン……」

　程なく、レオンが渋い顔で戻ってきた。さしてしんどそうには見えないが、数分で他の連中を全て倒したらしく、下男用の白いシャツには返り血が点々と飛んでいる。

「ごめん、どうだった？」

「刺客は四人。全員手て負おいで蹴散らした。殺すと、死体の始し末まつが面倒だろ？　またジュールに文句言われるからな。小窓から犬に侵入させて、もっとも破りやすい扉を見つけたら合図するよう訓練していたらしい」

「じゃあ、レオンが開けなくても自力で……」

「だろうな。閂かんぬきなら犬でも外すのは簡単だ。そう仕込んでいれば」

「…………」

　やっぱりそうか、と胸が重たくなった。レオンは初めから察しをつけていたようだが、どうしてわかったのだろうか。

「葡萄酒蔵に行く途中、風に紛まぎれて獣けものの匂いがしたんだよ。城の敷しき地ちにもたまに野生の動物が姿を見せるが、せいぜい猫ねことか兎うさぎくらいだ。そんなのとは異い質しつの匂いだった。それでな」

「この子、怪我をしているんだ。私が負わせた。どうしよう」

「どうしようって、向こうは殺す気で襲いかかってきたんだ。不ふ可か抗こう力りよくだろ」

「でも……」

「甘いな、レティシア。触れもしないんじゃ治ち療りようは無理だ。見てみろ、まだ唸ってるぞ。下手に手を出したら、指を食いちぎられる。諦あきらめろ」

「…………」

　残ざん酷こくなようだが、レオンの言うことは正しかった。殺さねば殺される、という状況下で敗北を喫きつした以上、犬とはいえ覚悟はしているに違いない。そのように躾しつけられているはずだし、情けをかけて助ければ再び命を狙ってくる可能性もある。主人の刺客が舞い戻ってくれば、その者に加か担たんしてキリアンの危機を招くかもしれないのだ。

「そんなことになったら、おまえ責任取れないだろう」

「……わかってる。ここで楽にしてやるのが、一番いい。私がこの子なら、そう願う」

「…………」

　冷静に話しているつもりだったが、実際は声の震えを抑えるのに精一杯だった。己の意志で来たのなら容よう赦しやはしないが、犬はあくまで主人に忠実に働いただけだ。おまけに、人間と違って選択の余よ地ちはない。主人の命に背そむくと言う発想自体が、彼らにはないからだ。

「私だって、最初はこの子と同じだった。孤児の自分が生きていくため、是ぜ非ひもなく暗殺者としての腕を磨いた。レオンの側にもいたかったし、後悔はしていない」

「レティシア……」

「でも、今はちゃんと自分の意志で行動している。自分で選んでここにいるし、毎日がとても楽しいよ。そういう機会を、この子は知らずに死んでいくの……？」

　零れそうなくらい見開いた瞳で、切なくレオンに問いかけた。感かん傷しよう的てきな言葉だと、自分でもよくわかっている。だが、口にせずにはいられなかった。

「おまえ、勝手に犬の代だい弁べん者しやになるな」

「でも……」

　レオンは、人好きのする優しい青年だ。だが、それはレティシアだけに見せる顔であって、冷れい徹てつな暗殺者としての側面も持っている。

「こいつが本当はどう思っているかなんて、わかりっこないだろう。レティシア、おまえは自分の罪ざい悪あく感かんを消したくてそんなことを言っているだけだ」

「罪悪感……？」

「ああ。キリアンのことだって同じだ。おまえは、理由も知らず奴を殺めようとした罪悪感を消したくてここへ残ったんじゃないのか？　同情じゃなく、自分のために。違うか？」

「そんな……そんなことない。レオン、さっきは私にそう言いたかったの？」

「いや……そうじゃねぇけど……」

「ひどいよ！　私がどんな気持ちで七星城へ残ったか、それこそレオンにわかったような口を利いてもらいたくない！　私はただ……私は……」

　無む性しように腹立たしかったが、どうしてもその先が続かなかった。自分で自分の心がわからないのに、相手を説得などできようはずもない。己の不ふ甲が斐いなさにレティシアは唇を嚙み、短剣を持つ手にぐっと力を込めた。

　手負いで唸る黒犬は、一瞬も気を緩めずにこちらを睨みつけている。

　ほんの数秒でも奇跡が起きたなら、嚙み殺してやると燃える瞳が言っていた。

　レティシアは犬を真っ直ぐ見つめ返し、深呼吸と共に心を決めた。

「どうしても殺めなければならないのなら、この子と戦った私がする。私の役目だ」

「おい、無理するなって」

「それが、この子に対する責任だ。罪悪感は、もちろんあるよ。でも、それを背負うのは勝った人間の務つとめだもの。レオン、私は間違っている？」

「……いや……」

　真しん摯しな問いかけに気け圧おされたのか、レオンは茶化さずに言葉を濁にごす。レティシアは迷いを振り払い、一いち撃げきで苦しまずに死ねるよう注意深く短剣を両手で握り直した。

「…………」

　気力を振り絞しぼって短剣をかざし、そのまま犬の喉目がけて振り下ろそうとする。だが、腕は強こわ張ばったように動かず、どんなに力を入れてもダメだった。レティシアは焦り、己を叱しつ咤たしながら何とか続けようとしたが、身体は少しも言うことを聞かない。瞳からポロポロと涙が零れ落ち、やがて視界が滲にじんで何も見えなくなった。

「レティシア……」

「騒そう々ぞうしい。何をコソコソやっている」

　見かねたレオンが止めようとした時、新たな足音が近づいてきた。聞き慣れた声を聞くなり全身から力が抜け、レティシアは短剣を取り落とす。同時に冷たい床へ膝ひざを突き、為なす術もなく声の主を見上げた。

「キリアン……」

「ああっ。レディ、何をしているんですか、貯蔵庫の前で！」

　キリアンのために燭台を持って付き添ってきたジュールが、炎に照らされた光景に素すっ頓とん狂きような悲鳴を上げる。ベッドから出て来たのか寝ね間ま着きになっており、髪には寝ね癖ぐせがついていた。

「ダメ、迂う闊かつに近づいちゃ。犬がいるんだ」

「いぬぅぅう？」

　飛び上がらんばかりに驚き、ジュールは思わず燭台を落としそうになる。かろうじて堪えたものの今度はレティシアが泣いていることに気づき、危うくまた落としかけた。

「レディ……どうしたんです？　レオンさん、一体何があったんですか」

「騒ぐな、ジュール」

　レオンが答えるより先に、煩わしげにキリアンが口を挟んだ。レティシアの涙が目に入っているだろうに、冷ややかな表情は少しも変化することはない。漆黒を満たした眼差しで犬を含めた一同を一いち瞥べつし、彼は「ふん」と言った。

「状況は一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。その犬は刺客が放ったもので、こいつらは阻そ止ししようとしたんだろう。そこの女は怪我を負った犬に止めを刺せず、惨みじめにしくしく泣いているだけだ」

「な……刺客に犬ですかっ？」

「まったく、暗殺姫が聞いて呆れる。犬一匹も己が手で処しよ分ぶんできないとは。そんな弱い心で、よく俺を殺そうなどと思い上がれたものだ。レティシア、存分にその涙を恥はじるがいい」

　心から嘲るような言葉に、レティシアは一言も言い返せない。悔しくて情けなくて、できるなら一いつ刻こくも早くこの場から立ち去りたかった。

　だが、犬を置いていけばキリアンが殺してしまうだろう。そんなことはさせないと、急いで乱暴に涙を拭ぬぐった。どうしても殺せなかった以上、自分が守ってやるしかない。

「キリアンの言う通りだ。この犬は刺客に命令され、城へ忍び込んできた。今は手負いで動けないが、回復すれば危険な存在だ。……でも」

「まさか、命いのち乞ごいをするんじゃないだろうな。おまえ、俺を笑わせる気か？」

「……お願いだ。この子を殺さずに解放してほしい。主人の命令に従っただけで、この子がキリアンに殺意を抱いているわけじゃない」

「ふざけるな」

　レティシアの願いを一いつ蹴しゆうし、キリアンは面倒そうに欠伸あくびをした。ハナから話など聞く気はないのだろう。彼の立場からすれば、それも当然だった。

「無む謀ぼうな頼みだとは思う。でも、お願いだから助けてやってほしい。その代わり、私にできることなら何でもする。この子が二度とおまえを襲わないよう、ちゃんと躾け直してから解放するから。だから……」

「躾け直すだと？　だが、そいつはおまえに傷を負わされ、敵意をむき出しにしているぞ。どうやって心を許させる？　おまえは、犬を調教したことがあるのか？」

「ない……けど……」

「できもしないことを、勢いで口にするな。不愉快だ」

「…………」

　言葉は乱暴だが、キリアンの言うことはもっともだ。やっぱり無茶な相談なのかとレティシアは絶ぜつ望ぼうし、途と方ほうに暮れる思いで犬を見た。

　こんなことなら、あの時に躊躇せず息の根を止めてやれば良かったかもしれない。結局は死なせる運命だとすれば、無駄に痛い思いを長引かせただけだ。

（ごめんね……）

　自己満足に過ぎないと恥じつつも、レティシアは胸の中で犬に詫わびた。向こうは衰おとろえぬ殺意を漲みなぎらせ、低く威嚇を続けている。だが、死が迫りつつあるのを予感しているのか、その唸り声はだいぶ小さなものになっていた。

「あの、あの、キリアン様」

　それまで黙って二人のやり取りを聞いていたジュールが、おそるおそる口を開く。気の緩んだ格かつ好こうと寝癖のせいか昼間の小こ生なま意い気きな彼ではなく、年とし相そう応おうの子どものように見えた。

「出過ぎた意見なのは承しよう知ちしております。でも、あの……」

「何だ、ジュール。はっきり言え。俺はもうベッドへ戻るぞ」

「あの……犬は殺して……おしまいになるんですか……」

「どういう意味だ？」

　キリアンが、僅わずかに目を細めて問い返す。ジュールは幼いながら誰よりも長くキリアンの従者を務めている、言わば数少ない「お気に入り」だ。逆げき鱗りんに触れることもなく、苛いらつかせたり煩わせたりすることもない、よく気の付く忠実な働き者として評価されている。

　その彼が、キリアンの決定に意見を差し挟むなど前ぜん代だい未み聞もんの出来事だった。

「僕も……レディと一緒にお願いします。あの犬を助けてやってはくださいませんか？」

「…………」

「ジュール……」

　ほとんど諦めかけていたレティシアは、驚きの余り絶句する。レオンも同様で、彼にしては珍しく虚きよを衝つかれた顔になり、まじまじと小さな先輩を見つめていた。

「あの、僕が実家で飼っていた犬によく似ていて、それに見たところまだ若いし、きちんと躾ければ良い子になると思うんです。時間はかかるかもしれませんが、僕は犬に慣れているので任せていただければ必ず……」

「忠ちゆう犬けんに調教できると言うのか？」

「は、はいっ」

　鋭い声で確認され、直ちよく立りつ不ふ動どうの姿勢でジュールが返事する。シンと辺りが静まり返り、皆が息を詰めてキリアンの言葉に注目した。いつしか犬までが唸るのを止め、緊張する一同の様子を胡う散さん臭くさげな目で眺めている。

「──一ヶ月やる」

　たっぷり一分は沈ちん黙もくしてから、キリアンが挑ちよう発はつ的てきに微笑んだ。

「ジュール、おまえが俺に仕えて三年、異いを唱となえたのは初めてだ。分ぶを弁えぬ不ぶ調ちよう法ほうな振る舞いは、俺との約束を成じよう就じゆさせることによって償つぐなえ。一ヶ月でその犬を飼い慣らし、俺に絶対服ふく従じゆうを誓わせることができたなら許してやる」

「キリアン様……」

「だが、違たがえた時は覚悟しろ。一国の王子を謀たばかった罪は重いぞ」

「キリアン！」

　あまりに情のない言い草に、レティシアが思わず声を荒あらげる。自分はどんなに雑ざつに扱われてもいいが、ジュールほどよく尽くしてくれる従者は他にはいない。もっと穏おだやかな言い方はできないのかと腹が立ったが、もとよりキリアンにそれを求めるのは無理というものだった。

「ありがとうございます！」

　深ふか々ぶかと頭を下げた後、ジュールが満面に笑みを浮かべる。無理難題を吹っかけられたというのに、その顔は喜びに溢れていた。キリアンは無感動な瞳で踵きびすを返しかけ、何かを思いついたように足を止める。彼は肩越しに振り返り、おもむろに右手を挙げると、皆が見ている前でぱちんと軽やかに指を鳴らした。

「あ……寝た」

　ジュールの言葉通り、その音を聞いた途端、犬がぱたりと眠りにつく。まるで麻酔をかけられたかのように、安らかな寝息が聞こえてきた。

「意識がある間は、調教どころか治療もできないだろう。後は好きにしろ」

「キリアン様……」

　無ぶ愛あい想そうに呟き、キリアンは去っていく。燭台など持っていなかったはずなのに、何故だか彼の周りは仄ほのかな灯りに包まれていた。やがてその姿がすっかり消えてしまうと、誰ともなく長い溜め息が零れ落ちる。一時はどうなることかと思ったが、何とか急場は凌しのげたようだ。

「キリアン様は、僕がああ言い出すのをわかっていらっしゃったんだと思います」

「え……？」

「寝ていた僕を起こして、わざわざここまで案内させました。あの方のご気性からいって、ご自分でさっさと行動をしていたはずです。動物が紛れ込んでいることも、恐らくはとっくに気づいていらしたんだと思います」

「ちょっと待って。それじゃ、まるでキリアンが……」

　ジュールの言葉に耳を疑い、レティシアはまさかと思う。覚悟しろ、なんて脅しておきながら、その実は犬を助けるように仕向けたのは彼だとでも言うのだろうか。

「きっと、そうです。僕にはわかります」

　自信たっぷりに断言し、ジュールは犬の様子を見るために近づいていった。中型の成犬なのでレオンが運ぶことになり、ひとまず鍵のかかる地下牢に向かう。朝が来たら檻おりを調達してきてやると彼が言い、ジュールが何やかやと注文をつけている会話を聞きながら、レティシアはまだ半はん信しん半はん疑ぎな気持ちでキリアンの態度を反はん芻すうしていた。

（キリアンが……犬を助けた……？）

　そんなバカな、と打ち消そうとする。ジュールはキリアンに心しん酔すいしているので、何でも良い方に解かい釈しやくするだけなんだと。そうでないなら、自分が懇こん願がんした時にケンもホロロに一蹴した態度は何だったのかと腹が立つ。

（でも……）

　冷静に思い返してみれば、犬と自分はまったく立場が一緒だった。暗殺のために侵入し、失敗して殺されるところを命拾いし、地下牢へレオンと共に監かん禁きんされたのだ。今、レオンたちの後について地下牢への階段を下りながら、レティシアの胸は複雑な思いに満たされた。

（でも……だったら、きっとこの子は大丈夫。ここに来て新しい生活を知って、日々が楽しく穏やかなものだと思ってくれるに違いない。だって……私がそうだもの）

　一ヶ月という時間は、正直かなり厳しいと思う。そう簡単に意志を翻しては、そもそも暗殺犬として使えはしなかったろう。昨日今日現れた人間に少しばかり優しくされても、それで信用を得るには全然足らない。

　でも、希望はある。

　レティシアは安あん堵どの笑みを浮かべ、犬の世話をジュールに教わらなくては、と思った。
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「最近、王宮内のあちこちでキリアン様の名前を耳にいたします」

　蜂はち蜜みつの壺つぼを零こぼしたような、甘く輝く豊かな金きん髪ぱつを櫛くしで梳すきながら侍じ女じよのメイサが言う。クラリッサ・カルンスト・バルディ公こう爵しやく令れい嬢じようは、鏡に映った自分を見つめながら品よく眉まゆ根ねを寄せて可か憐れんな唇くちびるを開いた。

「ええ、わたくしも聞き及んでいるわ。ユーシス様の誕生日の祝しゆく宴えんで、見事なワルツを披ひ露ろうなさったとか。あの方が社交界に顔を出すのは数年ぶりだし、黒の王子と忌いみ嫌われて不ふ吉きつな噂うわさばかりが蔓まん延えんしていたから、出席された方々はさぞや驚おどろかれたことでしょうね」

「クラリッサ様……」

「艶つややかな黒髪、魔ま性しようの瞳ひとみ。見つめられたら、女性は十秒ともたずに失しつ神しんするとも聞いたわ。ずいぶんと気の弱いこと。もしそれが本当なら、わたくしなど七しち星せい城じようへ主しゆ治じ医い同どう伴はんで伺うかがわねばならないじゃないの。噂ってものがどれだけいい加減か、よくわかったわ」

「こ、これは失礼いたしました」

　自分の迂う闊かつな一言が女主人の気に障さわったことを察さつし、メイサは慌あわてて謝しや罪ざいする。クラリッサは煩わずらわしそうにちらりと彼女を振り返り、機き嫌げんを悟さとられた事実にまた腹を立てた。

「いいから、早く髪を結ってちょうだい。おまえが、一番腕うでがいいのだから。今日は七星城へ出かける日だと知っているでしょう。キリアン様は口が悪いし、見ていないようでちゃんとこちらの身なりには目を配っているのよ。気が抜けないお方なんだから」

「はい、かしこまりました」

　従じゆう順じゆんに頷うなずき、再び手を動かし始めたメイサにようやくクラリッサの苛いら立だちも収まる。だが、侍女に言われるまでもなく、ここ数ヶ月の王宮ではおおっぴらでこそないものの、キリアンに対する注目度が上がっているのは事実だった。

（お陰かげで、わたくしまで舞ぶ踏とう会かいや晩ばん餐さん会かいに出るたびにうるさくされて敵かなわないわ。皆、暇ひまを持て余して他人の噂話にしか興きよう味みがないんですもの。キリアン様がどういうお方か知りたければ、自分で七星城へ訪ねて行けばいいのよ）

　そんな勇気もないくせに、とクラリッサはツンと顎あごを上げる。魔力を操あやつる忌み子として、王宮内でのキリアンは常に恐怖と嫌けん悪おの対象だった。生まれた時から婚約が決められ、いずれは彼の妻となる運命のクラリッサにも周囲が同情の目を向けていたのは知っている。

　それなのに、実際のキリアンが姿を現した途と端たん、微び妙みように空気が変わった。女性を魅み了りようする悪あく魔ま的な美び貌ぼう、第一王位継けい承しよう者しやの名に恥はじない堂々たる気品。初めは戸と惑まどい、遠巻きにしていた貴族の面々は、王者の貫かん録ろくで祝宴の場を圧あつ倒とうしたキリアンに今や興味津しん々しんだ。

（まぁ、あの方が独どく特とくの魅み力りよくをお持ちなのは以前から知っていたわ。幼おさな馴な染じみですもの）

　サテンのリボンの位置を確認しながら、クラリッサは胸で呟つぶやく。キリアンが七星城へ移ってからも、定期的に通っているのは自分だけだった。それは、婚約者の意地と言ってもいい。キリアンとクラリッサ、そして第二王子のユーシスは幼おさない頃からの付き合いなので、少しばかりの情もないわけではなかった。

　それなのに、件くだんの祝宴の場に限ってクラリッサはいなかった。

　キリアンがパートナーとして選んだのは、七星城で彼の従じゆう者しやとして働く元暗あん殺さつ者しやの少女だったからだ。招待もされていないパーティに出席はできない、と拒こばんだクラリッサに、キリアンはまるで当てつけるように彼女を代役に指名したのだった。

（わたくし自身、思いも寄らなかったわ。そのことが、こんなにも尾を引くなんて）

　王子が公式の場に婚約者どころか、使用人を伴ともなったなどと知られては王族の恥はじだ。だから、人々はキリアンの同伴者を外国の姫君に違いない、などと実まことしやかに囁ささやいている。彼女の正体を知っているのはクラリッサとユーシス、そしてクラリッサの父であり王家を支える四強貴族の一人、グレウス公爵くらいだろう。そのため、「キリアン王子は婚約を破は棄きし、新たに外国から未来の王妃を迎えるのでは」などと余計な憶おく測そくまで生んでいた。

「クラリッサ様、いかがでしょう。本日は大輪の薔ば薇らをイメージして、大きく髪を膨ふくらませてみました。髪結いの油にも薔薇の香料を混まぜております。お衣い裳しようは昨日仕立てあがったばかりの真しん紅くのドレスですので、きっとお似合いになるかと思いますわ」

「真紅のドレス……」

　クラリッサは、人形のように長く生え揃そろった睫まつ毛げを震ふるわせる。自分の代役にみすぼらしい格かつ好こうはさせられないと少女に貸し出したのも、華はなやかなフリルをふんだんに使った真紅のドレスだった。あれはそのまま彼女へあげてしまったが、同じ色のドレスを着て会うのは憚はばかられる。

（だって、あの子の方がわたくしよりも似合っていたわ。わたくし、あの子の前で真紅を着るのは絶対に嫌よ。わたくしには、わたくしだけに似合う色があるはずだわ）

　生まれてから十七年、クラリッサは周囲からの賞しよう賛さんを浴び続けて生きてきた。

　陶とう器きの人形を思わせる灰はい褐かつ色しよくの大きな瞳、きめ細かな白い肌はさながら生クリームのよう。折れそうな細い腰に反して胸はふっくらと形よく、桜おう桃とうの唇、小鳥が囀さえずるような声。挙げたらキリのない賛辞を贈おくられてきたのだ。

　それを当然のものと享きよう受じゆしてきたし、周りに自分より美しい少女などいなかった。キリアンに嫁とついだ暁あかつきには、世界で一番美しい王妃になるだろう、と誰もが信じている。

（だけど……キリアン様は、そうは思っていらっしゃらないようだし）

　つまらない、と思う。

　世の中は広く、自分よりも真紅の似合う少女がいる。そんなことも知らずに過ごしてきたのかと、クラリッサは己おのれに落らく胆たんしていた。どれだけ贅ぜい沢たくな物を身に纏まとい、一流の宝石で着き飾かざったところで、一番になれないのでは意味がない。

「せっかくだけど、真紅はやめておくわ。白にオレンジのダリアを刺し繡しゆうした方にする。あれなら、華やかさでは負けないもの」

「ですが、御お髪ぐしを洗って香料を変えるには時間が……」

「七星城の薔薇園は、盛りを過ぎたとは言えまだ咲き誇ほこっている品種がたくさんあるわ。これは移り香です、と言えばいいのよ。とにかく、私は真紅のドレスは着ません。いいこと？」

「……かしこまりました」

　メイサは渋しぶ々しぶと引き下がり、衣裳係の侍女に変更を伝えるため部屋を後にした。一人になったクラリッサは鏡きよう台だいの椅い子すから立ち上がると、全身が映る姿見の方へ移動する。

「わたくしに似合う色……」

　そう呟いた瞬しゆん間かん、キリアンの顔が脳のう裏りに浮かび上がった。未来の王妃となるべく教育を受けてきたクラリッサにとって、彼との婚約は疑問を挟む余よ地ちのないものだ。しかし、キリアンの評判が宮中で高まるにつけ徐じよ々じよに違い和わ感かんは募つのっていった。

「あの人とわたくしは、互いに似合う色なのかしら……？」

　今まで、考えたこともなかった疑問が口をついて出る。

　それとも……と、更さらにクラリッサは鏡の自分に問いかけた。

「世の中には、わたくしだけに似合う方が他にいるのかしら……」

　答えなど出るはずもないし、出たところで現実は変わらない。キリアンを愛しているかどうかさえ、一度も考えてみたことはなかった。バルディ家の一人娘として生まれたからには、結婚は大事な務つとめなのだ。自分の意志で反ほ故ごにはできないし、それは向こうも同じだろう。

「でも……」

　もしかしたら、すでに運命は変わり始めているのかもしれない。

　何な故ぜだか、そんな予感が胸にあった。あの真紅の似合う少女が現れてから、キリアンの様子は明らかに変化している。ユーシスの誕生パーティ以後も何回か七星城を訪れているが、長い付き合いのクラリッサには直感的にそれがわかった。

「クラリッサ様、こちらでよろしいでしょうか」

　メイサが衣裳係と二人で、ドレス一式を運んでくる。光こう沢たくのある白に八や重え咲ざきのダリアを幾いくつも刺繡した、最高に手の込んだ一着だ。大だい胆たんに肩かたを出し、デコルテのラインが美しく映はえるよう計算されたデザインは、手持ちの中でも特に大人びた物だった。

「ええ、いいわ。これなら髪型を変えなくてもいいし、オレンジサファイアを合わせれば綺き麗れいに見えるわ。ショールは……そうね、深ふか紫むらさきにしましょう」

「早速、ご用意いたします」

「急いでちょうだい。午後のお茶に、間に合わなくなってしまうわ」

　ようやくドレスが決まり、クラリッサの顔にも微び笑しようが戻る。同時に、自分が七星城を訪ねる時、ここまでこだわって衣裳選びをしたことがあっただろうかとおかしくなった。

「だって……あの子がいるもの」

　レティシア──胸で名前を諳そらんじてみる。

　男物の従者服に身を包んでいるが、彼女の美しさはよく知っていた。顔の造ぞう作さもそうだが、何より凜りんとした表情が好きだ。少年のような身のこなしや愛あい想そのない話し方も、独特の存在感を与えている。だからこそ、レティシアの目に触ふれる場所では常に最上の自分でありたかった。

「負けたくないもの……」

　ふふ、と顔を綻ほころばせ、侍女が着付ける最高級のドレスを纏う。

　生まれてから一度も剣など持ったことはないが、これは自分の戦せん闘とう服ふくだ。

　クラリッサは深く息を吸いこみ、侍女にきつくコルセットを締しめ上げさせた。
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　グレウス公爵の屋敷を訪れたユーシスは、ちょうど侍女を引き連れて出かけるクラリッサと出入り口のホールで顔を合わせた。自分と同じ年の幼馴染みであり、将来は義あ姉ねとなる少女。少し前まではそんな観点でしか彼女を見たことはなかったが、現在は少々事情が違っている。

「おや、クラリッサ殿。今日は、いつもに増してお美しいですね。それに、何と見事なドレスをお召しだろう。母上でさえ、ここまで繊せん細さいな刺繡を施ほどこしたドレスをお持ちかどうか」

「まぁ、ユーシス様。畏おそれ多いことですわ」

　杓しやく子し定じよう規ぎな挨あい拶さつだが、満まん更ざらお世せ辞じばかりでもない。それは彼女にも伝わったらしく、満足そうに微笑ほほえんでこちらを艶あでやかに見つめ返した。

「わたくし、王妃様と張り合おうなどとは毛もう頭とう考えておりません。それに、貴方あなたこそ男性の身でありながら見み惚とれるほどお綺麗よ。王宮中の年頃の令嬢は皆、何とかお目に留とまろうと躍やつ起きになっていると聞くわ。お兄様と違って、人気がおありね」

「では、クラリッサ殿は唯ゆい一いつの例外と言うわけだ」

「まぁ……」

　にこりと言い返すと、クラリッサは呆あきれたように目を見開く。ユーシスは構わず、「兄上の城へお出かけですか？」と話を続けた。

「誕生日の祝宴以来、またお目にかかる機会が遠くなりました。どうぞ、私からもよろしくお伝えください。いつでも、宮きゆう廷ていまでお出ましくださいと」

「……本気で仰おつしやってるの？」

「え？」

　ふっと、鈴の音ねのような声に陰かげりが混じる。ユーシスが戸惑っていると、クラリッサは正面からこちらに向き直り、きっぱりとした口調で言った。

「この際さいだからはっきり申し上げるわ。ユーシス様は、祝宴にキリアン様を招待なさらなかったではありませんの。ですから、婚約者のわたくしも出席をご遠えん慮りよしたんですわ。結果的にキリアン様は勝手に宮中へ押しかけ、わたくしは蚊か帳やの外。あまり愉ゆ快かいな思い出ではないわ」

「これは……まいったな……」

「お心にもないお言葉を、戯たわむれに口になさらないで。キリアン様は、そういうのを一番嫌います。わたくしだって、それで嫌みを言われるのは御ご免めんこうむりたいわ」

「…………」

　内心、ユーシスはひどく驚いていた。

　まさか、深しん窓そうのご令嬢に直球で文もん句くを言われるとは思わなかったのだ。クラリッサは幼い頃から気性の激はげしいところがあったが、その言動はあくまでお嬢様の域を出なかったので「可か愛わいいものだ」と見くびっていた。しかし、目の前で毅き然ぜんと背を伸ばす美少女は、どうやら自分が知っていた彼女とは違うらしい。

「手て厳きびしいお言葉ですが、貴女あなたの言うことはもっともだ。真しん摯しに受け止めましょう」

　ユーシスは微笑み、右手を胸に当てて誓ちかいを表した。

「どうかお許しを、クラリッサ殿。私は、ただ兄上と仲良くする術すべを知らぬだけなのです」

「ユーシス様……」

「正直に言いましょう。物心ついた頃から、兄上は私にとって恐怖の対象でした。彼は生まれつき魔力を備え、意に染まぬ者はその力でことごとく傷つけた。無む論ろん、弟の私とて例外ではありません。兄上の怒いかりを買い、目に見えぬ者に背中から突き飛ばされたり、何もないところで転ばされたりして、怪け我がをするのはしょっちゅうでした」

「それは……わたくしも存じ上げておりますけれど……」

「わかっております。兄上も、子どもの頃は無自覚だったのです。己の魔力を制せい御ぎよする術を知らず、そのせいで母上や父上までも彼を怖おそれた。それは、大いなる不幸でした」

「ええ、そうでしたわね」

　憂うれいたっぷりに目を伏ふせると、明らかにクラリッサの態度が軟なん化かする。噓うそを言っているわけではないのだから、当たり前だった。ユーシスはキリアンより二年遅れて生まれたが、待ち望まれていた「王族の証あかしたる」金髪の美しい赤子だったため、それはもう溺でき愛あいされて育った。しかし、そのせいで王宮で孤こ立りつしていたキリアンの不ふ興きようを買ったのは否いなめない。

（あの人には、兄らしいことなど何一つしてもらった覚えはない。いつも私を睨にらみつけ、話しかけても無視を通した。それでも遊んでほしくて付きまとう私に、あの人は何度ひどい仕打ちをしただろう。あんな人は兄ではない。あんな……情もなく、傲ごう慢まんで残ざん酷こくで黒の魔族に通ずる魔力を有する王など、貴族も国民も認めるわけがない）

　それでも、キリアンが第一王子である以上、王位を継つぐ順位は自分より上なのだ。ユーシスには、それがどうしても納なつ得とくいかなかった。幼くして王宮を出された王子に、貴族たちを束たばねて王家への忠ちゆう誠せいを誓わせ、国を繁はん栄えいに導くことなどできるはずがない。

（だから、今のうちに何とかせねば。兄上は来年成人する。そうなったら七星城を引き払い、王宮へ戻って王になるための教育を受けるのが慣ならわしだ。その前に……）

　知らず、右の拳こぶしに不要な力が入った。ユーシスはクラリッサに悟られぬようひっそり息をつき、冷静になれと己へ言い聞かせる。

　キリアンのことを考えると、いつもこうだった。彼がのうのうと生きている限り、どれだけ周囲からちやほやされ、国王の愛めで子と称たたえられようと自分は満たされない。しかも、表面上は忌み嫌っている風の王妃でさえ、心の中では常にキリアンを案じているのだ。

（母上の側そばに付き添そい、ずっと支えてきたのは私なのに。黒髪の王子を産んだことで父上に不ふ貞ていを疑われ、母上はどれほど辛く苦しい思いをされただろう。その傷を癒いやして差し上げられるのは兄上などではない、私だけだ。それなのに……）

　沈ちん黙もくを重ねるユーシスに、クラリッサが戸惑いを見せ始めた。いけない、と我に返り、急いで微笑を取り繕つくろう。彼女に不ふ穏おんな気配を悟られたら、キリアンにまでバレてしまう。

「お出かけのところ、不ふ快かいなお話でお引き止めしてしまいました」

「いえ……わたくしこそ、失礼なことを申し上げましたわ。お許しくださいませ」

「貴女は優しいね、クラリッサ」

「え……」

「ああ、これは失礼。つい、嬉うれしくて昔のように呼び捨てにしてしまいました。私たちは幼馴染み。貴女と兄上と三人で、城の庭園に花か壇だんを作りましたね。あの時は珍しく兄上も上機嫌で、私にとっては唯一の良き思い出です」

「そうですわね、覚えていますわ」

　クラリッサは懐かしそうに微笑み返し、屋敷から出て行った。普通の男なら一ひと目めで心奪うばわれるであろう華か麗れいな装よそおいは、彼女に何の興味も示さない男のためだ。後ろ姿を見送りながら、ユーシスは強きよう烈れつな疎そ外がい感かんを胸に抱いた。

　実は、先ほどの思い出話には続きがある。

　庭にわ師しに指導を受けて花壇を作った際、クラリッサは王家を象しよう徴ちようする百ゆ合りの球根を植えた。毎日世話をすれば夏には見事な白百合が咲きますよ、と庭師に言われ、目を輝かせて「頑がん張ばってお世話するわ」と張り切る彼女は非常に愛らしかった。

　だが、悲ひ劇げきは次の日に起きた。翌朝、水をあげようと誘い合い、ユーシスとクラリッサは花壇へ急いだのだが、すでに百合は花か弁べんを広げ、花壇に咲き乱れていたのだ。

　それは、キリアンの仕し業わざだった。何を思ったのか、彼は後からこっそり魔力を使って球根を残らず成長させてしまったらしい。まだ風の冷たい季節だったせいで咲き綻んだ百合の花はあっという間に萎しおれていき、三日ともたずに枯かれてしまった。

　あの時、クラリッサは大泣きをしたことを忘れてしまったのだろうか。

　決して謝ろうとしなかったキリアンと、懸けん命めいになって彼女を慰なぐさめたユーシス。

　そのことを、もう思い出しもしないのだろうか。

「おお、ユーシス殿下。お呼びいただければ馳はせ参さんじましたのに」

「グレウス公爵……」

　不ふ意いに、聞き慣れた男の声が自分を現実へ呼び戻した。ユーシスはホッとし、クラリッサの父であり、エミール国きっての大貴族バルディ家当主のグレウスと握あく手しゆを交わす。そう、私し怨えんに惑まどわされている場合ではない。これからキリアンへ行おうとしていることは、個人的な感情ではなく、国の将来を憂うれえての苦く渋じゆうの決断だ。

　そのことは、グレウスが誰より一番よくわかってくれている。

「いかがなさいましたかな。王子自ら、我が屋敷へお訪ねくださるとは。時に、娘にはお会いになりましたか。あやつ、ユーシス様がお見えになると言うのに〝用事がある〟の一点張りで、どうにも我わが儘ままで手が付けられません」

「クラリッサ殿には、先ほどご挨拶しました。彼女は、見かけるたびに美しくなる。私など、もう眼中にも入れてもらえませんよ」

「宮廷中の花を虜とりこにしている貴方様が、何を仰います。名だたる貴族の娘は皆、ユーシス様の御姿を絵師にこっそり描かせ、部屋に飾るのが流行と聞いておりますぞ」

　ははは、と明るく笑う声が、ユーシスには白々しく響ひびく。そんな戯たわ言ごとを聞きに来たわけではないことは、彼も先せん刻こく承しよう知ちだろう。そうでなくて、ろくに供もつけずに王族が外出などはしない。どこから秘ひ密みつが漏もれるかわかったものではないので、極力人払いをしているのだ。

「私のことより、グレウス公爵こそ再婚はなさらないのですか？　クラリッサ殿が嫁いだら、さぞや淋さみしくおなりでしょう。清せい廉れんなお人柄と評判の貴方は、愛人もお作りにならないし」

「妻がクラリッサを産んで亡なくなり、私の愛は終わりを告げました。今更、後のち添ぞえをもらうのは面めん倒どうです。……いや、これは余計なことを申しましたな。どうぞ、奥へおいでください。すぐに、何か飲み物を持ってこさせましょう」

「……ええ」

　体てい裁さいを取り繕うための会話でしかなかったが、気のせいかグレウスの表情は一瞬翳かげったようだ。これまでも何度となく周りから再婚の勧めがあったと聞くが、彼はまるきり興味を示さなかったと言う。しかし、ちらりと見せた様子では何か理由がありそうだ。

「グレウス公爵、実は本日伺ったのはご相談があるからなのです」

「相談？　これはまた責任重大ですな。不ふ肖しようグレウス・バルディ、ユーシス様のお役に立てるとあらば喜んで働きましょう。ささ、それではどうぞこちらへ。ちょうど良い、私もユーシス様にご紹介したい男がいるのですよ」

「紹介したい男……？」

「東とう方ほうより旅してきた異国の者です。いろいろ、珍しいお話もお聞かせできるかと」

「…………」

　思わせぶりな言葉に、その意味するところが人前で口にできぬ内容だと察する。サッと顔に緊きん張ちようを浮かべたユーシスとは対照的に、グレウスは穏おだやかな笑みを満面に湛たたえて手を叩たたいた。

「ただいま、召めし使つかいに案内させましょう。ご相談とやらも、そこでゆっくりと」

「ああ……すまない」

　反響する音が止やまないうちに、どこからか二人の召使が現れる。よく似た顔立ちの彼らは王族のユーシスに向かって一礼すると、無言のまま別室へ案内しようと歩き出した。

「東方から旅してきた男……か」

　それは、秘ひ密みつ裡りに進めている危険な計画に役立つ人材なのだろうか。

　いつの間にか、すっかり主導権はグレウスに握にぎられてしまっているようだそんな一いち抹まつの不安を覚えつつ、ユーシスは最さい奥おうの部屋へと向かっていった。
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　城の外が、何やら騒がしい。どうやら、誰かが言い争っているようだ。

　ジュールと一緒に地ち下か牢ろうで犬の治ち療りようをしていたレティシアは、仕方がないと腰を上げた。城にはもう一人、マハという使用人の青年がいるが、彼はもっぱら城の奥深くにこもり、蔵書の整理やキリアンに命じられるまま怪あやしげな薬品を調合していたりする（何を隠そう、犬の手当てに使用した薬も彼が作ったものだ）。そんなわけで滅めつ多たに表へ出てこないので、日常の細々した雑用はレティシア、レオン、ジュールの三人で分ぶん担たんせねばならなかった。

「二人とも、一体何をしているの」

　裏口から声のする方向へ向かったレティシアは、目に入った光景に呆れ顔になる。クラリッサとレオンが、互いに一歩も引かない様子で睨み合っていたからだ。

「もう嫌！　こんな野や蛮ばん人じん、同じ空気を吸うのも嫌ですわ！」

「こっちこそ、甘ったるい薔薇の匂いをぷんぷん撒まき散らかされて迷惑だね。生あい憎にくと、ここには立派な薔薇園があるんだ。紛まがい物の香料なんか、気分が悪くなるだけじゃねぇか」

「別に、貴方のためにつけてきたんじゃなくてよ！」

「はいはい。婚約者の王子様のためだろ。めかしこんでも相手にされないもんで、匂いで釣つろうって魂こん胆たんか。けど、肝かん心じんのお相手は城から出てきやしねぇなぁ、可か哀わい想そうに」

「まあぁぁぁ」

「レオン、何てこと言うの！」

　かつて経験のない暴ぼう言げんを浴びせられ、クラリッサは怒りで蒼そう白はくになっている。レティシアは急いで二人の間に割り込むと、彼女を庇かばうようにしてレオンと対たい峙じした。

「いくら何でも言葉が過ぎるよ。一体、どうしてあんなひどいことを言うの！」

「いや、だってこいつが……」

「レオンらしくもない。いつも女の子には優しいのに」

「…………」

　きつく咎とがめると、たちまち決まりが悪そうに横を向く。実際、こんなレオンを見るのは初めてだった。基本的に人当たりが良く、女性の扱あつかいにも長たけている彼は滅多なことで感情的になったりはしない。逆を言えばクラリッサがそれだけ神経を逆さか撫なでしたのだろうが、何と言っても相手は大貴族のお姫様であり、主人のキリアンの来客だ。

「わたくし、こんな侮ぶ辱じよくは初めてよ。氏うじ素す性じようも知れない男に、ここまで無礼な真ま似ねをされるなんて。レティシア、即そつ刻こくこの者を城から追い出してちょうだい。今すぐに！」

「待って、クラリッサ。彼のことは私が謝る。レオンは、本当は優しい人なんだ。きっと、何か行き違いが……」

「聞きたくなくてよ！」
















　ビシッと言い訳を拒み、クラリッサは燃える瞳でレオンをまた睨みつけた。箱入りの令嬢の割に肝きもが据すわっており、幾つも年上の男性を相手にしても少しも怯ひるんだ様子は見せない。これにはレオンも少々たじろいだが、負けるかとばかりに睨み返してきた。埒らちが明かないと思ったレティシアは、今度はくるりとクラリッサに向き直る。そうして彼女の視線をレオンから遮さえぎると、真剣な眼まな差ざしで詰め寄った。

「クラリッサ……」

「な、何かしら。あの男を庇うつもりなら……」

「氏素性が知れないのは、私も同じなんだ。私は苗みよう字じもない。レティシアという名前も、レオンが私を拾った時に産うぶ着ぎに縫ぬい付けてあっただけで、本当に親が付けたのかはわからない」

「…………」

「でもね、私は貴女が好きだよ。優しくて綺麗で、あのキリアンを前にしても怖がらない。貴族のお姫様なのに、凄すごいと思うんだ。私がそう思うのは、不ふ愉ゆ快かいかな……？」

「え、そ、それは……」

　真まっ直すぐ灰褐色の瞳を見み据すえ、レティシアは真摯に訴うつたえる。クラリッサの顔がみるみる朱しゆに染まり、彼女は怒ったような表情でとうとう目を逸らした。

「生憎だけれど、わたくしを懐かい柔じゆうしようとしても無む駄だよ」

「そうじゃないよ。さっき、貴女は〝氏素性も知れない男に〟と言っていただろう？　私のこともそんな風に見ていたら悲しいな、と思って」

「……貴女は……」

「え？」

「レティシアは別よ。そうでなければ、使用人に呼び捨てなど許すものですか」

　憮ぶ然ぜんとした口調で答えた直後、彼女はキッとまなじりを上げて先を続ける。

「でも、あの男は許しません。わたくしに向かって何て言ったか御存ぞん知じ？」

「いや……聞いてなかったけど……」

「〝その頭に爆ばく弾だんでも仕込んできたのか〟って、そう言ったのよ！」

「え……」

　口にするのも耐たえられない、と嫌悪も露あらわに顔を歪ゆがめ、クラリッサは声を荒あらげた。レティシアは呆あつ気けに取られ、本当かとレオンに目で問いかける。素知らぬ振りでよそを向く彼に、どうやら事実らしいと溜ため息が出た。

　確かに、今日のクラリッサは髪を膨らませて結い上げている。けれど、爆弾と言うほど大おお袈げ裟さではないし、金髪に絡からめた白サテンのリボンはとても可愛らしかった。軽かる口くちの得意なレオンならいくらでもお世辞が出てきそうなのに、わざわざ嫌みを言うなんてどうかしている。

「クラリッサの出迎えを、レオンに頼んだのが間違いだったね」

　気の毒に、とレティシアが同情を表すと、少しは気が済んだのか彼女は再びこちらへ視線を戻した。挑戦的な瞳に捕とらえられ、今度は何かと身構える。すると、クラリッサは艶やかな桃もも色いろの唇を動かし「貴女は？」と尋たずねてきた。

「わ、私……？」

「ええ、そう。レティシアは、今日のわたくしの装いをどう思って？」

「え……それは……とても綺麗だと……」

「ドレスは似合っているかしら。この色はどうお思い？」

「素す敵てきだよ。よく似合っているし、少し大人っぽい。これならキリアンも……」

　途中まで言いかけて、不意に言葉に詰まってしまう。これならキリアンも喜ぶ、そう言ってあげたかったのに、どうしてなのか上手く声が出なかった。レティシアは焦あせり、クラリッサに不ふ審しんがられないよう懸命に笑顔でごまかそうとする。その間に調子が戻るかと期待したが、一度詰まってしまった言葉はそこから出てこようとはしなかった。

「レティシア、どうかして？」

「う、ううん……何でも」

　怪け訝げんそうに顔色を窺うかがい、クラリッサが声をかける。彼女にとってはキリアンの感想よりもレティシアの評価が大事だったのか、幸い先のセリフは追及してこなかった。

「おい、大丈夫か？」

　とにかく城内へ、とクラリッサを促うながし、歩き出した背中へレオンが小さく尋ねてくる。

「大丈夫って何が？」

「ばっか、おまえ鏡を見てみろ。表情筋きんが突っ張って、笑顔が怖くなってるぞ」

「えっ」

「噓だけど」

　真に受けて顔色を変えたレティシアに、レオンが悪いた戯ずらっぽくニヤリと笑った。くだらない冗じよう談だんのお陰でやっと自然な笑みが浮かび、レティシアは小さく息をつく。キリアンとクラリッサが婚約者同士で、いずれはこの国の王と王妃になるのだと頭ではわかっているのに、どうして言葉に躓つまずいたりしたんだろうと不思議でならなかった。

「これはクラリッサ様。お出迎えが遅くなり、大変失礼いたしました！」

「あら、ジュールちゃん。なぁに、何だか臭におうわ。嫌ね、あまり近づかないで」

「す、すみませんっ。ただいま、屋敷には犬がおりまして……」

「犬ですって？　まぁ、驚いたわ。キリアン様に、動物を愛めでるお心があったなんて！」

「はぁ……まぁ……」

　地下から急いで出てきたジュールが、苦笑いを押し隠しつつクラリッサを貴き賓ひん室しつまで案内していく。キリアンの魔力か、あるいは体力が消しよう耗もうしているのか、犬はずっととろんとした目でおとなしくしていたようだ。

「じゃあね、レオン。私はキリアンを呼んでこなくちゃ。あいつ、催さい促そくしないとクラリッサが来ていても顔さえ出さないんだから」

「あ、レティシア。ちょっと待て」

　走って行きかけたレティシアの右手を、素早くレオンが摑つかんで引き止めた。肩越しに振り返ると、先刻までとは打って変わって真ま面じ目めな顔つきになっている。何だろう、と戸惑っていると、彼はそっと耳元へ唇を寄せてきた。

「この先、あのお嬢さんをあんまりキリアンに近づけるな」

「何、言ってるの？　彼女はキリアンの婚約者だよ？」

「俺が、毎晩街に繰くり出して酒場を飲み歩いていたのは知っているだろう？　案外、ああいう場所には拾いもんの情報がある。特に、俺たちと同じ稼か業ぎようの人間は匂いでわかるからな」

「まさか、そのために……」

　驚いて問いかけると、ふてぶてしい笑みが返ってくる。正確には「以前の稼業」だが、覚かく悟ごを決めたレティシアはともかく、レオンの方は完全に足を洗う気なのかどうか確認したことはなかった。昨晩の刺し客かくといい、そろそろ新しい動きが出てくる頃だとは思ったが、レオンは七星城へ来た直後からすでに情報収集に努つとめていたのだろう。

「ごめん、レオン。私は普通の暮らしに浮かれて、すっかり気を抜いていた」

「そりゃしょうがない。おまえは、まだ十六の小娘なんだぞ。それなのに、年とし相そう応おうの暮らしなんか一度も味わったことがないんだ。多少は浮かれてたって無理はないさ」

「でも、普通の生活がしたくてここへ来たんじゃない。キリアンを守るためだ。一番大事な目的を忘れていたよ。ごめん……本当に」

　反省して項うな垂だれるレティシアの頭を、優しい手が撫でていく。そう、今は落ち込んでいる場合ではなかった。レオンが入手した情報を確認し、何故クラリッサの名前が出て来たのか知る必要がある。

「それで……何がわかったの？　どうしてクラリッサを近づけてはいけないんだ？」

「彼女はバルディ家の令嬢だったな。父親は四強貴族の一人、グレウス公爵だ」

「うん、そう聞いているけど」

「俺たちが属ぞくしていた暗殺組織は、おまえも知っての通り古くは王家直属だった。王族に仇あだ為なす政敵や邪じや魔ま者ものを亡き者にするため、宮中で極秘に結成されたのが始まりだ。混乱の世が終わりを告げ、平和な時代が訪れてからは組織も解体され、その一部のみが綿めん々めんと血ち生なま臭ぐさい事件に関わりながら存そん続ぞくをしていると聞いている」

「うん……？」

「かつて、王家にとって不利益な存在を闇やみに葬ほうむるのは──バルディ家の仕事だったそうだ」

「……まさか……」

　言わんとするところを察し、レティシアに緊張が走った。肯こう定ていするようにレオンが頷き、クラリッサとジュールの去った方向へ憂ゆう鬱うつそうに視線を送る。

「恐らく、今も組織を率いているのはバルディ家だ。要するに、あのお嬢さんの父親ってことだ。キリアンは、婚約者の父親から命を狙ねらわれているんだよ」

「でも、それじゃ弟王子のユーシスは？　彼も、絶対に暗殺計画に関わっているはずだ。誕生を祝う舞踏会で、あれだけ大量の刺客が城へ手引きもなしに入れるわけがない。刺客に襲おそわれている私とキリアンを、あの王子は何もせずに黙って見ていたんだ！」

「落ち着け、レティシア。多分、あの二人はグルだ。世間知らずの王子様が、次期王位継承者の暗殺なんて大それた企たくらみを一人でこなせるわけがない」

「…………」

　そんな、と思わず息を吞のんだ。しかし、一人二人の殺し屋を雇やとうならまだしも、動かすのが組織となれば話は大きくなる。グレウス公爵のような権力と地位を持った人物がユーシスの後ろ盾だてとなり──あるいはそそのかして──力を貸すと言ってきたら？　忌み子の王子より、自分の方が王に相応ふさわしいとユーシスが野望を抱いていたら？

「でも、それなら……クラリッサはどうなるの？　父親が王子暗殺に加か担たんだなんて、もし発覚すればいくら大貴族でもただでは済まない。彼女の人生だって、大きく変わってしまう」

「だが、ここで阻そ止ししなかったらキリアンは死ぬぞ」

　厳しい現実を指し摘てきされ、再びレティシアは絶ぜつ句くした。

　キリアンには、強大な魔力とイヴァという魔ま剣けんがある。そう簡単にやられはしないだろう。だが、刺客は次々と休みなく彼を襲い、あらゆる手段を講じてくるに違いない。特にキリアンが王宮へ戻るまでの一年は、どんどん激化していくのは目に見えていた。警けい備びもなく、小島に建てられた辺へん鄙ぴな城にいる間に殺してしまえば、後で何とでも死因はでっち上げられる。

　だからこそ、彼の側にいようと決めた。

　いつ危険が及ぶとも知れない場所に、キリアン一人を置いてはいけない。たとえ彼の方は望んでいなくても、そんな想いがレティシアを七星城へ引き止めた。

『おまえを、そこまでさせる原動力は何なんだ？』

　不意に、昨夜レオンから問われた言葉を思い出す。結局答えは出なかったが、同情ではないときっぱり否定され、レティシアは混乱したままだった。胸の奥から湧わき起こる情熱が一体何を土ど壌じように生まれたものなのか、キリアンが戯れに触れてくる指をどうして拒めないのか、いくら考えてもわからないまま燻くすぶり続けている。

「レオン、私はどうすればいい？　何か手伝えることはある？」

「まぁ、まだ憶測の域は出ていない。まずは証しよう拠こを固めないと、こっちも動けないしな。いいか、レティシア。クラリッサのことを思うなら、できるだけキリアンとは引き離すべきだ。もし俺たちの予想が正しければ、彼女とキリアンは結婚どころじゃなくなる」

「でもクラリッサは、とても気位が高いんだ。他人の思おも惑わく通りに動くお人形さんじゃない。嫌々通ってきているようだけど、そんなにキリアンを嫌ってはいないと思うし。闇やみ雲くもに来るなと言うだけでは、きっと耳を貸してくれないよ。……あ」

「何だよ？」

「レオン、もしかしてさっきのはわざと？　クラリッサを怒らせようとして？」

「そんなわけあるか。俺は、初対面の時からあの御嬢さんが苦手なんだよ。女なら大たい概がいのタイプは許容範囲だが、あれはダメだね。偉えらそうで高こう慢まんちきで、ハナから人を見下しやがって。ゴテゴテ飾りたてるしか能がないくせに、何であんなに威い張ばりくさってんだか」

「…………」

　待ってましたとばかりに悪あく態たいをつくレオンに、レティシアは却かえって噓くささを感じていた。

　レオンが下げ男なんとして七星城で働くようになった頃、訪れたクラリッサに卑ひ猥わいな冗談を言ったとかでひと悶もん着ちやくあったのは事実だ。それ以来の対立が尾を引いて、先ほどの睨み合いになったのは想像に容易たやすい。だが、レオンはそもそも滅多に怒らない。仮にクラリッサが貴族の身分を笠かさに着て無礼な振る舞いをしたとしても、あっさりかわして相手にしないのが普通だ。

（多分、口で言うほど嫌ってはいないんだと思うけど……）

　これ以上追求しても、きっと本音は見せないだろう。気にはなるが、それよりも優先して考えるべきことがある。グレウス公爵とユーシスが繫つながり、キリアン暗殺を企くわだてているという証拠を集めなくては話にならなかった。できるだけクラリッサの傷が深くならないよう、善ぜん後ご策さくを立てる必要もある。

（でも、何だか嫌だな。彼女に〝キリアンへ会いに来ない方がいい〟なんて、どんな顔で伝えればいいんだ。大体、従者である私の立場から言えることでもないし……困ったな……）

「じゃ、俺は仕事があるから行くぞ。また後でな」

　内緒話は終わり、とばかりにレティシアから離れ、レオンが陽よう気きに裏庭の方へ去っていく。彼は最近、七星城で唯ただ一人の庭師である老人と意気投合し、薔薇の世話をあれこれ教わっているのだ。初代の女城主は薔薇好きでそれは見事な薔薇園を敷しき地ちに造らせたが、広大な面積にありとあらゆる品種が今も咲き乱れるのは、ひとえに腕の良い庭師の賜たま物ものだった。

「いけない、私もキリアンを呼びに行くんだった」

　物もの憂うい種は幾つもあるが、今は従者として務めを果たすのが先だ。

　レティシアは複雑な想いを抱いたまま、急いで城の中へと駆け戻っていった。





[image: ]






　それから数日は、大きな異変もなく過ぎていった。

　ジュールとレティシアが交互に世話をした甲か斐いがあり、ノクスと名付けられた黒犬の傷は順調に回復して、レオンが調達してきた動物用の檻おり内ないを歩き回れるまでになった。

「あとは、ご飯を食べてくれれば安心なんですが……」

「そうだね。今日で五日目だ。そろそろ限界だと思うんだけど……」

　檻の前で顔を見合わせ、二人は同時に溜め息をつく。

　一いつ朝ちよう一いつ夕せきで懐なつくとは思っていなかったが、ノクスは頑がんとして出された水や食事には口をつけなかった。空腹でないはずがないのに、毒を盛もられていると信じ込んでいるかの如ごとく強ごう情じようを張り続けている。治療の時だけはおとなしく触らせるが、それもこちらが油ゆ断だんするとすぐ逃げ出そうとするところを見ると、脱走の機会を窺っているだけなのかもしれない。

「困りましたね。まず体力をつけてくれないと、躾しつけ以前の問題ですし。信頼関係を築くには、僕たちの出したご飯を食べてくれるのが歩み寄りの第一歩です」

「いろいろ工夫しているのにね。肉だって鳥から牛まで揃えているし、下へ手たをしたら人間よりも良いものを作っているんだけど……こればかりは、魔力でどうにかしても意味がないし」

「そもそも、懐かせるだけじゃダメなんです。キリアン様に絶対服ふく従じゆうさせないと」

　こちらが弱り果てているのをよそに、ノクスは檻の隅すみでうたた寝の真っ最中だ。そろそろレティシアたちも、午後の仕事に戻らねばならない時刻だった。

　猶ゆう予よはたった一ヶ月。少しの時間も無駄にはできない。二人は手が空あけばマメに様子を見にいくのだが、檻に近づいても無視するか唸うなるかで親しくなるどころではなかった。

「貴様たち、姿が見えないと思ったらこんなところでサボりとはな」

「キ、キリアン様！」

　不意に檻まで影かげが差し、ジュールが慌てて居い住ずまいを正す。てっきり城内で読書中かと思っていたキリアンが、いつの間にか姿を見せていた。

「ジュール、いい加減諦あきらめたらどうだ。その犬は、おまえがどんなに尽つくそうが決して心を許したりはしないぞ。ここで餓が死しさせるくらいなら、もっと楽な方法で死なせてやれ」

「は……いえ、あの……」

「おまえは情けのつもりでも、余計な苦しみを与えているだけかもしれないぞ」

「…………」

　秋晴れの陽光の下、不似合いな黒の服を纏ったキリアンは、まるで不吉な預言者のようだ。ノクスの檻は彼の目に触れないよう裏庭の隅に置いたのだが、本人が直々に出向いてくるとは思わなかった。

「キリアン、ジュールを苛いじめるな。おまえは二言目にはすぐ死を口にする。良くないぞ」

「何だ？　それが暗殺を生なり業わいとしていた人間の言う言葉か？」

　思わずレティシアが抗こう議ぎすると、矛ほこ先さきがこちらに向けられる。容よう赦しやのない氷の視線は、何度味わっても慣れるのは難しかった。

「私のことは好きなように毒づけばいい。でも、ジュールは寝る間も惜おしんでノクスの面倒を見ているんだ。その気持ちは尊とうとい。無駄だと横よこ槍やりを入れるなら、せめて黙っていてくれ」

「使用人が偉そうに。俺は真実を言っているだけだ。その犬にとって何が幸福か、もう一度考えてみるんだな。人間の自己満足に利用され、死を先延のばしにされるなど哀あわれでしかない」

「そう言うおまえだって、本当はノクスが心配なくせに！」

「何……」

　頭に来たレティシアは、ついムキになって言い返す。もし先日のジュールの言葉が真実なら、ノクスを本当に助けたのは自分たちではなくキリアンだ。それなのに、自ら救った命を粗そ末まつにしようとしているのが許せなかった。しょんぼりと俯うつむいていたジュールが慌てて顔を上げ、止めようとしたがもう止まらない。

「そうだよ、キリアンだってノクスに死んでほしくはないんだろう？　そうでなくて、どうして一ヶ月も猶予をくれたの？　僅わずかな希望があるなら、諦めたくないと思ったからじゃないのか？　魔力をもってすれば犬一匹くらい簡単に始し末まつできたのに、キリアンはそうしなかった。私に殺せとは言ったけど、自分で手を下そうとはしなかったじゃないか。あれは……」

「くだらない」

　侮ぶ蔑べつの色を瞳に浮かべ、キリアンはフイと横を向いた。

「おまえは、犬のために泣くほど苦悩していた。そういう人間に殺させた方が、余よ興きようとしては面白い。それだけのことで他意などない」

「キリアン……」

「考えてもみろ。第一王位継承者たる私が、自分の手を犬の血で汚けがすと思うのか？」

「…………」

　一瞬、頭に血が上った。

　考えるよりも先に身体からだが動き、レティシアはキリアンの頰ほおを平手で思い切り叩く。我に返った時には、呆ぼう然ぜんとこちらを見つめる漆しつ黒こくの瞳があるばかりだった。

「おまえ……」

　何があったのか、キリアンにもよく把は握あくできないらしい。だが、みるみる赤くなる左頰と燃えるような眼差しが、レティシア自身を混乱に突き落とした。

　自分は、キリアンを叩いてしまった。

　従者の立場を忘れて、怒りに任せて行動したのだ。この場で殺されても文句は言えない。

「レディ……」

　とんでもないことになったと、ジュールが蒼白の顔で震えている。ただならぬ空気にノクスが目を開き、のそりと起き上がった。檻の格子越しに視線を感じ、レティシアはしっかりしなくてはと自分へ言い聞かせる。実際、キリアンの手打ちに遭あうことは怖くなかった。間違ったことは言っていないし、叩いたのも後こう悔かいはしていない。

「ここに雷いかずちを召しよう喚かんし、おまえと犬を焼き殺すのは簡単だ」

　思いの外ほか、キリアンの声は冷静だった。だが、取りつく島のない冷ややかな口調は、深い怒りを感じさせる。やたらに声を荒げたりしない分、底知れない恐ろしさが漂ただよっていた。

「だが、それでは足らないな。レティシア、おまえを楽に殺すのは俺の本意ではない」

「どういう……意味……」

「そうだな……」

　しばし考えを巡めぐらせた後、彼はふと目にした庭園にほくそ笑んだ。

「今から明日の朝までに、おまえ一人で薔薇園の手入れをしろ。庭師には、夜明けまで小屋から出るなと申し伝えておく。これから冬に向けて、植物には様々な世話が必要だ。いいか、一人で全てやるのが条件だ。それが守れない場合は、夜明けと共におまえと犬を始末する」

「私……一人で……？」

「キリアン様！　それは無む茶ちやです！」

　悲鳴に近い声で、ジュールが抗議する。

　七星城の庭師は特別優ゆう秀しゆうで、人間離れした能力で薔薇園を一人で管理しているが、レティシアは薔薇に関してはまったくの無知だった。まして、夜明けまでに全ての薔薇の手入れを終わらせるなど無茶な注文だ。

「せめて、僕に手伝いを命じてください！　ノクスのことは、僕がお願いしたんです。レディだけが咎とがを受けるのは不公平です。キリアン様、お願いです！」

「私に手を上げた報むくいは、レティシア一人にとらせる。ジュール、おまえの出る幕ではない」

「ですが……っ」

「大丈夫だよ、ジュール。私のことなら、自分で何とかする。薔薇の世話はいつか覚えたいと思っていたところだし、できるだけは頑張ってみるから」

「レディ、でも……」

「心配しないで。それより、城の仕事は任せたよ？」

　これ以上食い下がれば、今度はジュールにも累るいが及ぶ。レティシアは覚悟を決め、努めて明るく条件を吞んだ。どちらにせよ、選択の余地などないのだ。途と方ほうもない仕事だと怖おじ気けづく気持ちを何とか奮ふるい立たせ、まずは手入れについての教えを請こいに行かねば、と思った。

「言っておくが、一輪でも萎れさせたらそこまでだ。いいな？」

「……わかった」

　頷くレティシアを、キリアンが試すように見つめる。

　負けるものか、と胸で呟くと、彼は聞こえていたかのように挑ちよう発はつ的てきに笑った。
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「……痛いたっ」

　指に刺ささった棘とげに眉をしかめ、レティシアは急いで腕を引く。

　もう何時間、こうして薔薇と格かく闘とうしているだろう。素す手ででは無理だ、と言って庭師は自分の使っている手袋を貸してくれたが、鋭するどい棘たちは易やす々やすと布を通して攻こう撃げきしてくる。お陰で、左右の指はすでに傷だらけだった。

「困ったな……もう手元がよく見えない……」

　暮れきった空に心は焦るが、慣れない作業なので一向に捗はかどらない。夏が終わり、盛りを過ぎた薔薇を剪せん定ていするのが与えられた仕事だったが、外芽と内芽を間違えて摘つみかけたり、枯れ枝と一緒にうっかり元気な枝を切ってしまったりで、冷や汗の連続だった。

「庭師のおじいさんが、丹たん精せい込めて育てている薔薇だもの。私が迂闊なことをしたら、申し訳がない。しっかりしなくちゃ……しっかり……」

　これは、キリアンのためでも罰ばつから逃げるためでもない。

　庭師が慈いつくしんでいる薔薇園の、少しでも役に立てるようにだ。

　そう自分へ言い聞かせなければ、痛みと疲ひ労ろうでつい世話が疎おろそかになりそうだった。午後早くに作業を始めてから、夕食はジュールが運んできてくれたサンドウィッチで手早く済ませ、それ以外はずっと同じ姿勢で薔薇と対峙している。そのため全身が強こわ張ばり、あちこちの関節が軋きしんで不快だった。そうやって夜明けまで一いつ睡すいもせずに頑張っても、半分も終わらせることができるか甚はなはだ心こころ許もとない。

「やっぱり、灯りが必要かな。おじいさんの小屋で、蠟ろう燭そくを借りてこようか」

　剪定用に鋏はさみを持つ手を止めて、レティシアは深ふか々ぶかと息をついた。両手はおろか頰や服にまで土や泥どろがこびりつき、傍はた目めにもかなり悲惨な様子になっているだろう。こんな姿を見たらキリアンが何と言うか、想像するだけで憂鬱だった。

「どうせ、みすぼらしい格好がお似合いだとか、ろくなことは言わないんだ。それも、うんと嬉しそうに笑いながら言うに決まってる。とにかく歪みまくっているんだから」

　十月に入り、陽ひが落ちると風もだいぶ冷気を孕はらむようになっている。冷え切った身体とは裏うら腹はらに、レティシアの額ひたいには汗が浮かんでいた。それを無む造ぞう作さに拭ぬぐいながら、憎にくらしいキリアンの顔を脳のう裏りに思い描く。

　頰を叩かれ、呆然としていた顔。

　すぐさま驚きは怒りに取って代わり、冷ややかにレティシアを睨みつけてきた。彼の意地悪な言動は今更だったが、自分を傷つけ貶おとしめるために放った言葉の数々は痛い。さながら薔薇の棘のように、一つ一つは小さくても重なることでじくじくと癒いえることがない。

「あんな男……」

　やり場のない憤いきどおりが、疲れたレティシアを負ふの感情に駆かり立てた。無理難題を突き付けて、夜明けになったら嬲なぶり殺しにでもする気だろうか。あんな男を守るために危険を冒してまで組織を裏切ったのかと思うと、何だか情けなくなってきた。

「……いや、そうじゃない。勘かん違ちがいしちゃダメだ」

　慌てて不毛な考えを振り落とし、レティシアはぎゅっと目を閉じる。

　後悔はしない、そう誓って生きてきた。

　キリアンがどんな人間であろうと、今ここにいるのは自分が選んだ道だ。彼は戯れに「俺を守れ」と言いはしたが、決して脅おどしたり強制してはこなかった。拒む権利はあったのに、請われたのが嬉しくて心を決めたのはレティシア自身だ。

　その理由を、レオンはしつこく問い質ただしてきた。彼を巻き込んでしまった以上、レティシアには答える義務がある。あれから事あるごとに考えてはいるが、まだ明確な答えは見つかっていなかった。ただ、こんなひどい目に遭わされ、命さえ手のひらで弄もてあそばれているような状態にあっても、キリアンが刺客に襲われていたらすぐさま自分は戦うだろう。理り屈くつではなく、心がそうしたいと言っている。それだけは、レティシアにもわかっている。

「レオンには、借りが増えていくばかりだな」

　静かに瞳を開くと、すでに薔薇園は薄闇の中だった。レティシアは立ち上がり、庭師に灯りを借りるため一時作業を中断する。ふと気づけば、手袋には点々と血の染みができていた。

「こんなのをレオンが見たら、またキリアンと喧けん嘩かする。良かった、留る守すにしていて」

　思わず、そう呟いてから苦笑を漏らす。

　二人の場合、どちらも本気なので喧嘩というよりは殺し合いだ。だが、幸いにも今日のレオンは城を留守にしていた。出入りの農家が野菜の代金をごまかしているのではと不信を抱き、朝から街まで調べに出ているのだ。夕食の時間にも戻らなかったところを見ると、そのまま例によって酒場へ繰り出しているのかもしれない。

「クラリッサの父親が黒幕……か。本当なら、やり切れないな」

　レオンの収集した情報が確かなら、敵を見つけ出して駆く逐ちくする、という単純さで話は終わらないかもしれない。確証がないのでキリアンにも話してはいないが、何らかの事情がわかり次第手を打つ必要があるだろう。

　証拠さえあれば──見渡す限りの薔薇を眺ながめ、レティシアは歯がゆく思う。そんなことを悩んでいても、朝までにこれらの手入れが終わらなければ自分の命が危うかった。組織にいた頃は始し終じゆう気を張り詰めてぴりぴりしていたのに、ずいぶん吞のん気きになったものだと我ながら呆れる。けれど、一方で今の自分をレティシアは嫌いではなかった。

　庭師は外へ出るのを禁じられ、薔薇園の隅に建てられた小屋に待機している。彼にも迷惑をかけてしまったと、そこだけは反省した。何の咎もないのに、素しろう人と同然の小娘に可愛がっていた薔薇を一晩託たくさねばならないのだ。それでも、彼はできる限りの知恵を授けてくれた。

「少し風が出てきたな……」

　夜風に薔薇が揺れる様さまに、レティシアは魅み入いられたように足を止める。

　無言のざわめき。波打つような、花々の揺らぎ。

　昼間なら色とりどりの花弁が目に楽しく、うっとりと見惚れていただろう。けれど、月明かりの下で浮かび上がる影は妖あやしく、その美しさも属する世界が違っているように見えた。

「サボっていたら、夜明けには間に合わないぞ」

「え……」

「何とかすると大おお見み得えを切った割には、早々に諦めたか。それとも、この世で見る名残なごりの薔薇に感かん傷しよう的てきにでもなっていたか？」

「キリアン……」

　誰もいなかったはずの空間に、低く甘やかな声が満ちていく。月光の中にポツンと黒い染みが生まれ、それはみる間に人型となってレティシアの前に現れた。予測もしていなかったキリアンの登場に、レティシアは動どう揺ようを見せまいとぐっと手に力を入れる。傷が痛んだが、そんなことに構ってはいられなかった。

「……何をしに来たの。また嫌みを言うため？」

「見学だ。マヌケな暗あん殺さつ姫ひめが、どれだけ己の愚ぐ行こうを悔くいているかと思ってな。おまけに、薔薇の手入れは半分も済んではいないようだ。もう少しマシな働きをするかと思ったが、庭仕事さえもろくにこなせないとは」

「薔薇は繊細な花だから、扱いは優しく丁てい寧ねいにっておじいさんが……」

「おじいさん？　庭師のことか？」

「今日一日、薔薇に触れないと知ってがっかりしていたよ。本当は言いつけも無視して小屋から出ようとしていたんだけど、私の命がかかっていると知ったら堪こらえてくれたんだ。だから、おじいさんの分までちゃんとやる。暗くて手元が怪しくなってきたから、灯りを取りに行こうと思っただけで……別にサボっていたわけじゃない」

　案の定、口を開けばろくなことは言わない。わかっていたことだが、レティシアは無む性しように腹がたった。自分を殺そうとしている相手に何かを期待するのは間違っているが、せめて黙っていることはできないのかと思う。

「灯りが必要か」

　怒りを含ふくんだレティシアの眼差しに、まったく無む頓とん着ちやくにキリアンが呟いた。こちらがどんな感情を持とうが、彼には関係ないのだろう。そう思うと、怒っているのもバカバカしくなってくる。だが、次の瞬間、思いもかけない光景が視界に広がった。

「う……そ……」

　ふわ、と光の球が宙ちゆうに浮かぶ。一つではなく、幾つも幾つも。

　それらは綿帽子のように頼りなげに漂いながら、咲き誇る薔薇に淡い光を注いでいく。

「…………」

　レティシアは、言葉を忘れてひたすら見惚れた。

　先刻までの闇が噓のように、薔薇園全体が柔らかな光に包まれる。優しい明るさは、月まで運ばれてしまったのかと錯さつ覚かくを覚えるほどだった。

　綺麗……と、自然に溜め息が出た。

　夜と月光が溶とけ合い、花弁に降りかかるように光の粒がきらきらと揺れている。幻想的な風景に目を奪われ、疲れも怒りも指の痛みも、何もかもが遠くなっていった。

「……何をグズグズしている」

「え？」

「灯りを与えてやったんだ。さっさと仕事に戻れ」

「…………」

　キリアンだけが、少しも変わらない傲慢さでそんなことを言う。だが、自らが生み出した光に浮かび上がる表情はいつもの半分も憎らしさが足りなかった。人を見下した目線もどこか棘がなく、冷ややかだった声こわ音ねには温度が滲にじんでいる。レティシアは不意におかしくなり、意識せず彼へ笑いかけてしまった。
















「ありがとう、キリアン。これで作業が続けられる」

「礼など不要だ。劣れつ悪あくな条件下では、勝負にならない。俺は、おまえが働けるようにしただけだ。夜明けに間に合わなければ、どのみち命を救ったりはしない」

「わかっているけど、まさか手を貸してくれるとは思わなかったから」

「だから、手を貸したわけではないと言っているだろうっ」

　珍しくキリアンが声を乱し、あからさまに反はん論ろんする。他人を小バカにした微笑や蔑さげすむような瞳ではなく、感謝されたことを真っ当に怒っているらしい。屈くつ折せつした彼が感情を素す直なおに表へ出すなど、滅多にあることではない。レティシアは呆気に取られ、何だかますますおかしくなってきてしまった。

「笑うな。おまえが笑うと不愉快だ」

　心底嫌そうな声で毒づき、キリアンはさっさと立ち去りかける。あ、とレティシアは声を出し、反はん射しや的てきに彼の腕を摑んで引き止めようとした。だが、すぐに己の行動に驚き、慌てて伸ばした右手を引っ込めようとする──が。

「その手はどうした？」

　素早く右手を摑まれ、キリアンが訊きいてきた。いけない、と思ったがすでに遅く、彼の視線は血の滲んだ手袋に留まっている。薔薇の棘だと答えれば、不器用な奴やつだと嘲あざ笑わらわれるかもしれない。せっかく温かな気持ちだったのに、そんな言葉は聞きたくなかった。

「答えろ、レティシア」

「な、何でもない。ちょっと血が出ただけで、大したことは……」

「ふん……？」

「だから、騒ぐような怪我じゃないから。それより早く離し……」

　皆まで言い終わらないうちに、乱暴に手袋が脱ぬがされる。否いや応おうもないキリアンの行動に、抗あらがう間もなく傷だらけの指が晒さらされた。

「嫌……っ」

　赤く腫はれ、あるいは血がこびりつき、あまりの醜みにくさにレティシアは羞しゆう恥ちに襲われる。脳裏にクラリッサの白く美しい指が浮かび、自分との違いに居たたまれなくなった。キリアンの知る少女の指は、もっと可憐で滑なめらかなはずだ。見られたくない、と思った。

「離して……」

　誰の声だろう、と困こん惑わくする。

　微かすかに震え、消え入りそうな語ご尾びは、いかにも頼りなく儚はかなかった。

「離して、キリアン。もういいだろう」

「こんな時でも、俺に指さし図ずする気か。呆れた女だ」

　キリアンが、手を取ったまま答えた。

　笑みを含んだ言葉は、薔薇を照らす光にも似た柔らかい響きをしていた。

「レティシア……」

「な、何……」

「生憎だが、俺には治ち癒ゆの魔力が備わっていない。物を破は壊かいし、生き物を死に至いたらしめることは容よう易いにできるが、再生し、癒す力は欠片かけらほどもない」

「…………」

「それこそが、俺の魔力が黒に属する証だ。白の魔族とは永遠に交われない」

「え……」

　どういう意味、と顔を上げたレティシアは、こちらを見つめるキリアンと目を合わせる。それは、白の魔族の末まつ裔えいだとイヴァに言われた自分への警告だろうか。

　皮ひ肉にくな色に染まった瞳からは真しん意いが窺えず、ただ苦い想いだけが伝わってくる。レティシアの胸はかつてないほど痛み、預けた指が小こ刻きざみに震え出した。交われない、という言葉がどんな運命を示し唆さするものなのか、想像するのも恐ろしい。

「だが……」

　ふっと、キリアンが目を逸らした。もどかしげな沈黙は、そのまま彼のためらいを表している。傷ついた指を隠す術もなく、レティシアは息を詰めて次の言葉を待った。

　時間が、静かに二人の間を流れていく。

　キリアンと繫がる指だけが、饒じよう舌ぜつに想いを溢あふれさせていた。

「──もう帰れ」

「え？」

「薔薇はもういい。俺の気が変わらないうちに、さっさと城へ帰れ」

「で、でも……」

　唐突に、キリアンが手を離す。レティシアは放り出されたような気分になり、すぐには反応できなかった。戸惑うレティシアを苛いらついた目で見返し、キリアンは物も言わずに再び抱き寄せる。今度はしっかりと背中に腕が回され、息が止まるほど強く抱き締められた。

「……帰れ……」

　レティシアの肩越しに、キリアンの苦しげな声が聞こえる。

　言葉とは裏腹に、重なり合う鼓こ動どうは同じ速さで互いの胸を叩き続けていた。
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　薔ば薇ら園えんの一件があってから、一つ良い変化があった。

　キリアンの機き嫌げん次第では、夜明けと共に殺されていたのはレティシアだけではなく、ノクスも一緒の運命をたどるはずだった。ところが、奇き跡せき的てきに難なんを逃のがれたことがわかったのか、翌日からノクスは出された食事を食べるようになったのだ。

「食べるってことは、生きようと決めたってことですよね」

「うん、そう思う。ノクスは、私やジュールが敵じゃないとわかったんだよ」

「レディのお陰かげです」

　ノクスの檻おりの前で顔を見合わせて、珍しくジュールが子どもらしい笑顔を見せる。よほど嬉うれしかったのか大人びた表情は影かげを潜ひそめ、彼は感謝の気持ちを全身で表していた。

「僕、本当は覚かく悟ごしていたんです。昨夜、レディのところへ夕食を運んだ時、もう絶対に夜明けには間に合わないと思いました。レディは泥どろだらけになって一生懸命作業していたけど、物理的に不可能だと。……でも、もしレディとノクスが殺されてしまうなら、僕も一緒に死のうと思っていました」

「ジュール、そんなこと言っちゃダメだよ。ジュールがいなくなったら、七しち星せい城じようでキリアンの世話をできる者はいなくなる。それだけ大事な存在なんだから」

「城で働く人間は、全員が等しく大事な存在ですよ、レディ」

「それは……ごめん、その通りだね」

　あっという間にいつものジュールに戻り、聡さとい口調でやりこめられる。レティシアは苦笑いをし、城主は最低でも従じゆう者しやは最高だな、と改めてジュールを尊そん敬けいした。

「話を戻しますが」

「え？　ああ、うん」

　気のせいか、ジュールもくすりと苦笑したようだ。今まで彼からは説教ばかりされてきたので、こんな風に気安い空気が生まれたのはとても嬉しい。大変な一夜だったが、ノクスのことを含ふくめて乗り越えた甲か斐いはあったのだとしみじみ思った。

「レディは無自覚でしょうが、すでに幾度となく奇跡を起こしていますよ」

「わ、私が？」

「ええ。キリアン様の気を変えさせるなんて、長年お仕つかえした僕でも不可能でしょう。だけど、レディは違います。そもそもが、キリアン様にとってはイレギュラーな存在なのだし」

「イレギュラー……」

　レティシアには、まったくそんな意識はない。戸と惑まどう様子にジュールは「鈍にぶい人だなぁ」と溜ため息をつき、ややわかりやすく言い直した。

「レディは、キリアン様にとって特別なんです。その証しよう拠こに、あの方が刺し客かくを殺さなかったのも、あまつさえ使用人に召し抱えたのも、何もかも初めてなんですから」

「それは、レオンも同じだけど……」

「レオンさんは……まぁ、本人が聞いたら怒るでしょうが……オマケみたいなものです。とにかく、キリアン様は再びレディを助けた。しかも、御自分が決めた内容を違たがえてまで。何な故ぜだかわかりますか？　死なせたくないんですよ、貴女あなたを」

「…………」

　ジュールは淡たん々たんと事実を述のべているつもりらしい。だが、聞いているレティシアは驚くやら気恥はずかしいやらで居たたまれなかった。特別、という響ひびきに昨夜の抱ほう擁ようを思い出し、みるみる顔が赤くなる。

『……帰れ……』

　突き放すような言葉とは逆に、甘い微び熱ねつを宿した声。

　キリアンの鼓こ動どう、体温、抱き締しめる腕うでの強さ──それらは、鮮あざやかに感覚に刻きざまれている。時間がたっても消えるどころか、思い返すたびにより鮮せん明めいになっていくばかりだ。

「おや、ノクス。残さず食べたのか、偉えらいね」

　ジュールの声に、レティシアはハッと我に返った。食事を終えたノクスが、べろりと野性味たっぷりに口の周りを舐なめている。どうやら味もお気に召したのか、しごく満足げな顔だ。そのまま彼はのそりと近づくと、檻の中からレティシアをジッと見つめてきた。

「ほら、ノクスもわかっているんですよ。自分のために、レディが頑がん張ばってくれたって」

「ううん、そんな立派なものじゃないんだよ。第一、薔薇園のことは自じ業ごう自じ得とくだもの。私がカッとなってキリアンを叩たたいたりしなければ、ジュールを泣かせることもなかったし」

「ぼっ、僕は泣いたりしていませんよ！」

「あ、そうだね。ごめん」

　心外な、と言わんばかりに抗こう議ぎされ、レティシアは明るく笑い出す。そんな二人の和なごやかな様子を、ノクスが不思議そうに見ていた。まだまだ触ろうとすると威い嚇かくされるが、その目から殺意は消えている。少なくとも、レティシアとジュールには少し心を開いてくれたようだ。

「そうだ、今日の水仕事は僕がやりましょう。レディは他のお仕事を。その指では、傷に染みてろくな働きはできないでしょうから」

　薬を塗ぬられ、小さく切った布を両方の指にべたべた貼られたレティシアに、ジュールが恩おん着せがましい口を利きく。本当は親切心で言っているのだろうに、そうと思われるのは不ふ本ほん意いらしい。その天あま邪のじ鬼やくな態度は、彼の主人を彷ほう彿ふつとさせた。

「あ、そういえばレオンは？　結局、昨日は帰って来ていないようだけど」

「今朝早くお戻りになりましたが、お会いになりませんでしたか？」

「うん、まだ顔を見ていない。でも、無事に戻ってきたならいいんだ。そう簡単にやられはしないだろうけど、レオンも組織を裏切っているからね。どこで報ほう復ふくを受けるかわからない」

「まぁ、七星城にいる限りは似たようなものですけどねぇ。キリアン様の命を狙ねらって、いろんな刺客がやってきますから。でも、ノクスみたいに犬まで使うとは驚きです。敵も、あれこれ考えているんですね」

「キリアンは、どうして七星城に結けつ界かいを張らないんだろう。彼の魔力なら容よう易いだろうし、それが一番安全なのに……」

　そろそろ城へ戻って、朝食の支度をする時間だ。レティシアはノクスに別れを告げると、ジュールと一緒に歩き始めた。早朝の空は澄すみきって、今日も秋晴れの上天気になりそうだ。

「僕が思うに、キリアン様は刺客を歓迎しているのではないかと」

「え……？」

　ジュールが、ポツリと意外なことを言い出した。

「歓迎って……自分を殺しに来た連中を？」

「そうです。七星城は、客人が滅めつ多たに来ませんからね。退たい屈くつしのぎには、ちょうどいいのかもしれません。仮にも次期王位継けい承しよう者しやの住まいだと言うのに、王宮から訪ねてくるのはクラリッサ様くらいなものです。国王や王妃はお立場上、おいそれと外出はできませんし」

「キリアンも、宮きゆう廷ていへは出向かないものね……」

「でも、来年はいよいよ二は十た歳ちになられ、王宮へお戻りになる年です。七星城での暮らしも、あと数ヶ月なんですよ。そう思うと、少しだけ淋さみしい気もしますが」

「そうか……そうだね……」

　キリアンの「生しよう涯がい、俺を守れ」と言う言葉を思い出し、レティシアは複雑な心境になった。それは、王宮に戻った後も側そばにいろという意味だろうか。だが、正直なところクラリッサと結婚した彼の側で暮らすのはあまり気が進まない。それまでに暗あん殺さつ計画の黒幕を突き止め、身の危険が無くなるようにすればお役御ご免めんだとも思ったが、もしクラリッサの父親が嚙んでいるとなれば事はそう単純には収まらないだろう。

「おや、こんな早くから何だろう」

　城へ戻るなり、表門の方で何か起きたようだ。

　ジュールは首を傾かしげ、早足でそそくさと声のする方へ出て行く。レティシアは今の内に朝食のテーブルを整えてしまおうと、玉子の焼ける匂いがふんわり漂ただよう厨ちゆう房ぼうへと足を向けた。
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「ご無ぶ沙さ汰たしております、兄上。先さき触ぶれの者も寄よ越こさず、突然伺うかがいまして申し訳ありません」

　凜りんとよく通る理知的な声が、天てん井じようの高い食堂に響き渡る。だが、キリアンは気にも留とめず平へい然ぜんとナイフとフォークを動かし続けていた。不ふ意いの来客にちらりとも興きよう味みを示さない様さまに、給きゆう仕じのため隅すみに控ひかえていたレティシアの方がハラハラしてしまう。

「……キリアン様。ユーシス殿下が……」

　緊きん張ちよう気味に客人を案内してきたジュールが、見かねてそっと声をかけた。ユーシスは軽く苦笑したきり表情を変えず、無ぶ遠えん慮りよな兄の振る舞いを眺ながめている。やがて、たっぷり一分は沈ちん黙もくが続いた後、ようやくキリアンが面めん倒どう臭くさそうに弟を見た。

「朝っぱらから無ぶ粋すいな挨あい拶さつだ。ユーシス、用件を言って早く立ち去れ」

「そう怖い顔をなさらず。早朝から出向いた無礼は、幾いく重えにもお詫わびします。兄上は騒がしいのがお嫌い故ゆえ、供の人間も橋の向こう側に待たせてありますし」

「クラリッサの入れ知恵か」

「一度はお訪ねしてみたかったのです、この七星城に。兄上が宮廷から移られたのは、僅わずか十歳の時でした。それからずっと、お一人でお暮らしの場所ですから」

　キリアンの許しがないので、ジュールは食卓にユーシスの席を作ることもできない。国王の愛めで子と評判の第二王子を立たせている状況に、彼の胃はさぞ痛いたんでいるだろう。

（ユーシス・エルランド……キリアンの二つ下の弟王子……）

　麗うるわしい造ぞう作さの横顔を、レティシアはそっと盗ぬすみ見る。

　半年ほど前、彼の誕生日の祝しゆく宴えんで初めて顔を合わせた。柔やわらかな癖くせのある金きん髪ぱつと灰はい褐かつ色しよくの瞳ひとみは絵物語の王子さながらの美しさで、宮廷での人気が高いのも頷うなずける。だが、優ゆう雅がで穏おだやかな物腰とは裏うら腹はらに、何故だか初対面から居い心地ごこちの悪さをレティシアは感じていた。

（今なら、その理由がなんとなくわかる。彼が、キリアン暗殺に関わっていたせいだ）

　煙けむる眼まな差ざしは真しん意いが読み取れず、唇くちびるの両端を品よく上げただけの微び笑しようには温度がない。そのくせ、キリアンを見る時は仄ほのかな焰ほのおが全身を包むようだった。あれらは全て、ユーシスが欠片かけらも兄に気を許していないせいなのだ。

「回りくどい口こう上じようはいい」

　食事に興味を失ったのか、キリアンが皿の上にナプキンを放り投げた。

「こんな時間を狙って来るからには、急ぎの用件なのだろう？　しかも、王子が自らお出ましとは穏やかではないな。よもや、七星城で兄弟対面の日が来るとは思わなかったが」

「ご迷惑なのは承しよう知ちの上です。私だって、好んで来たかったわけではありません」

「…………」

「……何か？」

「いや。不本意な場所へ出向いたからには、相当な覚悟で来たのだろうな？」

「わ、私に何かするおつもりですかっ」

　サッと顔色を変えたユーシスに、キリアンは意地悪く笑みを刻む。からかわれた、と知るなりユーシスはツンと表情を取り繕つくろい、白しら百ゆ合りもかくやという微笑で口を開いた。

「兄上は、幼おさない頃からまったく変わりませんね。弟を苛いじめるのが、そんなに楽しいですか。でも、生あい憎にくと私はもう八歳児ではありません。戯たわむれはいい加減にして、どこか話のできる部屋をご用意ください。私も、そうヒマではないんですから」

「勝手に訪ねてきて、ずいぶんな言い草だ。だが、いいだろう。俺が城主となって初めて迎える王族の客だ。それなりに、もてなそうではないか」

「……お構いなく。すぐに帰りますので」

　取りつく島もなく言い返し、彼はふと自分を盗み見るレティシアの視線に気づく。初めは不ぶ躾しつけな使用人への嫌けん悪おが顔に浮かんだが、すぐにそれは驚きに取って変わられた。

「おや、誰かと思えば……。貴女は兄上と一緒に、私の誕生日を祝ってくださった方ではないですか。そんな粗そ末まつな格かつ好こうをなさっているので、すぐにはわからなかったな。兄上の気まぐれで、仮装させられているのですか？」

「いえ、私はキリアン……様にお仕えしているので」

　ドギマギしながら返事をすると、聞き咎とがめたキリアンが「ユーシス、余計な詮せん索さくはするな」と口を挟んでくる。

「その女はもともと貴族でも何でもない。おまえが直接言葉を交わす必要のない人種だ」

「ひどいことを仰おつしやる。仮にも、パートナーとしてお連れになった女性ではないですか」

　眉まゆ根ねを寄せ、ユーシスは不ふ快かいを表した。キリアンの暴ぼう言げんは今に始まったことではないが、女性相手に、というところが彼には許せないようだ。ユーシスは一つ息をつくと、やや皮ひ肉にくめいた目つきでキリアンを見返した。

「彼女のことなら聞いていますよ。兄上の暗殺に失敗し、囚とらわれになった少女でしょう。男物の従者服を着せ、城で召めし使つかいとして使っているとクラリッサ殿に聞きました。そんな相手を、よく手元に置かれる気になりましたね。いつ寝首をかかれるやも知れないのに」

「その心配はない。そいつを閨ねやに入れる気はないからな」

「そうなのですか？　私は、てっきり毛色の変わった愛人にしているのかと……」

「愛人？　男の従者服を着た色気のない女を？　愉ゆ快かいな冗じよう談だんだが、さすがの俺もそこまで趣しゆ味みは悪くない。ユーシス、おまえはどうかしている」

　本人を前に、よくそこまで遠慮のない会話ができるものだ。レティシアは胸で嘆たん息そくし、品定めするようなユーシスの視線に耐たえ続けた。こちらの素す性じようを知っているなら、彼にとってレティシアは裏切り者になる。無む論ろん、キリアン暗殺に加か担たんしていたら、の場合だが、早急に確かめる必要があると改めて思った。

「では、サロンへ移ろう。レティシア、茶を持ってこい。ジュールは、ユーシス殿下をご案内しろ。くれぐれも、失礼のないようにな」

「嫌みはけっこうです。さっさと行きましょう、未来の国王陛下殿」

「……相変わらず、可か愛わいげのない奴だ」

　見えない剣で斬きり合うかのような、まったく気の休まらない会話だ。ジュールが慌あわてて彼らを先せん導どうし、一同が食堂から姿を消すのを待って、ようやくレティシアは緊張を解といた。

「おい、どうした。レティシア、大丈夫か？」

「レオン……」

　行き違いに朝から姿の見えなかったレオンが入ってきたが、声をかけられた瞬しゆん間かん、いっきに力が抜けてしまう。思わずその場にしゃがみ込み、安あん堵どの息を深ふか々ぶかと吐はき出した。そんなレティシアの頭をそっと撫なでながら、一緒になってしゃがんだレオンが目線を合わせて優しく笑いかけてくる。

「さっき、庭にわ師しのじいさんから昨夜の顚てん末まつを聞いたところだ。災難だったな」

「災難なんて、そんな軽い話じゃなかったよ。犬と心中するかもしれなかったのに」

「そんなこと、俺がさせるかよ」

　彼は陽気に言い切るが、キリアンの機嫌次第ではこの笑顔にも二度と会えなかったかもしれないのだ。レティシアは、今更のように己おのれの幸運を嚙み締めた。

「じいさんの話じゃ、昨日は毅き然ぜんと取り乱したところもなかったんだろう？　若いのに感心だと褒ほめてたぞ。あ、おまえが手入れをした薔薇も〝丁てい寧ねいな剪せん定ていだ〟ってさ」

「本当に？　それなら良かった。おじいさんが一生懸命世話してるのに、飛び入りの私が台無しにするわけにはいかないし。昨日は気が張り詰めていて、薔薇を傷いためたらダメだってことしか頭になかったんだ。他のことは、考えないようにしてた」

「そっか……」

　慈いつくしむように瞳を細め、レオンの右手がよしよしと頭を撫で続ける。子ども扱あつかいして、と憎にくまれ口を叩きたかったが、彼のためにも最悪な事じ態たいは避さけられて良かったと思った。もし、自分がキリアンの手にかかっていたら、レオンが暴走するのは目に見えている。

（でも……）

　貴女は、特別なんです。

　ジュールの言葉が耳の奥で蘇よみがえり、レティシアの頰ほおは知らず熱くなった。

（自うぬ惚ぼれるわけじゃないけど……でも……キリアンは、ひょっとして私を殺す気はなかったのかもしれない。だって、薔薇園までわざわざ様子を見に来てくれたし……）

　あの時、彼は「見物だ」と嫌味を言った。だが、灯りがないために作業ができずにいるのを知ると、自らの魔力で光を生み出してくれたのだ。

（キリアンは自分の力は黒に属ぞくする、と言った。だけど、あんなに清浄な光を操あやつれるのに、本当に黒の王子と言えるんだろうか。それなら、白の末まつ裔えいと言われても何一つ普通の人間と変わらない私の方がよほど……）

　そういえば、と「白の末裔」でイヴァのことを思い出す。

　最近、彼が城内をうろつく姿を見かけなくなった。イヴァはもともとキリアンの指輪に封ふう印いんされ、解かれている時だけ人型で歩き回ったり抱きついてきたりするのだが、もし昨夜も人型になっていたのなら、飛び出してきて場を引っ搔かき回したはずだ。何しろ、事はレティシアの生死に関わっていたのだから。

「レティシア、行かなくていいのか？」

「え……？」

「弟王子が来ているんだろう？　どんな目的か知る必要があるんじゃないか？」

「あ、いけない。お茶！」

　一瞬で現実に引き戻され、焦あせって立ち上がる。レオンはやれやれと息をつき、食卓の片付けは自分がするから、と言ってくれた。

「ありがとう、レオン。じゃあ、行ってくる。……あ、そうだ」

「ん？」

「最近、イヴァを見かけた？　昨日も今日も、城内にいないようだけど」

「いや？　多分、キリアンが封印したまんまなんだろ。あいつ、気まぐれだからな」

　ついでにと尋たずねてみたが、やはりレオンも知らないらしい。

　毎回「姫君」と叫んで抱きついてくるのは勘かん弁べんしてもらいたいが、いなければいないで淋しいものだとレティシアは落ち着かない気持ちで呟つぶやいた。
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　人間、誰しも一つくらいは長所がある。

　従者としては半人前どころか、まるきり役立たずのレティシアだが、働くからには取とり柄えを作らねばとお茶だけは徹底して練習した。キリアンの好みを勉強し、味に合わせた茶ちや器きの選び方、茶葉の扱い方などを、ジュールや料理人の二人組に請こうて熱心に教えてもらったのだ。お陰で、好みのうるさいキリアンもお茶だけはレティシアを指名するようになった。

（まずい。遅くなっちゃったな……）

　生憎とユーシスに関して情報が何もなかったので、キリアンの趣味を優先して支度をする。そうして銀の盆ぼんに一式揃そろえると、急いで彼らのいるサロンへ向かった。

　七星城のサロンは、かつては音楽家を招き、コンサートや朗読会などを催もよおしていた部屋だと聞いている。陽ひ当たりが良く、楽器の音が綺き麗れいに響くよう床の木材も吟ぎん味みされ、風ふう雅がだった名残なごりが城中で一番濃こく感じられる空間だ。

　だからこそ、ユーシスをその部屋へ呼んだキリアンに、レティシアは意外な想いを抱いた。

　いかにも迷惑そうな素振りを見せながら、実際は弟を居心地の良い場所へ案内する──そんな風に考えるのは、勘かん繰ぐり過ぎだろうか。

（何だか、キリアンのことがよくわからなくなってきたな。冷れい酷こくで気まぐれで意地悪で、唯ゆい我が独どく尊そんの嫌みな奴やつ、としか思っていなかったけど……違うんだろうか）

　彼が示す優しさは、どれも非常にわかりにくい。もしかしたら、こちら側の好意的な解かい釈しやくに過ぎないのかもしれない、とも思う。それでも、昨夜の薔薇園での彼を思い出すと、バラバラだった欠片が一つの形になるのを感じるのだ。

　黒の王子、キリアン・エルランドは決して血の通わぬ忌いみ子などではない。

　その想いが、レティシアの胸で確信となる。魔ま剣けんを振りかざし、刺客を薙なぎ払おうとした彼にそう言って必死で止めた言葉が、新たな強さで迫せまってくるようだ。

「そうですか、よくわかりました」

　サロンの扉を叩こうとした時、険けんを含んだユーシスの声が聞こえてきた。レティシアはギクリとし、思わず右手を止めて耳をそばだてる。

「いずれにせよ、兄上と話し合おうなどと思った私が愚おろかだったのです。けれど、これだけは覚えておいてください。先日の誕生日の祝宴で、兄上の非道な振る舞いは目に余った。事もあろうに、兄上の身を案じる母上の眼前で魔力を使おうとしたではないですか」

「…………」

「そのせいで、母上はひどく取り乱しておいででした。今も、兄上を大変怖れています。あの時、母上が恐怖のあまり失しつ神しんされたのはご存ぞん知じですよね？　あれ以来、何かと病に伏ふせがちになり、寝たり起きたりの生活をなさっていらっしゃいます」

「何だと……」

　それまで沈黙していたキリアンが、苦く渋じゆうの混まじった鋭するどい声を漏もらした。聞いていたレティシアは胸が痛み、当時の様子をまざまざと脳のう裏りに思い描く。同時に、かねてより引っかかっていたユーシスの行動に改めて疑惑の念が湧わいてきた。

（考えてみれば、どうしてあの場所にユーシスと王妃がいたんだろう）

　祝宴の夜、舞ぶ踏とう会かいの開かれた棟とうから少し離れた場所で、キリアンは刺客に襲おそわれた。その場面をたまたまユーシスと王妃が目撃していたのだが、客人の集う広間から主しゆ賓ひんの彼が何故離れていたのか、初めからレティシアは不思議に思っていた。

（ひょっとして、キリアンと王妃の溝みぞを更さらに深くしようと画かく策さくしたのだろうか。城内で魔力を使うなと、王妃は懸けん命めいにキリアンへ訴うつたえていた。ユーシスにとって、忌み子のキリアンが第一王位継承者に相応ふさわしくないと印象付ける良い機会だったのは間違いない……）

　どうしよう、と迷いが頭に浮かんだ。ここで飛び出して、ユーシスに真しん偽ぎを問い質ただすべきだろうか。しかし、キリアンがその矛む盾じゆんに気づいていないはずはないし、もし何か策さくを弄ろうしているのなら自分が出て行ってぶち壊こわすわけにはいかない。

「母上のことなら、どうかご心配なく。私が常にお側に付いています。早くに城を出た兄上に代わり、王妃のお心に添そってきたのは私なのです」

「ユーシス……」

「貴方あなたが城へ来れば、また物ぶつ騒そうな輩やからが騒ぎ出す。母上のお身体からだにも良くありません。どのみち来年成人されれば、しきたりで宮廷へ戻られることになる。それまで城への出入りは遠慮していただきたいというのは、そんなに無む謀ぼうなお願いでしょうか？」

「確かに、おまえの理り屈くつは筋すじが通っているな」

「え……」

　意外にも素す直なおに反応され、逆にユーシスが戸惑った声を出した。

「あ、いや、わかっていただければ……」

「だが、もっと正直になった方がいい。母上を口実にしたり顔で正論を口にしても、俺にはおまえの本心など筒つつ抜ぬけだ。ユーシス、飾かざらずに本音を言うがいい」

「な……何の話を……」

「おまえは、単に俺の顔を見るのが嫌なのだろう？」

「…………」

　激しく狼ろう狽ばいする気配が、扉を越えて廊ろう下かにまで伝わってくる。図星を指されたユーシスは、さぞや決まりが悪いことだろう。もとよりキリアンを煙けむたがっているのは事実だが、あからさまに「嫌だ」と言うのはあまりに子どもじみている。王子という立場も手伝って、彼には正直になる自由などないのだ。

　その点、キリアンはお構いなしだ。宮廷であろうと辺へん鄙ぴな古城であろうと、彼は何者にも遠慮せず暴ぼう君くんであり続ける。その豪ごう胆たんさこそユーシスに足りないものであり、キリアンを王の器へと近づけている要よう因いんでもあった。

「わ、私の好き嫌いなど、この際さい関係ありません。そうですね、それでもあえて答えよと仰るのなら、私は兄上が苦手です。でも、それは仕方がないことではありませんか？　何しろ、私にとって兄上の思い出は泣かされたことしかないのですから」

「ほう？　苦手だが、嫌いではないと？」

「……嫌ってなど……」

「悔くやしそうだな、ユーシス。日頃の取り澄すましたいけ好かない顔より、よほど見み応ごたえがある。俺はおまえが大嫌いだが、今の顔に免めんじて今後は〝苦手だ〟と答えることにしよう」

「おふざけも大たい概がいになさってください」
















　たまりかねたユーシスが、苛いら立だちも露あらわに言い返す。無理もない、とレティシアは同情した。キリアンという男は、人を怒らせる天才だ。

「とにかく、この私が直じき々じきにお願いに参上したのです。無論、宮中の誰も知りません。それだけ真剣なのだとおわかりいただけませんか。私は、不要な混乱を宮廷に持ち込みたくないだけなのです。兄上、あなたの周辺はあまりに危険すぎる」

「…………」

「言っておきますが、別に兄上のことを心配しているわけではないですよ？　私は、宮中の人間が巻き添えになるのが嫌なのです。ええ、そういう意味では確かに兄上の顔は見たくありませんね。それは、母上とて同じお気持ちだと思います」

　畳たたみ掛かけるようなユーシスの言葉に、レティシアは軽い疑問を抱いた。

　もしユーシスがキリアンを亡なき者にしようと画策しているのなら、むしろ七星城から外へ出す方が有利だ。ここは小さな要よう塞さいとも呼べる城で、四方を断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきが囲んでいる。おまけに、キリアンがどこよりも知り尽つくしている場所だ。刺客にとっても、条件は非常に厳きびしい。

（七星城に侵しん入にゆうして王子を暗殺する──指令を受けた時、レオンも渋しぶい顔をしていたもの。腕利きの彼でさえ、七星城のキリアンには手を出しあぐねていた。それなのに……）

　はたして、ユーシスの目的は何なのだろう。彼の言動に理解し難がたいものを感じ、レティシアの困こん惑わくは深くなった。だが、扉の向こうではキリアンが相変わらず人を食ったかのような態度でいるようだ。ユーシスが一方的に話す声は、次第に焦りが混じり始めていた。

「兄上、何とか仰ったらどうなのですか。母上のこと、お心が痛みはしませんか？」

「俺に何を言えと？　ユーシス、おまえが欲しいのは謝しや罪ざいの言葉か？」

「いえ、ただ誓ちかってほしいのです。成人するまで、宮廷にはもう顔を出さないと、私は兄上を庇かばい切れません。せめて、上辺だけでも殊しゆ勝しような振りを……」

「くだらない」

　心底バカにしきったように、キリアンが嘲あざけりの言葉を口にする。ああ……とレティシアは溜め息をつきたくなったが、感心なことにユーシスは感情を乱さなかった。

「何がくだらないのです？　私は、兄上の味方になろうと言っているんですよ？」

「愚かな弟の浅知恵に乗るほど、俺は頭が弱くはない。おまえの言うことが真実なら、いっそ愉快な話ではないか。俺は、何の咎とがもないまま幼くして城から追われた。ただ髪と目が黒いというだけでな。そんな身勝手な連中のために、己の行動を制限しようなどとは露つゆほども思わない。たとえ母上が相手でも同じことだ。あの女は我が子を怖おそれ、抱こうともしなかった。彼女を苦しめられるのなら、何度でも城へ出向いてやろう」

「貴方と言う方は……」

　さすがに呆あきれたのか、ユーシスがしばし絶ぜつ句くした。いけない、とレティシアは危機感に駆かられ、急いで銀の盆を床に置く。このままでは、兄弟の溝は深まるばかりだ。

「キリアン！」

「何だ、おまえは」

　ノックもなしに部屋へ飛び込んだレティシアに、キリアンは興きよう醒ざめしたような顔になる。ユーシスも驚いた様子で、訝いぶかしげな眼差しをこちらに向けた。

「茶を運ぶようには命じたが、飛び込んで来いとは言わなかったぞ」

「あ、いや、あの……」

「まさか、廊下で立ち聞きしていたのか？　卑いやしい出の者がやりそうなことだ」

「……ごめんなさい。そのことは謝るよ。ちょうど扉の前へ来た時、話し声が聞こえて入り難くなって……でも、今の発言は言い過ぎだよ。取り消した方がいい」

「偉そうな口を利くな」

　忌いま々いましげに舌打ちをし、キリアンはウンザリと視線を逸らす。確かに出過ぎた行為だし、自分の意見で彼が素直に翻ほん意いするとも思えなかったが、少なくとも会話は中断した。あれ以上続けていたら更なる暴言が吐かれるのは明らかだったので、レティシアは内心安堵する。

「貴女は、兄上とどういう関係なのです？」

　興味深げな口調で、気を取り直したユーシスが問いかけてきた。不意の乱入者に狼狽する反面、悪名高い黒の王子へ遠慮のない口を利く少女に関心を持ったようだ。

「兄上を殺しにきたくせに、今は従者の真ま似ね事ごとをしている。しかも友人でもなく、まして愛人でもない。そうなると、私にはお二人の関係が理解しかねます。それとも、七星城から逃げられないよう『呪じゆ』でもかけられているのですか？」

「『呪』を？　いいえ、キリアンはそんなことはしない。私は、私の意志でここにいる」

「〝私の意志〟……」

　身分の低い者から意外な言葉を聞いたせいか、ユーシスは面めん食くらったように目を瞬しばたたいた。だが、次にその表情を彩いろどったのは好こう奇き心しんだ。彼はまじまじとレティシアを見つめ、やがて思いもかけないことを言い出した。

「兄上、彼女を私にくださいませんか」

「何……？」

「せっかく訪ねて来たのに、兄上は私の願いを聞き入れてはくださらない。ならば、せめて土産みやげの一つくらいください。舞踏会でも思ったのですが、なかなか綺麗な子です。こんなみすぼらしい従者服ではなく、もっと飾りたてた方が面白いではないですか」

「ユーシス、貴様……」

「──断る」

　キリアンの言葉を待つまでもなく、レティシアがきっぱりと拒きよ否ひを示す。取りつく島のない態度にユーシスは衝しよう撃げきを受け、信じられないとでも言いたげな顔をした。

「断る……だって？　本気で言っているのかな？」

「当たり前だ。私の意志でここにいると、たった今言ったばかりだろう。第一、私は着せ替え人形じゃない。ユーシス殿下、貴方を面白がらせる役目はどうぞ他の者にしてほしい」

「私と宮廷で暮らすより、兄上にこき使われる方がいいと言うのか」

「どちらかを選べ、と言われれば是ぜ非ひもなく」

「…………」

　揺らぎのない声こわ音ねに、ユーシスは続く言葉を失って唇を震ふるわせる。ほんの戯たわ言ごとでしかない思い付きに、こうまで手ひどい拒否を食らうとは予想もしていなかったのだろう。

　彼がちらりと視線を走らせた先で、キリアンが皮肉めいた笑みを刻む。再びレティシアへ向き直ったユーシスは、少しムキになって詰め寄ってきた。

「どうして？　私についてくれば、もう掃そう除じや洗せん濯たくをする必要はないのに？　綺麗なドレスを着て、あちこちの華はなやかなパーティーに連れて行ってあげるよ？」

「興味はない。私が望んでいるのは、そういう生活じゃない」

「じゃあ、何が望みなのか言ってごらん？」

　まったくなびく様子を見せないレティシアに、焦りを滲にじませて更に問いかける。その手はレティシアの二の腕を摑つかみ、逃すまいとでも言うように力が込められた。

「キリアンを守ること。彼を亡き者にしようとする輩から守り抜き、エミール国の玉ぎよく座ざに就つかせること。それこそが私の望みであり、この七星城に留とどまった理由だ。暇ひまつぶしの愛人や、お人形になるためではない」

「玉……座……？」

　その言葉を聞くなり、ユーシスの指が強くなった。袖そでを通して爪が食い込み、レティシアは声を上げそうになる。自覚がないのか一向に緩ゆるめる気配を見せず、彼は理解不能だと言わんばかりに迫ってきた。

「これは驚いた。貴女は、兄上を王座に就けたいと思っているのか？　一度は殺そうとした男を、次の国王にと。一体、どういう心境の変化だろう。やはり『呪』で操られているのか？」

「違う。私はただ……」

「それとも、兄上に恋でもしたか？」

「…………」

　予想もしなかった一言に、レティシアの全身が熱く火ほ照てる。思わずユーシスの手を振り払って突き飛ばそうとしたが、動どう揺ようを見て取った彼は無表情のままいきなり手を離した。

「くだらない。一いつ介かいの暗殺者風ふ情ぜいが、守るだの玉座だの大たい層そうな口を」

「──ユーシス」

「兄上も兄上です。こんな少女の妄もう言げんに乗せられ、処しよ分ぶんもせずに側に置くとは」

「…………」

「まさか、兄上まで彼女に心を奪うばわれたと仰る気ですか？　それで殺せなかったとでも？」

　揶や揄ゆを含んだ声に、レティシアは耳を塞ふさぎたくなる。とんでもない言いがかりだと否定したかったが、何故だか唇が動かなかった。ただ、ユーシスの問いかけにキリアンがどう答えるのか、それだけが怖くて仕方ない。生まれてこの方、こんなにも心細く、頼りない気持ちになったことはなかった。

　やがて。

「妄もう想そうしているのはどっちだ」

　キリアンが、嘲ちよう笑しようするように言った。

　その顔は普段と変わりなく、美しいが残ざん酷こくなほど全てを拒絶していた。

「ユーシス、俺にはおまえの方が乗せられているように見えるが？」

「え……」

　予想もしなかった言葉を投げかけられ、ユーシスが表情を強こわ張ばらせる。彼は反はん論ろんしようと口を開きかけたが、それを制するようにキリアンが先を続けた。

「たかが三流暗殺者の言うことに、おまえがそこまで取り乱すとはな。いいか、ユーシス。その女は俺の命を狙い、失敗した後は保身と延えん命めいのために俺の元にいるだけだ。愛や恋など笑しよう止し千せん万ばん。そんな世よ迷まい言ごとなど、俺たちの間にあるものか」

「違うと……仰るのですか……」

「当然だ。俺は、あの女を信用などしていない。口先では大層な使命感に燃えているようなことを言っているが、それとて打算で動く後ろめたさを解消する方ほう便べんに決まっている」

「兄上……」

　あの女を信用などしていない。

　その一言に心が凍こおりつき、レティシアは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　これまで数限りない悪あつ口こう雑ぞう言げんを受けてきたが、こうまで胸を抉えぐられたことはない。昨夜、少しだけ近づいたと思った心の距きよ離りは、真夜中の薔薇園で見た夢だったのだろうか。あまりの衝撃に頭が追いつかず、なんだか感情が麻ま痺ひしてしまったようだ。

「ひどい……言い様だ。兄上には、人の心がないのですか」

　蒼そう白はくな顔色のまま、ユーシスがかろうじて声を出した。

「一度は命まで奪おうとした者です。安あん易いに信用できないのはわかる。でも、彼女は……」

「おまえがレティシアを庇うとは、滑こつ稽けいな展開だな、ユーシス」

「彼女は貴方を玉座に就けると言った！　それが望みだと！　年頃の若い娘が、己の幸福を一切顧かえりみずにそう言ったのです。どうして、それをわかってやれないのですか！」

　耐えかねたように声を荒あららげ、ユーシスは初めて激げつ昂こうした。それまで感情を抑えつけ、キリアンにつけ込まれないようにと態度を崩くずさなかった彼が、自分のために怒っている。そんな光景を皮肉な思いで眺めながら、どこか他人事のようにレティシアは感じていた。

「……よくわかりました。そもそも、兄上に人の気持ちを察さつせよと言う方が無理なのです。それなのに、私は本当に愚かだった。わざわざ、こんなところまで足を運んでくるなんて。母上のご心痛を少しでも和らげたいと思ったばかりに、とんだ無む駄だ足あしを踏ふんでしまいました」

「…………」

「もうけっこうです。やはり、兄上と手を携たずさえて我が国のために生きるのは無理なのですね。悲しい現実ですが、私はそれを受け入れざるを得ないようだ」

　一方通行の怒いかりに疲れたのか、やや語気を弱めてユーシスは呟く。そうして何事か決心した様子でこちらへ向き直ると、言葉を失ったままのレティシアの右手をそっと取った。

「私と一緒においで」

　その声音は静かだが、逆らうことを許さない意志に満ちている。

　彼はレティシアの返事を待たず、傲ごう慢まんな兄を冷ややかに睨にらみつけた。

「兄上、先ほどの願いを聞き届けていただきます。彼女は、私が王宮へ連れて行く。兄上も、厄やつ介かい払いができてちょうど良いのではありませんか？」

「何……」

「おや？　この期ごに及んで人にやるのが惜おしくなった、とか言うのではないでしょうね。信用できぬ者を側に置いては、心が休まる時がありますまい。彼女の処しよ遇ぐうは、私が責任を持って致しましょう。異存はありませんね？　さあ、レティシア嬢。行きましょうか」

「ちょっと……ちょっと待って。ユーシス殿下、私は……」

　強引に手を引かれ、レティシアは本能的に抵てい抗こうした。ここでキリアンと離れてしまったら、次はいつ会えるかわからない。彼だけではなく、自分に付いてきてくれたレオン、仲良くなったジュール、心を許し始めたノクスなど、ここには離れ難い人がたくさんいる。

　──けれど。

「勝手にするがいい」

「キリアン……」

　感情の消え失せた、平へい坦たんな声がレティシアを絶ぜつ望ぼうに叩き落とした。

　本心なのか虚きよ勢せいなのか、それさえ読み取れない底深い闇やみが、彼の瞳を染めている。

「キリアン、本気なの？　私が保身と延命のために七星城にいると、本気でそんな風に思っていたの？　私に向かって〝守れ〟と言ったじゃないか。あれは何だったの？」

「レティシア嬢、何を言ってもあの人には無駄です。彼は……黒の王子なのだから」

「え……」

　狼狽するレティシアの肩を抱き、ユーシスが憐あわれむように首を振った。

「人の心などないのです。善意や思いやりを信じられず、好んで他人を傷つける。今、貴女もそれがおわかりになったでしょう。私と一緒に城を出た方が、きっと貴女のためです」

「私は……」

　答えに窮きゆうし、すがるようにキリアンを見る。ほんの一瞬、その眼差しに苦い悔かい恨こんの色が浮かんだような気がした。だが、彼はフイと横を向くと「好きにしろ」と呟く。ユーシスが溜め息をつき、「では、これで失礼します」と答えた。

「兄上、このまま彼女を連れ帰っても構いませんね？」

「私は……私は物や人形じゃない……」

「レティシア嬢……？」

「離せ！　私の意志を無視して、勝手に話を決めるな！　私の進むべき道は私自分で決める。たとえ王子であっても、邪じや魔まはさせない！」

「…………」

「キリアン──ちゃんと話をさせて」

　ユーシスの手を振り払い、ようやく我を取り戻したレティシアは毅然と要求する。背を凜と伸ばし、射い抜ぬくような視線で見み据すえると、数秒の沈黙の後でキリアンが口を開いた。

「……いいだろう。ユーシス、客間で待っていろ」

「兄上……」

「行かねば、この場で我が雷いかずちの餌え食じきとする」

　言うなり胸の前に右手を寄せ、手のひらに光を集め出す。ぶつかり合い火花を散らす光景に脅おどしではないと悟さとったのか、ユーシスは悔しげに後ずさった。

「……では三十分、待ちましょう。それでよろしいですか」

「充分だ」

「…………」

　正せい装そうの白いマントを翻ひるがえし、ユーシスは足早にサロンを出て行った。
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「レオンさん、どうかしたんですか。何か、そわそわしてますけど」

　レティシアがお茶の用意をしてサロンへ向かったのと入れ替わりに、ユーシスの案内に付いていったジュールが戻ってきた。兄弟の会話が不ふ穏おんな方向に進んだので、人払いをされたらしい。身体が空いた彼に手伝いを頼んだレオンは、貯ちよ蔵ぞう庫この在庫確認をするため一緒に歩きながら苦笑いをした。

「いや、弟王子の突然のお出ましだ。何が起きてるのか気になるじゃないか」

「はは～ん。それで、僕に手伝いを頼んできたんですね。何を聞き出したいんですか？」

「おまえ、チビッ子のくせに察しがいいな」

「チビッ子は関係ありません！」

　ジュールはムッと言い返し、レオンは意に介かいさず明るく笑い飛ばす。だが、こうして吞のん気きな会話をしていられるのも今のうちだけだと、何となく予感が胸をよぎった。キリアン暗殺の疑いがあるユーシスが供も連れずに七星城へ現れただけでも異常だし、彼をそこまで駆り立てた動どう機きが何なのか、ぜひとも探り出さねばならない。

「うわ、寒……っ」

　貯蔵庫の扉を開けた途と端たん、中から流れ出してきた冷気にジュールが顔をしかめた。食しよく糧りようが長持ちするよう、ここは城内でも特に温度が低い部屋なのだ。

「お、仕事が早いな。もう窓を直したのか」

「本来は、下げ男なんの仕事なんですけどね。ふらふらしていて頼りにならないので、職人を呼びました。どうです、これで人間はおろか犬猫ねこも侵入は無理ですよ」

　ジュールが自じ慢まんした通り、ノクスが侵入した窓は鉄の柵が嵌はめ込まれ、今では鼠ねずみくらいしか通り抜けられなくなっている。

　あの時、レティシアを伴ともなわず自分だけで刺客を始し末まつしていたら、はたしてノクスを生かしてやれただろうか。複雑な思いにかられ、レオンは不意に押し黙った。

「あの……」

「ん？」

「レオンさんは、もう暗殺組織とはすっかり手を切ったんですか？」

　突然、ジュールがひどく真剣な様子で尋ねてきた。七星城で働くようになって半年、一度も改まって訊きかれたことがなかったのでレオンは少々答えに戸惑う。

「僕、ノクスの件で思ったんです。レディは、もともと暗殺なんか向いてない方なんだって。腕は確かかもしれませんが、ご気性が優しすぎます。でも、レオンさんは違いますよね」

「…………」

「貴方がどれほどの人数を殺あやめてきたか、それは僕もお訊きしません。僕は、七星城にいるレオンさんだけを知っていればいいと思っています。だけど、暗殺組織はそう簡単にレオンさんを解放するでしょうか。レディが裏切るのとは、次元が違うのではないですか？」

「……何を心配しているんだ、チビッ子は」

　やばい、と思った。

　いくら小こ生なま意い気きで大人びた口を利くとは言え、まだ幼いジュールを裏の事情に巻き込みたくはない。だが彼は頭の回転が良く、口先三寸で言いくるめられる相手ではなかった。

「僕が言いたいのは、ユーシス様のことです。キリアン様に放たれた刺客のうち、ユーシス様が裏で糸を引いているケースがあるんじゃないかと思って。何しろ、キリアン様が亡くなれば次の王はあの方になりますからね」

「まぁ、そうだわな」

「それなら……レオンさん、貴方の雇やとい主がユーシス様って可能性は充分にあるんじゃないですか？　向こうは貴方の顔を知らないかもしれないけど、組織を通じて暗殺を依い頼らいしてきたのがユーシス様なら、今日わざわざご自身で訪ねていらした理由はまさか……」

「え、いや、待て待て待て」

　畳み掛けるように問い詰められ、気け圧おされたレオンは「待った」をかける。気がつけば壁かべ際ぎわに追い込まれており、逃げようにも後がなかった。

「おい、おまえ、俺があの弟王子と通じてるんじゃないかって疑ってんのか？」

「そこまでは言いませんが、毛嫌いしているキリアン様を供もつけずに訪ねて見えるなんて、どう考えても変です。ユーシス様がお忍しのびで来ずにはいられないような、極秘の情報を伝えた者がいてもおかしくはありません」

「極秘の情報って何だよ？」

「え……ええと、そうですねぇ。例えば〝キリアンは今日城にいる〟とか……」

「あいつは、一年中城にいるだろ」

「そうですけど。じゃあ〝最近、犬を飼い始めた〟とか」

「日記かよ」

「う……」

「そもそも、ノクスはまだ飼い馴ならされてねぇし」

　素っ気なく却下され、ジュールは大いに不満げだ。しかし、レオンは内心ホッとしていた。目の付け所は悪くないが、いかにも詰めが甘いのはジュール自身が己の推すい論ろんに半はん信しん半はん疑ぎだからだろう。それなら、こちらの言葉にもきちんと耳を傾かたむけてくれるかもしれない。

「あのな、ジュールちゃん」

「……何ですか」

　珍しく「ちゃん」づけでも怒らず、ジュールが真意を窺うかがうように見返してきた。大きな目が少しの噓うそも許すまいと、真まっ直すぐレオンを見据えている。どこまで話すべきかと逡しゆん巡じゆんし、結局はありのままに打ち明けるが吉と判断した。

「確かに、俺が組織と完全に切れるのは容易たやすくはない。おまえの考えは正しいよ」

「レオンさん……」

「レティシアは、何しろ人を殺めたことがないからな。連中にとっちゃ、彼女はさして脅きよう威いではない。俺が仕込んだんだから腕は立つが、あいつは人殺しには向いてないしな。そんなことは、初めっからわかっていた。だから、俺はあいつに仕事を振らなかったんだ」

「初めから……？　でも、レディと出会ったのは彼女が赤ん坊の頃でしょう？」

「ん？　ああ、まぁ……言葉のアヤってやつだ。変なとこ、気にすんなって」

　へへ、と緊張感皆かい無むの笑顔を向けると、呆れたような溜め息を返された。

「順当に考えれば、ユーシスが依頼主の可能性は高い。さすがに彼単独ではないと思うが、計画に加担しているのは確かだろう。その話は、レティシアともしている。俺たちは、これから確証を得るためにいろいろ動かなきゃならないところだ。正直、俺はキリアンが王になろうがなるまいが興味はないが、レティシアが腹を決めてるからな。あいつがそうしたいと言うのなら、手を貸してやるまでさ。これでも、一応保護者だし」

「本当に……それだけですか？」

「それだけって？」

「僕は、レオンさんがレディを女性として想っているのかと……」

「おいおい」

　何を言い出すんだと肩をすくめ、レオンは殊こと更さら強調するようにゆっくりと首を振った。

「ジュール、おまえもわかってるだろ。あいつが惚ほれてるのは……な？」

「……それはそれで、大問題ですが」

「知らぬは本人ばかりなり、だ。けど、それも時間の問題だろう。レティシアは育ちのせいか情緒面が今いち幼いが、ここへ来てからずいぶん変わった。キリアンの野郎、何かにつけてちょっかいを出してくるからな。とにかく、俺の状況はそんなところだ。ユーシスが七星城に来た理由なんざ、俺が知りたいくらいだよ」

「貴方は、それでいいんですか？」

　疑いは晴れたのか、声音には些いささか同情めいた響きが混じっている。どうして俺が同情されなきゃならないんだ、と少々複雑ではあったが、レオンは力強く頷いた。

「俺の望みは、レティシアが自分の好きなように生きていくことだ。そのためなら、組織を裏切るのも厭いとわない。あいつを傷つける者は、俺が薙ぎ倒していく」

「じゃあ、もしもキリアン様がレディに何かしたら……」

「当然だろ。あいつとの決着はまだついてないしな。あの性格じゃ、そう遠くない日にまた剣を交えることになりそうだな」

　努つとめて陽よう気きに言い放ったが、胸には「その日」の確信がある。

　案外、それは遠くないことかもしれないと、レオンは心の中でうそぶいた。
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　ユーシスが去り、サロンにはレティシアとキリアンの二人だけになった。

　陽光が柔らかく室内を満たし、七星城は穏やかな静せい寂じやくの中で微睡まどろんでいる。レティシアは、この時間が特に好きだった。薔薇園の花々が一番綺麗に見え、城を囲む海は凪ないできらきらと光を反はん射しやしている。エミール国は四季の美しい国だが、秋から冬へ移ろうかという今頃の時季はまた格かく別べつの奥ゆかしさがあった。

　けれど、今はとても風や光、風景を楽しんでいる気分などではない。

　窓際に立ったキリアンは外を見下ろし、何を考えているのか読めない横顔を見せている。話をさせてと迫ったものの、レティシアも何をどう切り出していいのかわからず、途と方ほうに暮れながら佇たたずむばかりだった。

「……おまえは」

「え？」

　不意に、キリアンの唇が動いた。どこか幼い響きを感じたのは、彼が迷いながら話しているせいかもしれない。感情の綻ほころびを滅多に見せないだけに、内面の強い葛かつ藤とうを窺わせた。

「どうして、そんなにいつも真っ直ぐなんだ」

「真っ直ぐ……私が……？」

「何事にも正面からぶつかって、玉ぎよく砕さいしようと懲こりずにまたすぐ立ち上がる。だから、無む性しようにおまえを傷つけたくなる。少しは人や物を疑ってかかれ。裏切られたり、辛い未来が待っていることを怖れろ。俺の側で取り入ろうとしても、こうして俺はユーシスにおまえを譲ゆずり渡す。おまえの意志など無視してな」

「…………」

「おまえが心を砕き、どれだけ尽くそうと、報むくいられることなどない。いい加減、それを認めろ。誰しも、自分の道を自分では決められない。それが運命というものだ」

　堰せきを切ったように吐き出し、キリアンは瞳を醜みにくく歪ゆがめる。口では非情なことを言いながら、自分の言葉に一番傷ついているのは彼だった。頑かたくなにこちらを見ようとはしない姿に、レティシアの胸が呼こ応おうして痛み出す。それは、先せん刻こくの言葉で抉られた傷より更に深く、悲しみを伴った痛みだった。

　与えられた時間は、三十分。

　それが過ぎれば、レティシアは七星城を去らねばならない。どうしてもユーシスの下もとへ行くのが嫌なら、今すぐ全てのしがらみを断ち切り、レオンと一緒に城から出て行くしかない。

（でも……それが、私の望んだ道だろうか。キリアンを捨て、ノクスやジュールたちと別れ、裏切った組織にも帰れない。ただの娘として街で暮らし、誰が王になろうと関係ない……そういう生活が私の望んだものなのだろうか……）

　それは違う、と心のどこかで声がした。

　キリアンがどう思おうと、彼を守り、その命の盾たてになろうと決めたのは自分自身だ。「生涯、俺を守れ」と言われて嬉しかったのは事実だが、もしその言葉が偽いつわりだったとしても、それで翻意するような生なま半はん可かな決意ではなかったはずだ。

「私の運命は、キリアン──おまえに預ける」

　レティシアは、静かな声でそう言った。

　その決意は、午後の海のようにきらきらと光っていた。

「自分で決められないのが運命なら、おまえが決めればいい。私はユーシスの下へ行く」

「……本気か……」

　初めて聞く、キリアンの声だった。

　彼はようやくこちらへ振り向き、信じられないという顔をする。まるで、レティシアという人間を今まで知らなかった、とでも言うように、彼は瞬まばたきすらせず見つめてきた。

「俺には……おまえがわからない……」

「キリアン……？」

「何故、そうも潔いさぎよく前へ進めるんだ。怖くはないのか。俺に傷つけられ、侮ぶ辱じよくされた怒りはどこへ消えたんだ。蔑ないがしろにされ、いらないものだと言われ、それでどうして……」

「貴方は、そうやって生きてきたの？」

「何……」

　絞しぼり出すような苦しみの言葉に、キリアンの真実が隠れている。それは、彼を黒の王子へと仕立て上げた苦い記憶の積み重ねだった。誰よりも愛され、敬うやまわれるはずの身分に生まれながら、髪と目が黒いと忌み嫌われた。その日々が与えたのは、憎しみと孤独だ。

　同情じゃない──レティシアは、そっと胸で呟いた。

　組織を裏切って城へ残り、キリアンの側にいると決めた理由。

　それは、決して同情などという生なま易やさしい感情などではなかった。

　もっと激はげしくて、もっと熱い。

　心の内側から、どうしようもなく自分を駆り立てる衝しよう動どうだ。

（私は……キリアンが愛しいんだ……）

　すとんと、素直な答えが胸に落ちてきた。

（そうだ。だから、死なせたくなかっただけなんだ……）

　キリアンを失った七星城。そこに暮らす自分が、どうしても想像できなかった。彼のいない世界で生きている自分が、レティシアには考えられない。憎まれ口を叩き、嬉き々きとして嫌みや皮肉を口にするキリアンを、その存在ごと愛おしく感じる。絶対に失いたくない、と思った。

「キリアン、私はユーシスと一緒に宮廷へ行くよ」

　もう一度くり返すと、明らかにキリアンは動揺した。己が命令したことなのに、レティシアが聞き入れるとは予想していなかったのだろうか。引き止める言葉こそ発しなかったが、その表情だけで充分だとレティシアは思った。

「でも、行くのにはちゃんと目的がある。多分キリアンもわかっていると思うけど、ユーシスが暗殺計画に嚙んでいる可能性は高い。だから……それを止めさせる」

「止めさせるだと？　おまえ、気は確かか？」

「ユーシスは、誰かに利用されているんだと思う。だって、彼は本心からキリアンを憎んでいるようには見えないもの。私のために怒ってくれたし、本当は優しい人なんだよ」

「……バカバカしい」

　キリアンは憎々しげに吐き捨て、ツカツカと目の前まで近づいてくる。真意を探るように瞳を覗のぞき込まれ、レティシアは負けじと口を開いた。

「とにかく、宮廷に潜り込めるのならそれを生かさない手はない。何か証拠を摑めば、ユーシスもとぼけるわけにはいかないだろう。キリアン、私の意志は変わらないよ。貴方がどう思おうと構わない。私は、貴方を守るよ」

「…………」

　その瞬間、交わる視線が熱くなった。

　互いに目を逸らせず、温度だけがどんどん上がっていく。その熱に蕩とろかされ、甘い目め眩まいがレティシアを襲った。ぐらりと揺れる視界がキリアンの腕によるものだと気づいた時は、もう彼の胸の中にしっかりと抱き締められていた。

「おまえは……バカだ……」

「ご、ごめん……」

「謝るな。余計に腹が立つ。おまえのようにバカな女は、黙って抱き締められていろ」

　悪あく態たいをつく声音が、微かすかに震えている。背中に回された腕が、慈しむように強くなった。キリアンの鼓動は早はや鐘がねのようで、不ふ遜そんな態度を見事に裏切っていた。

「大丈夫。必ず証拠を見つけてくる。そうしたら、また七星城に戻ってもいい？」

「……勝手にしろ」

「うん、勝手にする。だから、私が戻るまでどうか気をつけて」

　顔を上げ、それだけはと真剣に願う。強大な魔力を持つ彼が、万に一つも命を落とすとは思えないが、それでも何が起きるかはわからない。

　キリアンは黙って見つめ返し、それから何を思ったのか、左手から指輪を抜き取った。契約で従えた魔剣、イヴァを封じ込めている指輪だ。それをレティシアの手に握にぎらせると、自分の手を重ねて静かに言った。

「おまえは、『白』の末裔だ。イヴァは主人である俺にしか扱えないが、本来は『白』の魔族に属する武器。もしかしたら、おまえなら奴を使うことができるかもしれない」

「え……？」

「王宮は見た目の華やかさとは裏腹に、あらゆる陰いん謀ぼうや野心、嫉しつ妬とや妬ねたみなど負ふの感情が渦うず巻まいている場所だ。おまえには、きっと息苦しいだろう」

「…………」

「それに、ユーシスはおまえが暗殺者だったことを知っている。普通の娘が王子の側近で宮中入りするのとは事情が違う。どんな罠わなや危険が潜んでいてもおかしくはない。だから、おまえにイヴァを預ける。魔剣に変えるのは無理でも、人型の奴なら役に立つだろう」

　そういえば、人型のイヴァは飛ぶことができる。実際、一度はレティシアを抱いて巨木の梢こずえまで飛んだこともあった。凄せい絶ぜつな美び貌ぼうからは想像もできないほど中身は貧弱だが、姫君と慕したうレティシアの危機ならば全力で頑張ってくれるだろう。

「ありがとう。でも、イヴァは最近姿を見せないようだけど……」

「……あいつは犬嫌いなんだ」

「え？」

「ノクスの匂いが屋敷中に広がっていると言い、嫌がって出てこない。おまえが、ノクスの命いのち乞ごいをしたことにも拗すねている。だから、もともと封印はしていない」

「そうだったの……」

　くすり、と思わず笑みが零こぼれた。握らされた指輪をそっと胸に寄せると、重ねていたキリアンの手が一緒に動く。つられて再び瞳を合わせ、二人はそのまま黙り込んだ。

　やがて、キリアンの顔が近づいてきた。

　レティシアは自然と瞳を閉じ、無む垢くな唇を震わせる。だが、予感した口づけは誓いの場所ではなく、閉じた瞼まぶたの上に落とされた。
















「……今、失うわけにはいかない」

　空耳なのかと思うほど、小さな呟きが聞こえる。

　意味はわからなかったが、少なくとも自分は恋人のキスを受ける立場ではないのだ。そのことを思い知らされ、レティシアは深く落らく胆たんした。

（そうだった。キリアンには、クラリッサという婚約者がいるんだもの……）

　たとえ一瞬でも、彼女を裏切ろうとした自分が恥ずかしい。失望と共に彼から離れると、自惚れるのはやめてしっかりしなくては、と自身へ言い聞かせた。

「そろそろ時間だね。じゃあ、行ってくる」

　指輪を上着の内側にしまいこみ、レティシアは笑顔を作る。

　キリアンはすぐさま背中を向け、「ああ」と短く答えただけだった。
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「レティシア嬢。まず私の名誉のために言っておくが、決して邪よこしまな想いから貴女あなたを宮きゆう廷ていへ連れて行くわけではない。そのことは、誤ご解かいしないように」

「邪な想い……」

「反はん芻すうしないように。つまり、貴女に手を出す気はないと言うことです。大体、そんなおかしな形なりをした少女に王子たる私が下心など抱くはずがない」

　七しち星せい城じようから戻る馬車の中、ユーシスが憮ぶ然ぜんとしながら言った。キリアンの目がないせいか、口調が心なしか雑ざつになっている。彼と向かい合わせに座ったレティシアは、着の身着のままで出てきたため相変わらず男物の従じゆう者しや服姿だ。ユーシスは質しつ素そな形なりをちらりと一いち瞥べつすると、後は物もの憂うげに窓枠に頰ほお杖づえをつき、こちらを見ようとはしなかった。

「下心なんて、そんなこと考えもしなかった」

　心の底から驚おどろいて正直に呟つぶやくと、気のせいか彼の目元が微かすかに赤くなったようだ。だが、横顔はあくまで険しいままで、愛あい想そ笑いさえ浮かべてはいなかった。

「まったく、とんだ無む駄だ足あしだった。兄上の捻ひねくれ具合は、幼少の頃の比ではないな」

「幼少の頃？　キリアンは、どんな子どもだったの？」

「貴女に話す必要はない。私にとって、思い出したくもない過去だ」

　素っ気なくあしらわれ、会話はそこで途と絶だえてしまう。この調子で宮廷までの道中を過ごすのかと、レティシアは少し憂ゆう鬱うつになった。馬車で急がせても、四、五十分はかかる道程だ。

（それにしても、本当にお忍しのびだったんだな）

　馬車こそ立派だが、後続の馬に警けい護ごの衛兵を二人従えただけの簡かん素そな一行だ。とても、煌きらびやかなユーシスにはそぐわない。思い立って矢も盾たてもたまらず城を出てきたのは一いち目もく瞭りよう然ぜんで、何がそんなに彼を駆かり立てたのだろうかと改めて不思議に思った。

「あの……ユーシス殿下……」

「何か？」

　取りつく島のない、冷ややかな声が返ってくる。だが、キリアンと違ってそこに攻こう撃げき的てきなものは感じなかった。キリアンの場合は、「何か？」の後に「くだらないことを言ったら、その時は覚かく悟ごするんだな」という脅おどしが暗に続いている気がする。

　思い出すと何だかおかしくなり、レティシアはやや緊きん張ちようの解とけた表情で言った。

「どうして、急に七星城へ訪ねて来たの？」

「は？　何を今更。貴女も聞いていたでしょう。私は兄上にこれ以上、宮廷へ出入りしないようにとお願いに来たのです。彼が来ると、母上の心労が増すばかりだ」

「でも、そんなのは今に始まったことじゃない。第一、彼が宮中で刺し客かくに襲おそわれたのは半年も前のことだ。直後に来るならまだしも、どうして今頃になって……」

「それは……」

　ユーシスは頑かたくなに窓の外を見つめていたが、狼ろう狽ばいしているのは声で明らかだった。

「それは……私だって迷っていたからに決まっている。実の兄上に〝戻ってくるな〟など、生なま半はん可かな気持ちで口にできることではない。でも、母上が……」

「え？」

「……何でもない。貴女は少々問題に首を突っ込みすぎる。以後、控ひかえるように」

　なんだろう。何か言いたくない事情が絡からんでいるのだろうか。

　違い和わ感かんを胸にレティシアは一度黙り、窺うかがうようにユーシスを見つめ返した。

（本当に、キリアンとは似ていないんだな……）

　どちらも美形という点では同じだが、兄弟でありながらこうも違うものかと感心する。

　キリアンは、花に喩たとえるなら薔ば薇らだった。近寄り難がたい高貴さと情熱的な容姿は見る者を魅み了りようするが、棘とげだらけで迂う闊かつに触ふれるのは叶わない。

　対するユーシスは、白しら百ゆ合りだ。王家の紋もん章しようである百合はたおやかで美び麗れいだが、清せい楚そな印象とは裏うら腹はらに香りがきつく自己主張が激はげしい。

（国民の間では、当然だけどユーシスの方が人気がある。もしキリアンが暗あん殺さつされ、彼が国王の座に就ついても嘆なげく人間はほとんどいないだろう。だけど……）

　ユーシスは、心の底からそれを望んでいるのだろうか。ふと、レティシアはそう思った。

　実の兄を亡なき者にし、己おのれが玉ぎよく座ざに座ることが彼の願いなら、こうして自分の足で苦言を申し立てにくるのもおかしな気がする。宮廷には彼の味方が多いのだから、何だかんだと理由をつけてキリアンの登城を阻そ止しすればいいだけだ。

「どうした？」

　考え事に耽ふけっていたら、唐突にユーシスが話しかけてきた。相変わらずつまらなさそうに景色を眺ながめながら、彼はいかにも気のない素振りを装よそおって先を続ける。

「急に黙られると、それはそれで居い心地ごこちが悪い。それとも、もう七星城が恋しいのか？」

「それは当たり前だ。あそこには仲間がいる」

「仲間……？　もしや、見送りに出てきた子どもや老人やコックたちのことか。ああ、何やら胡う散さん臭くさげな若者もいたな。あまりに不ぶ躾しつけに睨にらみつけるので、よほど不ふ敬けい罪ざいで捕とらえようかと思ったくらいだ。貴女の仲間とやらは、ずいぶん結束が固いようだ」

「レオンは……私の兄みたいな人だから……」

　実は、城を出る際さいによくレオンが暴あばれなかったものだと、レティシアは深く安あん堵どしていた。時間がなかったので詳しい経けい緯いを説明できず、とにかく「暗殺計画の証しよう拠こを摑つかむため」だとだけ告げたが、それで納なつ得とくしてくれたかは心こころ許もとない。ただ、自分の意志で行くんだというレティシアの決意だけは伝わったようで、困こん惑わくしながらもひとまず見送ってくれた。

「七星城の生活など、一日も早く忘れることだ」

　こちらの想いなど無む頓とん着ちやくに、ユーシスはあっさりと言う。

「彼らが兄上に仕つかえる限り、貴女とはもう住む世界が違う。二度と会うこともない」

「ユーシス殿下は、どうして私をくれなどと言ったの？」

「え？」

「キリアンの暴ぼう言げんから庇かばってくれたのは有あり難がたかったけど、私自身に興きよう味みがないならあんなにムキになることなんてなかったのに。貴方あなたの言動は、とても矛む盾じゆんしている。キリアンを〝人の心がない〟と責せめたけれど、貴方だって結局は私を物扱あつかいしている」

「…………」

　責めているつもりはなく、あくまで純粋な疑問がレティシアの口をついて出る。あれほど他人のために怒れるのなら、彼が行動の矛盾に気づかないのはおかしい。

　ユーシスは軽く意表を突かれた様子で、ようやく視線をこちらへ向けた。

「私が貴女を物扱い……？　これは、ずいぶんな言い草だな。少なくとも、七星城で兄上の下もとにいるよりは、これから何倍もマシな生活ができると言うのに」

「私は、別に不満なんかなかった。あのままで充分幸せだったよ」

「悪い冗じよう談だんだ。私は兄上とは違う。この際、貴女のことは使用人ではなく私の友人として遇ぐうするつもりでいる。男物の従者服など、着る必要はもうない。帰城したら、早速ドレスや靴くつを手配しよう。どうだ、この上ない名誉なことだとは思わないか？」

「名誉？　王子の友人という立場が？」

「その通り」

　にこりと微笑ほほえむ顔は、優しげで実に麗うるわしい。だが、少しも温度を感じなかった。

「場末の暗殺者が、一国の王子の友人として宮中で暮らす。童話のハッピーエンドに勝るとも劣おとらない結末ではないか。いずれ礼れい儀ぎ作法も身に付けさせて、田舎いなかの貴族にでも嫁とつがせてあげよう。暗殺だの玉座だのといった、妄もう想そうめいた物ぶつ騒そうな話は忘れなさい」

「どうして、私の一生を貴方が決めるの？　私は、キリアンと話し合って自分で宮廷へ行くことを決めたんだ。だから、ドレスよりも仕事を与えてほしい。嫁よめになど行かない」

「……頑がん固こなお嬢さんだ」

　些いささか鼻白んだ調子で、持て余し気味にユーシスは呟いた。実際、キリアンへの反発心からレティシアを譲ゆずり受けたものの、その処しよ遇ぐうについては何も考えていなかったに違いない。おまけに、未み遂すいとは言えレティシアは王族の命を狙ねらった暗殺者だ。内情はともかく、ユーシスの立場から考えれば本当は関わらない方がいいはずの相手だった。

（もしかしたら、やっぱりそう悪人ではないのかもしれない。私を引き取るのは明らかにリスクが高いのに、キリアンに腹を立てて味方してくれたんだもの。今のうちに彼の気持ちを何とかできれば、最悪の事じ態たいは免まぬがれるかも……）

　実の兄弟が王位を巡めぐって争う事例は、歴史を紐ひも解けば珍しくはない。だが、悲ひ劇げきであることに変わりはないし、互いが非情になりきれないのなら尚なお更さらだった。レティシアは微かな希望を抱き、一日も早く黒幕の尻尾しつぽを摑まなくてはと決意を新たにする。

（ドレスなんて着ている場合じゃない。さっさと城内で情報を集めなくちゃ。ああ、でも護身用の剣を置いてきてしまったな。どこかで調達できればいいんだけど……あ）

　ふと、上着の内ポケットにしまったキリアンの指輪を思い出した。

　そうだ、剣なら持っている。しかも、最強の魔ま剣けんだ。

（契約していない私には、剣として扱うことはできないだろうけど。でも、イヴァがいてくれるだけで心強い。ノクスの臭いが遠くなれば、きっと出て来てくれるよね……？）

　心の中で話しかけ、犬嫌いだったなんて、と意外な真実に驚く。あらゆるものを薙なぎ倒し、破は壊かいする力があるくせに、やはり苦手なものは存在するのだ。

「……たのか」

「え？」

　ガラガラと車輪が一際大きな音を立て、ボソリと呟かれた言葉をかき消してしまう。慌あわてて訊きき返すと、ユーシスは若じやつ干かん決まりが悪そうに言い直した。

「貴女が出て行くと聞いて、兄上は何か言っていたのか？」

「キリアンが？　ああ、そう言えば何度も〝バカだ〟と」

「…………」

「いいんだ、別に気にしていない。私だって、すぐに七星城へ帰るつもりだもの」

「……貴女って人は……」

　落ち込んだ顔など見せられないと、レティシアは無理に笑って答える。

　だが、ユーシスはそんな姿をたっぷり眺めた後で溜ため息と共に呟いた。

「これだけは、私も兄上と同意見だな。レティシア嬢、貴女はあまり賢かしこくはないようだ」
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　レティシアが慌ただしい挨あい拶さつをして、ユーシスの馬車で去った後。

　七星城を包み込んだのは、かつてない凍こおりつくような冷気と怒いかりの空気だった。

「……で？　てめぇは売り言葉に買い言葉で、レティシアを物のようにくれてやった、と」

「口を慎つつしめ、下げ男なん風ふ情ぜいが。誰に向かって物を言っている」

「黙れ。俺が仕えているのはキリアン、おまえじゃない。レティシアがいるから、俺もここに留とどまっているだけだ。あいつに何かあったら、てめぇもタダじゃおかねぇからな」

　ギロリと殺気を帯おびた目で睨みつけ、レオンが声に凄すごみを増す。

　レティシアは「暗殺計画の証拠を摑んでくる」と耳打ちして出て行ったが、そこには当然キリアンの思おも惑わくも絡んでいるのかと思っていた。だから、レオンは驚いたものの力ずくで止めるような真ま似ねはしなかったのだ。だが、いざサロンへ乗り込んでみればキリアンにも彼女がいつ戻って来るかはわからないと言う。

「しかも、向こうが勝手に決めて出て行った、とでも言わんばかりの投げやりな態度を取りやがって。あいつが何か行動を起こしたなら、おまえのため以外に何があるっ？」

「…………」

「何とか言いやがれ、このクソ王子！」

　声を荒あらげた直後、足元の床で雷光が弾けた。反はん射しや的てきにレオンは後方へ飛び退すさり、自分の立っていた床に黒々とした焦こげができているのを見る。キナ臭い香りが煙と一緒に漂ただよい、彼はギリと唇くちびるを嚙かみ締しめた。

「それが、おまえの返事か……」

　無表情に右手で火花を散らすキリアンへ、レオンがニヤリと不ふ敵てきに微笑み返す。だが、相手をしようにも今の自分は単なる下男に過ぎず、武器になるような物は携帯していなかった。

「返事も何も」

　ふっとキリアンの瞳ひとみが細められ、彼は手のひらから雷いかずちの球を浮かばせる。

「レオン、貴様に口を挟まれるのは不ふ愉ゆ快かいだ」

「何……」

「レティシアがどういう経緯で宮廷へ赴おもむこうと、それがあの女の意志ならば貴様の出る幕ではない。まして俺に嚙みつくとは、見当違いも甚はなはだしい。貴様が怒るべきは、周囲の心配を振り切って己の思うまま駆けていく、金きん髪ぱつのじゃじゃ馬の方だろう」

「…………」

「もっとも、兄代わりなどと綺き麗れいごとで本心をごまかしていたおまえにも、非ひは充分にある。おまえが正直になっていれば、あの女を止められたかもしれないではないか？」

「て……めぇ……」

　目つきは変わらず冷ややかだが、キリアンの声には感情があった。そこに嫉しつ妬との音を聞き分けたレオンは、突き上げる怒りとは裏腹に妙みように冷静になっていくのを感じる。

（こいつ……もしかしてレティシアを……）

　レティシアの気持ちは、とうに気づいていた。誰より彼女の側そばにいた自分だからこそ、キリアンを見る眼まな差ざしや態度から、他の人間に対するのとは違う愛情を感じ取れた。

　しかし、どうやら同じ変化はキリアンにも訪れていたようだ。そうでなくて、どうして下男と蔑さげすむ自分に嫉妬する必要があるだろう。彼は持ち前の性格が災わざわいして前言を撤てつ回かいできず、みすみすレティシアを失う羽は目めになったが、レオンになら引き止められたかもしれないと思っているのだ。そうして、二人の特別な絆きずなに心こころ穏おだやかではなくなっている。

（その上で〝綺麗ごと〟かよ。言ってくれるぜ……）

　やれやれ、と少しだけ脱だつ力りよくした。まったく、どこまで世話の焼ける坊ぼつちゃんなんだ。

「どうした、レオン？　いずれ、貴様とは決着をつけようと思っていた。武器が欲しいなら、いくらでも出してやるぞ。それとも、早くも戦意喪失か？」

「うるせぇ。キリアン、おまえはどうなんだよ」

「俺が、どうかしたか」

　自覚がないのか、レオンの問いかけにキリアンはふっと眉まゆをひそめた。付き合いきれない、と内心で溜め息をつき、レオンは真まっ直すぐに言い返す。

「レティシアが来てから、おまえの雷はこけおどしばかりだ。今のだって、以前ならこっちがかわす間も与えずに直撃していたはずだ。人のことをどうこう言うのは、それだけおまえ自身が自分の変化に動どう揺ようしているからだろうが」

「…………」

「俺は、レティシアを迎えに行く」

　そう宣言すると、キリアンが微かに動揺を見せた。こいつもずいぶん人間らしくなってきたな、と半なかば感心しながら、レオンはくるりと背中を向ける。キリアンが意地で動かないと言うのなら、二番手の自分が行ってやるしかないではないか。

（二番手……か。まぁ、レティシアにとっちゃそうかもなぁ）

　それでも、四し面めん楚そ歌かの宮中に彼女をいつまでも一人で置いてはおけない。まして、レティシアの独断で行くことになったのなら尚更だ。こんなことなら、城を出る時に無理にでも阻止しておくんだったと、レオンは歯は嚙がみする思いで後こう悔かいした。

「……ああ、そうだ」

　歩きかけた足を止め、肩かた越ごしに挑ちよう発はつするように振り返る。

　瞳を曇くもらせたキリアンが、身構えるのがわかった。

「念のために言っておく。俺はレティシアを宮廷から攫さらったら、そのままあいつと街を出る。七星城には帰らない。おまえと関わると、あいつの命が幾いくつあっても足りやしねぇし」

「なんだと……」

「へぇ、顔色が変わったな。ま、俺だってバカじゃない。あっさり宮廷に忍び込めるとは、さすがに考えてないさ。機を窺い、できるだけ早くあいつの下へ行く。そうしたらキリアン、おまえとは永遠におさらばだ。レティシアが何て言おうが、俺はあいつを離さない」

　最後の一言は、黙っておくべきだったかもしれない。だが、あえてレオンは口にした。案の定、キリアンの目に狼狽と困惑が浮かんだが、彼にも理由はわかっていないだろう。

「じゃあな」

　面めん倒どう臭くさい奴らだ、とサロンを後にしながらレオンは思う。

　レティシアの暴走を止めなかったキリアンには腹が立ったし、自分に何の相談もなく宮中へ向かったレティシアのことも本当は怒っていた。けれど、何より複雑だったのは、そんな身勝手な彼らの間に一つの道みち筋すじができていたことだ。

　レティシアは、キリアンのために。

　キリアンは、レティシアの信念のために。

　ただその一点に於おいてのみ、二人の気持ちは重なり合っている。周囲の迷惑や心配など顧かえりみもせず、彼らは互いのことしか視界に入っていない。

「それでも、俺はおまえを攫いに行くよ、レティシア──」

　小さく漏もらし、これが俺の役回りだ、とうそぶく。

　それは、赤子の彼女を手に抱いた時から、己に課せられた運命だった。

　レオンは頭を振り、過去の自分へ苦笑いを零こぼす。彼女の行く末には責任があり、何が起ころうと自分はそれを最後まで見届けなければならないのだ。

　そう。

　何が起ころうと、最後まで。
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　ユーシスがレティシアのために城内に用意した部屋は、「友人」には贅ぜい沢たくすぎる空間だった。

若い女性の部屋らしく薔薇色の瀟しよう洒しやな内装で、居間と寝室の二ふた間ま続きになっている。居間には天鵞絨ビロード張りの猫ねこ足あしソファの他、華か美びな装そう飾しよくを施ほどこした鏡や実用的とは思えないゴテゴテの彫ほり物がされた書き物机など調度品が揃そろっていた。

　天てん井じようにはクリスタルのシャンデリアが輝き、壁かべ紙がみは小花を散らした愛らしい模も様ようで、床にはふかふかの絨じゆう毯たんが敷き詰められている。陰気な七星城とは何もかもが違い、孤こ児じで日陰育ちのレティシアには少しも落ち着けなかった。

「今夜のお召し物でございます」

「湯あみの後で、お着替えの手伝いを」

「髪は、どのように結いましょう」

「宝石は、何をお選びになりますか」

　ソファに座って息をついた途と端たん、ユーシスが手配した侍じ女じよたちが連なって入ってくる。彼女たちは以前クラリッサが連れてきた者たちと同じように、手に手にドレスやら靴やら宝石箱を抱えていた。

「今夜？　湯あみ？」

「ユーシス様からのお言こと付づけで、今夜はバルディ家の舞ぶ踏とう会かいに出かけられるとのことです。それまでに急いでお支度をしませんと、わたくしたちが怒られます」

「バルディ家って、もしかしてクラリッサの家のこと？」

「……左様でございます。クラリッサ様のいらっしゃるお屋敷です」

　年かさの侍女が眉み間けんに皺しわを寄せ、「様」と「お屋敷」にアクセントを強めて答える。王子の友人とは言えレティシアが貴族でも豪ごう商しようの娘でもなく、ただの平民であることは彼女たちも承しよう知ちのようだった。

「ユーシスは、本気で私の面倒をみるつもりなのか……」

　半ば呆あきれて独ひとり言ごとを漏らすと、先ほどの侍女が窘たしなめるように咳せき払ばらいをする。

　こうしてレティシアは、暗殺の証拠を摑むという目的とは真逆に飾かざり立てられ、連日のように夜会や晩ばん餐さん会かい、観劇などの社交場を引き摺ずり回されることになったのだった。
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　レティシアがユーシスに連れられて七星城を去ってから、一週間が過ぎた。

　レオンやジュールは言うに及ばず、料理人や庭にわ師しの老人に至いたるまで七星城で働く者は一様にキリアンの仕打ちに納得がいかず、態度は目に見えて冷たくなっている。あからさまに反抗的なわけではないが、口数はめっきり減って笑顔もあまり見せないのだ。いつもなら不自然な様子に機き嫌げんを悪くしたであろうキリアンも、今回ばかりは甘んじているようだった。

「まったく、キリアン様にも困ったものです……今更ですけどね」

　すっかり傷の癒いえたノクスを散歩させ、裏庭まで戻ってきたジュールが溜め息をつく。午後の休みに城から出てきたレオンは、彼を手伝ってノクスを檻おりへ戻しながら苦笑いをした。

「けど、ジュール。おまえも、けっこう頑がん張ばってるじゃないか。キリアン崇すう拝はい者しやのおまえが、あいつの前でニコリともしないんだって？　いいのか、そんな真似をして。後が怖いぞ」

「いえ……キリアン様は、きっとそうされることをお望みですから」

「は？　あいつが望んでるって？」

「そうです。キリアン様は、レディをユーシス様に託たくしたことを後悔しておいでのはずです。だから、多少は責められた方が気が晴れると思います。そうでなければ、全員逆げき鱗りんに触れてとっくに追い出されていますよ。それくらい、僕だって考えています」

「へぇ……そんなもんか……」

　ジュールの洞どう察さつ力りよくは、なかなか捨てたものではない。こいつは本当にキリアンが好きなんだな、と感心しながら、レオンは己の計画をいつ遂すい行こうしようかと案じていた。

　レティシアを攫う──そうキリアンに宣言はしたが、王宮においそれと侵しん入にゆうは難しい。前回は祝しゆく宴えんに出席したキリアンを狙って刺客が大量に投下され、そのどさくさに便びん乗じようして易やす々やすと入り込めたが、内部で手引きをしてくれる者がいない限りそう上手くはいかないだろう。

「まぁ、これがキリアン様の犬ですの？　わたくし、もっと小さくて愛らしい生き物を想像していましたわ。これじゃ、まるで狼おおかみじゃありませんか。それに、わたくしを見て唸うなってるわ。なんて無礼な獣けものなの。真っ黒で目つきが悪くて野や蛮ばんで……あら、キリアン様に似ているわ」

「クラリッサ様……」

　いつの間にやって来たのか、いきなり甘ったるい声が裏庭に流れてきた。

　レオンとジュールは同時にウンザリした面おも持もちになり、声の主を物もの憂うげに振り返る。「勝手知ったる」な城ではあるが、気位の高い彼女が出迎えの者を待たずにズカズカと入り込んで来るのは極めて異例なことだった。

「こ、これは失礼を致しました。今日は、お見えになる日でしたでしょうか」

「ご機嫌よう、ジュールちゃん。可か哀わい想そうだけれど、わたくしの半径二メートル以内には近づかないでちょうだいな。早く手を洗って、できれば服も着替えてきてくださる？」

　心底不ふ快かいな顔をされ、ジュールは慌てて「申し訳ありません」と頭を下げる。のっけからお姫様気質全開のクラリッサは、少しも悪びれずに右手に持った扇おうぎをパタパタ扇あおいだ。

「ごめんなさいね。でも、わたくし犬は全長四十センチ以下しか認めません。バスケットに入らないなら、それはもう犬ではないわ。獣です」

「寝ぼけたことを抜かすな。じゃあ、猟りよう犬けんはどうすんだよ」

　呆れてレオンがツッコむと、彼女は零れ落ちそうな灰はい褐かつ色しよくの瞳を冷ややかに向ける。

「わたくしは、愛あい玩がん犬けんの話をしているのよ。混ぜっ返さないでくださる？」

「ああ、そいつは悪かったな。あんたのお仲間の話か。小さくてきゃんきゃん吠ほえる、可か愛わいいだけが取とり柄えの愛玩犬な」

「まぁ……」

「去きよ勢せいされて、香水を振り撒まかれて。あんたら金持ちは、生き物も玩具おもちや扱いだ。可哀想に」

「わたくし、犬を玩具のように扱ったことなんてありませんわ！　何て言う侮ぶ辱じよくかしら。まるでキリアン様が二人に増えたみたい。いえ、キリアン様はまだわかるけれど、おまえは一いつ介かいの使用人なのよ！　口をお慎みなさいな！」

　怒りに頰を染めながら、クラリッサは思い切りレオンを睨みつけた。しかし、愛玩犬とはよく言ったもので、確かに彼女がいくら怒り狂くるったところで可愛らしさが増すだけだ。

（……ったく、喧やかましいお姫様だな。けど、何か今日は気合いが抜けてねぇか……？）

　レオンが感じた通り、前回に比べると彼女の今日の装いは実にあっさりしたものだった。

　緩ゆるく波打つ金髪はそのまま結いもせず背中へ流し、フリルの少ないドレスとリボンは共とも布ぬのの地味なストライプ、それも浅あさ黄ぎ色いろの地に金なのでほとんど柄がらが目立たない。作りや生地は上等だろうが、ずいぶん質素にまとめたものだと思った。

「貴方たち、レティシアがいないのによくまぁ吞のん気きに犬と遊んでいられるものね」

「は？」

　苛いら々いらとした口調で責められ、突然飛んだ話題にレオンとジュールは呆あつ気けに取られる。

「おい、お嬢さん？　一体何を……」

「あの子が七星城を出たことは、もうわたくし知っています。何な故ぜって、先日宮廷で会ったばかりですもの。どこのご令れい嬢じようかと思うほど、それは贅沢に着飾っていましてよ」

「本当かっ？」

　思いがけない形でレティシアの様子を聞くことができ、その場はたちまち色めきたった。レオンたちの表情が一変したのを見て、クラリッサも少し機嫌を直したようだ。

「わたくし、噓うそなんかつきませんわ」

　ツンと誇ほこり高くそう言うと、彼女は勿もつ体たいぶった口調で話し始めた。

「そうねぇ……最初は一週間ほど前だったかしら。わたくしの屋敷で開かれた舞踏会に、ユーシス様と一緒に現れましたの。ユーシス様は社交界の人気者ですから、いつも同どう伴はんのお相手には注目が集まりますわ。それがレティシアだったから、わたくしはもうびっくり」

「あんた話したのか、あいつとっ」

「レディはお元気でしたかっ？」

「ちょ、ちょっと二人とも近づきすぎでしてよ……」

　二人がかりで目の色を変えて迫せまったため、彼女は嫌けん悪おも露あらわに後ずさる。だが、あまりに真剣な様子に怯ひるんでいる場合ではないと悟さとってくれたのか、すぐに毅き然ぜんと顎あごを上げた。

「ええ。会いましたし、元気そうでしたわ。少なくとも、病気には見えませんでした。それに、綺麗に髪を結い上げて薄うす緑みどり色いろの豪ごう華かなドレスを着ていましたわね」

「そうか……あいつドレスを……」

「レディ、良かった……」

「何なんですの、貴方たち。ちょっと気味が悪くてよ」

「俺たち気味が悪いんだってよ、ジュール」

「そうですね、ちょっと変かもしれませんね」

　顔を見合わせて「あはは」と笑い転げると、クラリッサはますます怪け訝げんな顔になる。だが、毒どく舌ぜつをいくら吐はかれようと今のレオンたちは腹が立たなかった。

　いらない物のようにユーシスへ引き取られ、使用人としてどんな仕事をさせられているかと気を揉もんでいたが、まさか社交界に連れ出されているとは予想外だ。着飾ることに慣れていないし、コルセット嫌いのレティシアには不ふ本ほん意いかもしれないが、少なくとも人目の多い場所で危険に晒さらされることもないだろう。

（まぁ、それもあいつがコソコソおかしな真似をしないうちだけだがな）

　いつまでもおとなしくしている性格ではないので、ホッとするのもこの辺までだ。レオンはまたもや不安になったが、そんな心中を読んだのかクラリッサが冷静に先を続けた。

「わたくし、最初はキリアン様がいらしてるのかと思いました。でも、そうではなかったようです。どういうわけか、あの子を連れてきたのはユーシス様でした。何でも、宮廷お抱えのドレス職人に店のドレスをありったけ持ってこさせてお選びになったのですって。城に上がって間もなかったので、作らせている時間がなかったのでしょう。あの子のドレスは、いつも急ごしらえだこと。でも、よく似合っていましたわ。ユーシス様は、趣しゆ味みがよろしいから」

「けっ」

「ただ、わたくしは好みません」

　レオンの悪あく態たいに眉をしかめながら、クラリッサは意外なことを言い出す。

「あの子に似合うのは、はっきりと自己主張をする色ですわ。レティシアなら、どんな鮮あざやかな色も負けずに着こなせるのに。ただ上品で無ぶ難なんな色を着せるなんて、勿体ないことよ」

「あんた……」

「わたくしを〝あんた〟と呼ぶのは許しません。使用人のくせに、身の程を弁わきまえなさい！」

「……悪い……」

　凜りんとクラリッサの叱しつ責せきが飛び、レオンは思わず謝しや罪ざいする。婚約者であり次期王位継けい承しよう者しやのキリアンに「おまえ」と呼ばれただけでも激げつ昂こうするのに、ましてレオンは使用人だ。普段なら喚わめきたてるところだが、彼女は一いつ喝かつした後はまた真ま面じ目めな顔に戻った。

「その後も二回、ユーシス様の主しゆ催さいされるサロンや音楽界で顔を合わせましたわ。いずれも青や薄い桃もも色いろの品の良いドレスを着させられていました。可哀想に、会うたびに浮かない様子になって、ドレスの色が一いつ層そう顔色を悪くしていて……」

「ドレスのことはわかった。それから？」

「……わたくし、彼女から一部始し終じゆうを聞きました」

　話を遮さえぎって急せき立てられても、クラリッサは怒らない。それだけ、レオンたちが真剣なのを感じ取ってくれたようだ。彼女は表情を曇らせ、憮然とした口調で言った。

「キリアン様が兄弟喧げん嘩かをなさって、売り言葉に買い言葉でレティシアをユーシス様に譲ってしまわれたんだとか。聞いていて、本気で倒れるかと思いましてよ。人として、許される行為ではありませんわ、そうでしょう？」

「まったくですよ！」

「ああ……その通りだな」

「ですから、今日はキリアン様に一言文もん句くを申し上げようと思って来たのです。でも、よく考えればわたくしの言葉に耳を傾かたむけるような方ではありませんでした。ですから、不毛な真似はやめてもっと現実的な手段を講じようと思いますの」

「現実的な手段？」

「ええ。これは、ぜひとも貴方たちに引き受けていただきたくてよ」

　にっこりと微笑まれても、一体何を言い出す気なのか見当もつかない。

　レオンとジュールは警けい戒かいを高めつつ、緊張して次の言葉に備えた。とにかく、相手は世間知らずのお姫様だ。だが、彼女はいかにも名案だと言いたげに唇の両端を上げると自信たっぷりに口を開いた。

「レオン、貴方ちょっと王宮まで行ってレティシアを連れ戻していらっしゃいな」

「は？」

「は？　ではなくてよ。まさか、このまま彼女を放っておくおつもり？」

「いや……無む論ろん、すぐにでも攫ってきたいところだが」

「だったら、ぐずぐずしているヒマはなくてよ。わたくし、レティシア奪だつ還かんの協力なら惜おしみません。どうかしら、お返事は？」

「…………」

　レオンは耳を疑った。まるで、近所に買い物を頼むような気軽さだ。

「おい、お嬢さん……あんた本気か？」

「当然ですわ。貴方の下品な言葉を借りるなら、あの子は愛玩犬じゃありませんもの。綺麗な場所で飾りたてて、バスケットに入れて連れ回せばいいと言うものじゃなくてよ。でも、ユーシス様がなさっていることはまさしくそれです。いつか弱ってしまうわ」

　最後の一言で、クラリッサは幼おさない少女のように睫まつ毛げを震ふるわせた。高たか飛び車しやな物言いはしていても、レティシアを心から案じているのが伝わってくる。ジュールが傍かたわらから期待に満ちた瞳で見上げ、「レオンさん……」と答えを促うながしてきた。

　レティシアを攫う──それは、願ってもない申し出だった。現に、日々レオンの頭はそのことで一杯だったのだから。だが、渡りに舟とばかり乗ってしまっていいのだろうか。自分たちは良くても、クラリッサには公こう爵しやく令嬢という立場がある。国王の愛めで子と呼ばれるユーシスに逆らって、はたして無事で済むのか。

「わたくしのことなら、心配は無用でしてよ」

　レオンの顔色を読んで、クラリッサは満まん更ざらでもない笑みで答えた。

「貴方がわたくしの身を案じるなんて、よほど心が弱っておいでなのね。その顔に免めんじて、正直に答えて差し上げますわ。もしわたくしが手引きしたとユーシス様に知れたら、キリアン様に脅されたと言います。レティシアを手離すのが惜しくなり、わたくしや貴方を使って攫わせたのだと。日頃の行いが悪いお陰かげで、とても説得力が出ると思うわ。いかが？」

「な……」

「それは名案ですね！」

　レオンが呆気に取られていると、すかさずジュールが感かん嘆たんの声を上げる。主人であるキリアンの不名誉になると言うのに、彼は晴れやかな表情で同意を示した。

「どうです、レオンさん。もともとキリアン様がいけないのだし、事が知れたら矢や面おもてに立っていただくことにしてレディを救いに行きましょうよ」

「おいおい、とんでもねぇ従者だな」

「もしや、気が進まないのですか？」

「そんなこと──あるわけねぇだろ」

　ニヤリと癖くせのある笑みを浮かべ、レオンは意気揚よう々ようとクラリッサへ向き直る。彼女が宮中の手引きをしてくれるなら、こんなに心強い味方はいなかった。

　確かに、レティシアは愛玩犬ではない。美しいドレスや華はなやかなサロン、贅沢な宝石などでがんじがらめにされたら、いくら本人に「証拠さがし」という目的があっても早そう晩ばんやつれてしまうだろう。いや、すでにもう「顔色が悪い」と言われていたではないか。

「すげぇな、お嬢さん。あんた、レティシアをよくわかってんじゃないか。見直したぜ」

「別に、貴方に見直してもらわなくてもけっこうですわ」

「あのなぁ……」

「それに、これはわたくし自身のためです」

　え、と問い返すと、いくぶん決まりが悪そうに目を逸らされる。高飛車な顔しか見たことがなかったが、これまでの中で一番愛らしいクラリッサがそこにいた。

「……わたくしは、今まで殿方のため、他人から褒ほめられるために装ってきました。けれど、裏表のないあの子の前ではわたくし自身の気持ちや誇りが一番大切。そう気づいたら、装うのが義務ではなくなってとても楽しくなりましたの」

「…………」

「それなのに、肝かん心じんのあの子が生せい気きを無くした顔で宮中にいては、わたくしだってお洒しや落れをする張り合いがなくてよ。それでは困るのです。お洒落は、わたくしの大事なお仕事ですもの」

「あんた……面白い女だったんだな」

「え？」

「最高だ。今のはグッときた！」

「きゃっ！」

　気分が高こう揚ようしたレオンは、いつもの調子で景気よくクラリッサを抱き寄せる。

　だが、それがいけなかった。

「何をなさるの！」

　彼女は荒あらぶる神より激昂し、深しん窓そうの姫君とは思えぬ素早さで思い切りレオンの左頰を引っぱたく。小気味よい快音が秋の空に吸い込まれ、啞あ然ぜんとするジュールの前でレオンの身体からだがぐらりと大きく仰のけ反ぞった。

「無礼者！　二度とわたくしに触れないでちょうだい！」

　言われなくても、この女には金こん輪りん際ざい触るものか。

　目から火花を散らしながら、元凄すご腕うで暗殺者は思った。
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「姫君、最近はかなりお疲れのようですね」

　ユーシスの目を逃のがれて宮中の晩餐会からこっそり抜け出したレティシアに、部屋で留る守す番ばんをしていたイヴァが吞気に声をかける。しかし、その手にはどこでくすねてきたのか大量の焼き菓子を抱えており、レティシアは呆れてすぐには返事もできなかった。

「どうしたのですか、姫君。あ、もしかして焼き菓子が欲しいんですね？　でも、姫君は晩餐会でご馳ち走そうをたくさん食べてきたんでしょう。ずるいですよぉ」

「こんなにきつくコルセットを締められて、食事などできるものか」

　そっと人目につかぬよう後ろ手に扉を閉め、深ふか々ぶかと安堵の息をつく。初日に多くの侍女をつけられて辟へき易えきしたので、ユーシスに頼み込んで自室には誰も無断で入らないよう取り決めをしてもらった。だから、部屋にいる時だけは唯ゆい一いつ息抜きができる。そのお陰か、イヴァもやっと指輪から出てきてくれるようになった。

「それにしても、私を〝姫君〟と連れん呼こする割におまえは薄情だね。そんなに焼き菓子の方が大事？　薔薇園の一件でもノクスを怖おそれて出てこなかったし、宮廷へ来てからも知らない人は苦手だとか言ってなかなか姿を現さなかったし。……私だって、かなり心細かったのに」

「いつも凜り々りしい姫君が、ずいぶん弱気になってますねぇ」

「当たり前だ。私は暗殺計画の証拠を探しに来たのに、こう毎日連れ回されては何も自由にできやしない。ユーシスは、ひょっとして私の目的を知っていてわざとやっているのかな」

「それはないと思いますよ。単に、姫君がお綺麗なので自じ慢まんしたいんじゃないですか？」

「嬉うれしくない冗談はやめて」

　本気で嫌な顔をしてみせると、さすがにイヴァも反省したらしい。口まで持っていった焼き菓子を膝ひざまで下ろし、ソファの上でしょんぼり項うな垂だれた。

「ああ、ごめん。イヴァ、気にしなくていいよ。少し八つ当たりしたんだ、ごめんね」

「……です」

「え？」

「この焼き菓子は、甘さが足りません。七星城のジャンさんが焼いたのが食べたいです！」

「…………」

　ジャンとは、二人いる料理人のうち主おもにデザートやパンなどを担当している方だ。確かに彼の焼いた菓子は美う味まいが、あまりの緊きん迫ぱく感かんのなさにドッと疲れが出てしまった。

（まぁ、仕方がないか。イヴァだって、好きで宮廷にいるわけじゃないんだもの）

　気を取り直して彼の隣に座り、レティシアは、ふと隅すみに置かれた姿見に視線をやってみた。

　鏡の向こうからこちらを見つめるのは、見慣れない少女だ。

　白いシルク地に金で花が刺し繡しゆうされたドレスは、ところどころ差し色に濃こい緑の模様が入る。広く開けた胸元の縁ふちには上等なレースの飾りが付き、膨ふくらませた肩から長く伸びた袖そでも、手の甲こうまで隙すき間まなくレースで覆おおわれていた。

（なんだか、ドレスに埋うもれてるみたいだ。動きづらいったらありはしない）

　長い金髪は結い上げられ、真しん珠じゆの髪飾りが鎖くさりのように見え隠れする。首につけられたチョーカーにも大粒の真珠が嵌はめこまれているが、まるで犬の首輪のように見えた。

（皆はドレスや宝石を褒めてくれるけど……クラリッサくらいだな。渋しぶい顔をしたのは）

　その時の傑けつ作さくなやり取りを思い出すと、少しだけ気持ちが明るくなる。最初の舞踏会ではユーシスに遠えん慮りよしたのかあまり話しかけてこなかったが、二日後に宮中の音楽会で顔を合わせた時、彼女は扇の陰に隠れてこっそり耳打ちしてきたのだ。

『貴女に似合うのは赤よ。次は赤を着なさいな』

　何故ここにいるの、と問うより先にドレスの話を持ち出され、レティシアは思わず笑ってしまった。演えん奏そうの最中だったので後からユーシスにこんこんと説教をされたが、彼女の存在がなければ気持ちがとっくに挫くじけていただろう。

　だが、同時に罪ざい悪あく感かんが生まれたのも事実だった。

　レティシアが宮廷へ来たのは、キリアン暗殺計画の首しゆ謀ぼう者しやを突き止め、その証拠を摑むためだ。しかし、レオンが入手した情報によれば、クラリッサの父であるグレウス公爵がユーシスと共きよう謀ぼうしている可能性はかなり高かった。

（つまり、私はクラリッサの父親を疑っている。彼に接近する機会を窺い、企たくらみの全ぜん貌ぼうを暴あばこうとしているんだ。でも、そうなったらクラリッサは……）

　その先を考えるのは、とても憂鬱だ。

　けれど、キリアンを守るためには、どうしても計画を潰つぶさねばならなかった。彼が成人して宮廷に戻るまで、あと一年もない。刺客たちは徐じよ々じよに焦あせり出すだろうし、業ごうを煮やしてなりふり構わず殺しにかかるかもしれなかった。

（そうだ、迷ってちゃいけない。何のために七星城を出たのか、わからなくなるじゃないか。こうしている間にも、新たな刺客が放たれているかもしれないのに）

　己を鼓こ舞ぶしようと耳たぶの赤い耳飾りに触れながら、レティシアは七星城を想う。

　たった十日ほどで情けない、と自身を叱しかりつけてはみるものの、どれだけ贅ぜいを尽つくした衣い裳しように身を包もうとも、キリアンと出かけた舞踏会の夜に感じたときめきはどこにもなかった。

（キリアン……）

　どうせ着飾るのなら、あの真しん紅くのドレスをまた着たい、と思う。

　生まれて初めて身に付けた、繊せん細さいで女らしい薔ば薇らのようなドレス。今なら、もっとダンスも上手に踊れるはずだ。キリアンの足を踏ふまず、優ゆう雅がに微笑んでステップを踏む姿を想像し、レティシアは再び溜め息をついた。

（バカだな、私は。キリアンと踊ることなんて、もう二度とあるわけないのに）

　本来、公式の場で彼の相手を務つとめるのは婚約者のクラリッサの役割だ。

　どんなに甘い空想をしても、別れ際のよそよそしいキスが示したようにキリアンの心は自分には向いていない。こんなことを脳のう裏りに描くのは、完全にクラリッサへの裏切り行為だった。ただでさえ父親のことで負おい目があるのに、なんて自分は浅ましいんだろう、と嫌になる。

『……今、失うわけにはいかない』

　あの呟きは、どういう意味だったのだろう。

　試しにイヴァにも尋たずねてみたが、さっぱり要よう領りようを得なかった。彼は何か知っている風なのだが、お伝えすると事態がややこしくなるので、と意味不明な言い訳しかされない。どうやら、真実を知るには時期尚しよう早そうということらしい。

「もうすぐ、城へ来て十日になる。そろそろ、本格的に行動を起こさなくちゃ」

「本格的にと言うのは、どういう意味ですか？　私は、姫君と早く七星城へ帰りたいですぅ。キリアン様は嫌いですが、ジャンさんの焼き菓子は捨て難いですし」

「では、おまえだけ先に帰る？」

「……それはできません」

　意外にも、イヴァは一瞬前までの甘ったれた口調から一転してきっぱり言った。

「私と契約してから、キリアン様が指輪を手離されたのは初めてです。常に刺客に狙われている身としては、相当のお覚悟だったでしょう。まぁ、あの方は私がいなくても雷を操あやつれますから問題ないでしょうが、さすがにそのお気持ちは無にできません」

「イヴァ……」

「以前、宮中で刺客の集団に襲われた時、キリアン様が私を召しよう喚かんしようとしたのを姫君は止められましたよね？　あれ以来、私は剣の形を取っていません。恐らく、今後も滅めつ多たなことでは本来の姿に戻してはもらえないでしょう」

　落らく胆たんしているのか、達たつ観かんしているのか、まるきり感情の読めない表情で彼は語る。だが、もしそれが本当ならキリアンが魔剣を抜かない理由は自分の一言にあったのだ。レティシアは改めて指輪を預けられた責任を痛つう感かんし、キリアンの身が心配になった。

（そう……確かに止めたのは私だ。人前で魔剣を振るえば、その力はどれだけ周囲を巻き込むか計り知れない。それに、魔剣を操る姿を見られたら人々はますますキリアンを怖れるようになるだろう。彼を『人間』として見る者は、きっといなくなってしまう……）

　そんな事態を避さけたくて、無む我が夢む中ちゆうで彼に訴うつたえた。けれど、まさかキリアンがこうまで聞き入れてくれるなんて夢にも思わなかった。

「姫君は、御自分の影響力をおわかりじゃないんですね。それでは、キリアン様も口づけを戸と惑まどわれるわけですよ。普通の男女が戯たわむれるのとは、わけが違うんですから」

「イヴァ、それはどういう意味？」

「あ……」

　調子に乗って口を滑すべらせたイヴァに、すかさずレティシアが詰め寄る。今、聞き捨てならないことを彼は口走ったようだ。「影響力」と「口づけ」の間にどんな因いん果が関係が潜ひそむのか、そもそもそんなものがあることすらレティシアは知らなかった。

「お願い、聞かせて。今の話は……」

「しっ、姫君。外に誰かいます。静かにしないと、舞踏会を脱ぬけ出したのがバレますよ」

「また、ごまかそうとして。その手には乗らないよ。さぁ、イヴァ……」

「本当ですってば。廊ろう下かで話し声が聞こえました」

「話し声……？」

　あまりにイヴァが真剣なので、ソファから立ち上がって耳をそばだててみる。

　国王主催の舞踏会が催もよおされている広間はこことは違う棟とうにあり、客人や主だった使用人は皆そちらへ行っているはずだった。廊下にいるとすれば警けい備びの人間だが、城内の衛兵は任にん務む中に立ち話など決してしない。

「……これは……」

　内容は聞き取れないが微かに聞こえる男性の声に混じり、衣きぬ擦ずれと靴音が耳に入ってきた。どうやら、彼らはひそひそと声を落としながらどこかへ移動していくようだ。屈かがんで扉に耳を当て、息を潜めていたレティシアは確信をもってイヴァを振り返った。

「一人は、恐らくユーシスだと思う」

「おお、さすがは姫君。どうしておわかりに？」

「靴音の軽さ、響ひびき具合、歩ほ幅はばのテンポで大体の体格がわかる。迷いのない足取りは城内に詳しい者の証拠だし、衣擦れは最高級の絹きぬの音だった。その条件を満たしている人間に、ユーシスも入っている。イヴァ、私は彼の後をつけるから指輪に入って一緒にきて」

「ええええ」

「お願い。国王主催の宴うたげで第二王子が席を外すなんて、まして体面を気にするユーシスなら相応の理由があるはずだ。今なら、この棟にはあまり人がいない。何かの密みつ談だんをするには、ぴったりだと思わない？」

「……わかりましたぁ」

　お願い、と敬けい愛あいする白の姫に言われては、さすがの魔剣も逆らえないようだ。

　イヴァは満更でもない様子で「仕方ないですねぇ」などと偉えらそうにうそぶきながら、するんと姿を煙に変えるとレティシアの指に嵌めた指輪へ吸い込まれていった。

「ありがとう、イヴァ。もし何か緊急事態が起きたら、おまえはそのまま七星城へ飛んでキリアンに仔し細さいを伝えて。それからついでに……」

　すでに指輪から返事は聞こえないが、少し顔を赤らめてレティシアは付け加えた。

「ついでに、私は元気だと。何も心配はいらないと、彼にそう言って」

　気づかれぬよう尾び行こうするのは、レティシアにとってお手のものだ。ただし、今の場合はドレスが非常に邪じや魔まではあったが、何とか見失わずに不ふ審しんな男性二人を追うことができた。

（やっぱり、一人はユーシスだった。となると、残りは……）

　あちこちの社交場へ連れ回されながらも、レティシアはただ無む為いに過ごしていたわけではない。黒幕と思おぼしきグレウス公爵の顔は、すでに確認済みだった。公爵の地位に相応ふさわしく、思し慮りよ深そうな眼差しと理知的な面おも差ざしの持ち主で、一見とても血ち生なま臭ぐさい暗あん躍やくをする人物には見えない。だが、政治的手腕に優すぐれた切れ者であることや、王族と親密な関係を代々築いている一族の当主であることを鑑かんがみれば、彼の危険な囁ささやきに世間知らずのユーシスが耳を貸してしまうのは無理もないことと思われた。

（──グレウス公爵……）

　二人は回かい廊ろうを抜け、庭へ突き出たバルコニーで足を止める。まばゆい月光に浮かび上がる横顔を確認し、レティシアはそっと円柱の陰に身を潜めた。ぎりぎり話し声が聞こえる位置だったが、どうやら彼らは人払いをしたらしく衛兵に見み咎とがめられる心配はない。

「……では、もう時間の問題だと？」

　先に口火を切ったのは、ユーシスの方だ。

　冷たい夜気に金髪を揺らし、思い詰めた表情でグレウスを見る横顔は、どこか幼さを残した苦しげなものだった。

「ユーシス様が、あの女め狐ぎつねめをあちこち引き回してくださったお陰です。何しろ、どこへ行くにも貴方様がご一緒でしたからな。宮廷のみならず噂うわさはゆうに七星城まで届き、今頃はキリアン様も落ち着かずにおられることでしょう」

「つまり、兄上が行動を起こすのは……」

「一いち両りよう日じつ中ちゆうは確実かと。さすれば、こちらの手の者が迎え討うつ手て筈はずとなっております」

「…………」

「おや、どうなさいました。お顔の色が優れませんぞ」

「……いえ、月明かりのせいでしょう。今夜は、また見事な満月です」

　グレウスの問いに急いで微び笑しようを作ると、ユーシスは憂うれいを瞳へ閉じ込める。意気揚々と計画を口にするグレウスとは、実に対照的な様子だった。

（ちょっと待って。それじゃ、私を着飾らせて人目につくようにしたのは……キリアンをおびき出すためだったの？　私を囮おとりにしてキリアンが奪うばい返しに来るなんて、彼らは本気で信じているんだろうか。まさか、そんなことあるわけが……）

　逸はやる鼓こ動どうを抑え、レティシアは懸けん命めいに否定する。絶対にありえないと思ったが、もし現実になったら自分はみすみす罠わなへ飛び込んだことになる。そんなのは、耐たえられなかった。

「しかし、ユーシス様がお一人で七星城へ向かわれたと聞いた時は驚きましたぞ。結果的には勝機へと転じましたが、行動にはくれぐれもご配はい慮りよください」

「心配をかけてすまない、グレウス公爵。貴方を訪ねた後で、母上から相談されたんだ」

「ジゼル王妃様から？　それはもしや……」

　顔色を変えたグレウスへ軽く頷うなずき、ユーシスは苦にが々にがしげに答える。

「ああ。以前から危き惧ぐしていた通りに、成人を待たずして兄上を宮廷へ戻したい、と」

「…………」

「私の誕生日の宴で、刺客に襲われる兄上を見たのが逆効果だったようだ。母上はよほど心配されたらしく、警備の厳重な宮廷の方が安全だろうと言われた。私は、てっきり兄上にますます恐れを抱いて、母上のお心が離れるかと思っていたのだが……」

「ユーシス様……」

「やはり、母上にとって兄上は特別な息子なのだ。私など眼中にもない」

「それは違いますぞ！」

　一瞬、大きな声で否定したグレウスは、慌てたようにひっそりトーンを落とした。

「何度も申し上げてきましたが、貴方は両陛下にとって愛で子なのです。キリアン様が生まれたがため絶ぜつ望ぼうに突き落とされた王宮にとって、金髪のユーシス様のご誕生がどれほどの喜びを周囲へお与えになったか。このグレウス、昨日のことのように覚えております」

「グレウス公爵……」

「それはもう、神こう々ごうしいまでに美しい赤子でございました。王妃様は目に涙を浮かべて貴方様を抱き、何度も頰ずりをされておいででしたよ。〝金の殿下〟と、臣しん下かは口を揃えたものです」

「……ありがとう」

　弱々しく、けれど今度は心からユーシスは微笑んだ。遠目に見ていたレティシアは、突然の彼の来訪はそういう理由からだったのかと、胸の痛いたくなる思いで得とく心しんする。ユーシスはキリアンに強く嫉妬し、王妃に近づかないようにしたかったのだ。

「とにかく、次に兄上が宮廷へ現れた時が最後だ。それでいいんだな、グレウス公爵」

「左様でございます。何、失敗はありますまい。お気に入りの女狐を奪われ、あたかもユーシス様の愛人であるかの如ごとき噂を耳にすれば、キリアン様とて冷静ではいられません」

「だが、兄には魔力が……」

「ご心配めさるな。いよいよ、先日の切り札を使う時がきました」

「…………」

「ユーシス様は、ただのんびりと報告を待っていれば良いのです。そのために、いろいろな種を撒いてきたのですから。さぁ、そろそろ広間へ戻りましょう。あまり留守にしていると、いらぬ邪じや推すいを生むやもしれません」

　切り札って、何だろう。

　激しい胸騒ぎに襲われながら、レティシアは考えた。魔力を持つキリアンに対抗し得る、刺客の切り札をグレウスは用意したらしい。

　一体それは──と思案しかけた時、二人がこちらへ戻ってきた。見つからないよう急いで身を翻ひるがえし、別の円柱へと素早く移動する。彼らが通り過ぎるのを待って、レティシアはようやく深々と息を吐き出した。

「私が、囮にされていたなんて……」

　複雑な思いが心中を渦うず巻まいたが、一いつ刻こくも早くこのことをキリアンに知らせねばならない。キリアンが嫉妬から行動を起こすとは思えなかったが、グレウスの自信たっぷりな声が怖かった。

　どんなことがあっても、宮廷には向かわないように。

　自分の身は自分で守れる。だから、キリアンには危険へ近づかないでほしい。

「──イヴァ」

　静かに魔剣の名前を呼び、レティシアは表情を引き締めた。
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　ゆらり、と夜風に本のページがめくれた。

　就しゆう眠みん前だったキリアンは寝室の椅い子すに腰かけて読書をしていたが、いくら活字を目で追ってもろくに頭へ入ってこない。膝ひざの上に置いた本は古い歴史書で、いつもなら時間も忘れて読み耽ふけるほどなのに、気がつけばページは読んだ記憶のない章まで進んでいた。その足元では、黒い犬が心地ここちよさそうに寝そべっている。

「イヴァか」

　開いた窓の向こう側に視線を移し、キリアンは美しい青年の影かげを認めて眉をひそめた。

「何をしている、早く入ってくるがいい。おまえが宮廷から戻って来たということは、ろくでもない報告があるからだろう。……レティシアか？」

「姫君からの伝言です。三つあります」

「ふん？」

　本を閉じ、立ち上がって窓辺へ歩み寄る。真夜中近い七しち星せい城じようは静せい寂じやくに包まれ、従じゆう者しやたちもすっかり寝静まっていた。異い質しつな者の気配を感じ取ったのか黒い犬がのそりと顔を上げ、獣のシルエットが壁かべでゆらゆらと燭しよく台だいの炎ほのおに照らされる。それをびくびくと見ながら、イヴァは思いきり嫌そうに顔をしかめた。

「意地悪ですね、キリアン様。私が入れるわけないじゃないですか」

「ノクスなら、心配いらないぞ。ジュールの調教の甲か斐いあって、最近はやたらと人に威い嚇かくしなくなった。まだ命令は聞かないが、こうして俺の足元で眠るほど馴なれてきている」

「私は人ではないので、安心できません」

「成る程な。では、そこで話せ」

　屁へ理り屈くつにくっくと喉のどで笑い、キリアンがノクスを振り返る。彼の言葉通りに目が合ってもノクスは唸うならず、ただ真っ黒な目をこちらへ向けていた。

「……で？」

「え？」

「とぼけるな。レティシアからの伝言を話せ。だが、用事が済んだらすぐ戻れよ」

「残念ながら……それは無理です」

　困ったように眉まゆ根ねを寄せ、神しん妙みような顔つきでイヴァが拒こばんだ。どういうことだと目で問うと、彼はノクスの気配に引き気味になりながら口を開く。

「姫君からは、しばらくキリアン様の側そばについているようにと厳げん命めいされました。ええと、私としては姫君と一緒にいたいんですが、主人の命令を無視するわけにはいきませんので」

「おい、ちょっと待て。おまえの主人は、この俺だ。あの女ではない」

「建前上はそうですけど、心情的には違います」

「戯たわ言ごとを言うな。契約の儀式を無視する気か？　俺の命令に背けば、最強の魔ま剣けんとてタダでは済まないぞ。おまえが、俺からレティシアを庇った時のことを忘れたか？」

「では、私に命令なさいますか？　姫君の言葉を無視しろ、と」

　いつになく強気で言い返され、余よ程ほどの事態であることが察せられた。微かすかな不安にキリアンは苛いら立だち、うっかり口にしなくて良いことまで舌に乗せてしまう。

「それでは、レティシアの側そばには誰がついている。まさか、あの男が城へ……」

「あの男？」

「……いや、何でもない」

　何を言っているんだ、と己おのれに腹を立て、不ふ機き嫌げんに黙り込む。だが、それでなくても連日のように耳みみ障ざわりな噂うわさが入ってくるせいで、キリアンは非常に面白くなかった。

　ユーシスが、レティシアを着き飾かざらせて頻ひん繁ぱんに社交界に出入りしている。

　そのため、彼女は王子の恋人かと実まことしやかな噂うわさが流れ始めているらしい。ユーシスの誕生日の祝宴でレティシアを見かけた者もおり、最近では「弟王子が兄の恋人を奪うばい取った」という不名誉な尾ひれまでついているという。

「あのぅ。キリアン様」

「何だ」

「そろそろ、伝言をお伝えしても良いですか。姫君にくれぐれもと言われたので」

「勝手にしろ」

　イヴァへ八つ当たり気味に答え、キリアンは腕を組んだ。まったく、敵てき情じよう視し察さつと言いながら毎晩遊び歩いているなんて、あの女は何を考えているんだろう。それがレティシアの意志でないのは承しよう知ちしているが、不ふ愉ゆ快かいな事実に代わりはなかった。

　──と。

「〝キリアン、何があっても宮廷には来ないで〟」

「…………」

　真ま面じ目めくさった顔のイヴァを無言で見返すと、彼は「あっ」と焦あせって付け加える。

「今のは、姫君からの伝言です。私の言葉じゃないです！」

「そんなことはわかっている。それで？」

「はい？」

「何な故ぜ、俺はそんなことをあの女に言われなきゃならないんだ？　暗殺者崩れの女なんかに？」

　ますます機嫌を損そこねて、キリアンは冷ややかに毒づいた。

「そ、そんなことを私に言われましても……」

「私が宮きゆう廷ていに顔を出すと、あの女に不都合なことでもあるのか？」

　ユーシスが四し六ろく時じ中ちゆうべったりし、恋人面づらで人前に出ている場へ、自分が出くわす光景をキリアンは想像する。今までなら嫌みの一つも言えば意識から消える程度の場面だが、どういうわけか無性に腹が立ってきた。あまつさえ、「来るな」とはどういうことだ。

「あのぅ、キリアン様。残りの二つも続けていいですか」

「まだあるのか」

　どうせ、ろくでもない内容に違いない。無視しようかとも思ったが、それではあまりに子どもっぽすぎると思い直し、キリアンはウンザリしながら次の言葉を待った。

「ええと……〝キリアン、私は元気だ。心配しないで〟」

「それから？」

「以上ですよ。二つだと言ったじゃないですか。〝元気〟と〝心配しないで〟。ね？」

「…………」

　何が「ね？」だ。

　吞のん気きな言い草に猛もう烈れつに腹が立ち、唐突にキリアンは決心をした。そもそも、せっかく魔剣を預けてやったのに安々と手離すとは許し難がたい。レティシアには、自分が敵の真まっ只ただ中なかにいるという自覚が足りなすぎだ。顔を見て、嫌みの一つでも言ってやらねば気が済まない。

「ええと、説明が足りませんでしたか？　実は、姫君を囮おとりにしてキリアン様を宮廷へおびきだし、刺し客かくに襲おそわせようという計画があるみたいなんです。姫君は、それを知って私を使いに寄よ越こしたんですよ。ですから……」

「囮？　要するに、俺がユーシスに嫉しつ妬としてあいつを取り返しに城へ向かうと？」

「ええ、まぁ……」

「おまえ、そんなことが現実にありえると思うのか？　まったくもってバカバカしい」

　そもそも、ユーシスがレティシアを欲しがったことからして自分への当てつけだ。そんなことは、初めからわかっていた。ただ、キリアン自身にも誤算があっただけだ。

　まさか、こんなわかりやすい手にみすみす乗るほど、自分が腹を立てるとは思わなかった。「……イヴァ」

　着ていたシャツのボタンを外しながら、キリアンが口を開いた。

「自分のものに手を出された俺がどれほど怒り狂うか、あいつらは誰よりよく知っている。何しろ、どちらも俺がガキの頃からの付き合いだからな」

「キリアン……様……もしや？」

　黒幕に気づいているのか、と問いかけるイヴァへ、「ふん」と横顔でうそぶく。

「ユーシス一人に、兄の私を暗殺する計画など実行できるものか。かと言って、あいつに意見できる立場の人間などそう多くはない。裏で手を貸しているのは──グレウスだ。あの男が思いつきそうな、回りくどい、人の神経を逆なでするやり方だ」

　手早く外出着に着替え、黒のマントを羽は織おったキリアンはふてぶてしく微笑ほほえんだ。

「あの女は、生しよう涯がい俺を守ると誓った。要するに、俺のものだ」

「キリアン様……」

「かなり胸むな糞くその悪い方法だが、挑発に乗ってやらなくもない。イヴァ、一緒に来い」

「何だか、嬉うれしそうですね」

「嬉しい？　バカを言うな。それに、あいつを出し抜いてやる、良い機会だ」

「あいつって、ユーシス様のことですか？」

「……もっと厄やつ介かいな奴がいる」

　一瞬、苦い色が目に浮かんだが、キリアンはすぐに表情を取り戻す。

「この俺が〝来るな〟と言われて、素直に従うと思うのか？　レティシアは甘いな」

「あ、ちょ、ちょっと！　待ってくださいよぅ！」

　呆あつ気けに取られるイヴァを尻しり目めに、キリアンは悠ゆう々ゆうと寝室を後にした。
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「おや、窓ガラスに映る御自分の姿に見み惚とれておいでかな？」

「ユーシス殿下……」

　唐突に声をかけられ、レティシアはびくりと振り返る。

　イヴァを送り出してから、そろそろ一時間が過ぎていた。無事にキリアンへ伝言を伝えられただろうかと祈るような想いでいたせいか、入ってくる気配に気づかないとは迂う闊かつだった。

「広間に姿が見えないと思ったら、お開きも待たずに部屋へ戻っていたとは。お陰かげで、貴女あなたを探してしまいましたよ。困るな、勝手な行動をされては」

「…………」

　内面の動どう揺ようを見み透すかされまいと、レティシアは気を引き締しめて居い住ずまいを正す。大丈夫。先ほど盗ぬすみ聞きしていたことは、気づかれていないはずだ。

　落ち着け、と自身へ言い聞かせていたら、ユーシスは仄ほのかに微び笑しようした。

「どうかそう構えずに。それに、貴女はやっぱりそういう格かつ好こうの方がお似合いだ。どこへ連れて行っても、皆が貴女に興きよう味み津しん々しんだからね」

「それは、貴方が一緒だからだ、ユーシス殿下。この前はクラリッサを差し置いて兄のパートナーとして現れ、今度は弟に連れ回されている。誰だって気にするし、悪目立ちして迷惑だ」

「相変わらず、手て厳きびしいな。そんなに、私がお嫌いか」

「好きも嫌いも、そんなことは考えたこともない」

　毅き然ぜんと言い返すと、ユーシスはさすがに機嫌を損そこねたようだ。微笑は変わらないが、瞳ひとみには不ふ穏おんな苛いら立だちが滲にじんできた。

「兄上に捨てられたと言うのに、ずいぶん気き丈じようなことだ。けれど、二度と七星城へ帰れるとは思わぬことです。私は、貴女を兄上には返さない」

「私は品物じゃない！」

　もう何度、同じような会話をくり返しただろう。

　疲ひ労ろうと緊きん張ちようが積もっていることもあり、レティシアはつい声を荒あらげてしまう。ユーシスは憂うれいを秘めた表情でしばし沈ちん黙もくし、やがて責めるような目つきで見返してきた。

「品物じゃない、か。だが、真っ先に貴女を品物扱いしたのは兄上だ。それをお忘れか？　一度は兄上を手にかけようとした暗あん殺さつ者しやが、容易に信用などされるものか」

「ユーシス殿下……」

「だって、そうだろう。兄上は、誰にも心を許さない。この世の全てを憎にくみ、嫌けん悪おし、傷つけずにはいられない人なんだ。そんな男が、どうして貴女だけを特別に扱う？」

「…………」

　切せつ羽ぱ詰まった表情で詰め寄られ、レティシアは言葉を失った。

　王族直系の気品を湛たたえ、優しく気高く優ゆう美びな第二王子。

　高こう潔けつで礼れい儀ぎ正しく、常に穏おだやかな微笑みを忘れない、エルランド王家の麗うるわしい至し宝ほう。

　宮中へ出入りする人間から、レティシアは彼への賞賛をどれだけ聞かされたかわからない。それほど、社交界でのユーシスは完かん璧ぺきな王子を演じていた。だが、こうして素顔が綻ほころび出すと、それらが全て仮面であることがよくわかる。

（そう、本当のユーシスは……）

　たった十日しか側にいないが、誰より彼の本音を聞いてきたレティシアには真実の一いつ端たんが垣かい間ま見える。本当のユーシスはキリアンに勝るとも劣おとらぬ我がの強さと、驚くべき誇ほこり高さを持っていた。彼にとってキリアンは特別であり、その下に見られることは耐たえ難がたい屈くつ辱じよくなのだ。

（きっと、そうなんだ。実の兄を憎みたくて、でも憎み切れなくて。自分自身も騙だまして、欲しくもない玉ぎよく座ざに執しゆう着ちやくしている振りをしている……）

　先刻、グレウスと密みつ談だんしていた横顔を思い出し、レティシアは確信を強める。

　あれは、決して暗殺の成功を願う顔などではなかった。

「ユーシス殿下……貴方あなたは誰の話をしているの？」

「え？」

「誰にも心を許さず、世の全てを憎み、嫌悪する──それは、貴方自身のことを言っているのではないの？　だけど、私は違うと思う。キリアンも貴方も本当はそんなんじゃない。歪ゆがんだ方向へ進むよう二人を仕向けたのは、一体誰なの？」

「……戯たわ言ごとを……」

　ユーシスの瞳が、たちまち苦痛と屈辱に染まる。完璧な王子を演じてきた彼にとって、本音を悟さとられるのは何より耐え難いことなのだろう。唇くちびるに笑みは刻きざんでいるが、それは醜みにくく自じ嘲ちようの色を帯おび始めていた。

「暗殺者が、わかったような口を利きくな。兄上より、よほど私の方が優すぐれている。人心を束たばね、国民を指導し、エミール国をより良い方向へ導く。そんな真ま似ねが、兄上にできるものか！」

「確かに、キリアンは最悪の王子だけれど……」

「御ご託たくはいい！　おまえのような小娘に、私たち兄弟の何がわかる！」

「…………！」

　突然ユーシスが激げつ昂こうし、レティシアの肩を捕とらえて引き倒した。そのまま乱暴にソファへ押し付けられ、抗あらがう間もなく左右の二の腕うでを摑つかまれる。自由を封じられたレティシアは、眼前に迫せまるユーシスを負けまいときつく睨にらみ返した。

「わかるよ、ユーシス殿下。少なくとも、貴方がキリアンを殺すことに迷いを感じていることは確かだ。良心の呵か責しやくだけじゃない、貴方がキリアンを憎み切れないから……」

「うるさい！」

　ぐっと力を強められ、身じろぎをする間に髪が乱れる。結い上げた金きん髪ぱつはほつれ、豊かな絹きぬ糸いとがぱらぱらと肩かたへ流れ落ちたが、そんなのは気にならなかった。

「聞いて。貴方たちは、よく似ている。本音を上手に表へ出せない捻ひねくれ者で、絶対に優しい自分を認めようとしない。わざとひどい振る舞いをして、本当の自分を必死で打ち消そうとする。何をそんなに怖がっているの？　本当の自分を、誰かに否定されたの？」

「うるさいうるさいっ」

「う……ッ！」

　箍たがが外れたように喚わめきたて、ユーシスの爪が食い込んできた。痛いたみに顔をしかめ、レティシアは本能的な恐怖を覚える。ここで大声を出しても相手が王子である以上、衛兵には見て見ぬ振りをされる可能性が高かった。

「おまえに何がわかる……忌いみ子の兄を持った私の苦悩が……」
















「ユーシス……」

　失敗した、と思わずほぞを嚙かんだ。レオンにもよくからかわれるが、自分は情緒面で未熟なところが多くて、つい余計なことまで口にしてしまう。ユーシスにとっての引き金は、キリアンの存在だ。不用意に劣れつ等とう感かんを刺し激げきし、窮きゆう地ちに陥るなんて情けないにも程があった。

（どうしよう。でも、ユーシスを相手に立ち回るわけには……）

　男の力で押さえつけられてはいるが、本気を出せば現状をひっくり返すのは容よう易いだ。伊だ達てに暗殺者として訓練を受けてきたわけではないし、ユーシスは冷静さを失って隙すきだらけだった。だが、彼に逆らって傷つければ否いや応おうもなく城から追い出されてしまう。

　困った、と思案に暮れながら、レティシアは溜ため息をついた。
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　本土へ渡って宮廷へ向かうのに、一番の近道はティリアの森を突っ切ることだ。

　鬱うつ蒼そうと茂る木々で陰気な印象があるが、森自体はさほど深い場所ではない。車道も最低限馴ならされているため、先日の舞ぶ踏とう会かいへ出かけた際さいもキリアンはこの道を選んだ。城下へ通じる街道があり、そこを真まっ直すぐ進めば数キロで城に着く。

「あの～……」

　隣に座るイヴァが、遠えん慮りよがちにそろっと声を出した。

「御ぎよ者しやがいなくて、本当に大丈夫なんですか？」

「七星城には、専任の御者がいない。こんな夜中に見み繕つくろうのも手間だし、馬を直接操あやつった方が楽だろう。何だ、おまえ人間みたいな心配をするんだな」

「そりゃあ、そうですよ。事故が起きれば、私だって巻き添ぞえじゃないですか」

「ワガママを言うな。飛ぶのは疲れたから嫌だと、そっちが乗り込んできたんだろう。今からでも遅くない、不満があるなら降りて歩け」

「キリアン様、ひどいです！」

「何を今更」

　イヴァの抗こう議ぎをにべもなく流し、キリアンは座席の背もたれへ身を預ける。だが、イヴァの不安はもっともな話で、御者を雇やとうのが面めん倒どうだという理由からキリアンは馬のみに『呪じゆ』をかけて走らせていた。傍はた目めには、馬車が暴走しているようにしか見えないだろう。

「そうだ、レオンさんはどうしたんです。あの人、起こせば良かったのに」

「あいつなら、夕刻から見かけない。何やら、ここ数日は隠れてコソコソやっていたからな。だが、目的はわかっている。どこまでも目め障ざわりな男だ。あいつに任せるくらいなら……」

「目的？　キリアン様、何を……うわわっ」

　話している間にも何度か大きくバウンドし、そのたびに座席から数センチ飛び上がる。急がせているせいもあると思うが、イヴァの顔色はみるみる青くなっていった。それでも馬は一心不乱に宮廷を目指し、森を走る一本道を駆け続ける。キリアンは衝撃で『呪』の影響が消えないよう、ひたすら集中することに努つとめていた──その時。

「うわわわっ」

　一際大きく車体が揺れ、車輪の軋きしむ音が夜気に響ひびき渡る。

　馬が不穏にいななき、キリアンたちの視界が激しく一回転した。

「わわわぁ──っ！」

　何が起きたのかと把は握あくする間もなく、イヴァの悲鳴と馬の鳴き声がキリアンの耳をつんざいていく。同時に、二人の身体からだは暗くら闇やみの中へ乱暴に放り出された。
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「悪ふざけも大たい概がいにしろよ、王子様」

「レオン……」

　背はい後ごから、スラリとユーシスの首くび筋すじに太た刀ちが当てられた。

　そのまま薄く引いた刃やいばの後から、うっすらと血が滲み出る。ユーシスは硬こう直ちよくしたように動きを止め、目線だけを動かして窓からの侵しん入にゆう者しやを視し認にんした。

「おまえは……」

「今すぐレティシアから離れろ。彼女は俺が連れて行く」

「レオン、どうやってここに……」

　一瞬わけがわからなかったが、目の前にいるのは間違いなくレオンだ。ただし、人を食ったような飄ひよう々ひようとした笑みはどこにもなく、その目には残ざん酷こくな焰ほのおだけが燃えていた。

「待って、レオン。私はまだ出て行くわけにはいかない。だってキリアンの……」

「この期ごに及んで、まだ兄上の身を案じるか。懲こりない娘だ」

「てめぇは黙ってろ」

　深い怒りを沈しずめた視線で、ユーシスを黙らせる。レオンは一度太刀を引くと、手を取ってレティシアをソファから立ち上がらせた。髪飾りの糸が切れ、真しん珠じゆがパラパラと床に落ちて弾んでいく。だが、レティシアは構わずにほどけた髪を手早く残ったピンでまとめた。

「レオン、来てくれてありがとう。でも、私はまだ七星城へ帰れない」

「意地を張るな、レティシア。他に方法はいくらでもある。キリアンのことは、また皆で……」

「それはどうかな。すでに、兄上はこの世にはおられないかもしれないぞ」

　ユーシスが背を震ふるわせ、不ふ吉きつなことを言い放つ。

　レオンは無視してレティシアを促うながそうとしたが、嫌な予感に心が波立った。彼らの密談中、どうしても気になる単語があったのを思い出す。確か、グレウスはこう言ったのだ。

　先日の切り札を使う時がきました──と。

「この世には……って、それはどういうこと……？」

「…………」

「ユーシス！」

「……いいだろう。貴様らは、私が兄上の暗殺計画に加か担たんしていると知っているようだ。ならば、隠さず教えてやる。どのみち、関わったからには貴様らも遠からず死ぬ運命だ」

「何を言っているの？　あのキリアンが、そう簡単に死ぬはずがない」

「いかにも。ただし、相手が普通の刺客なら、な」

「え……」

　ドキリとした。

　みるみる顔の強こわ張ばるレティシアを見て、ユーシスは投げやりな笑みを浮かべる。

「残念だな、レティシア嬢。貴女が兄上と離れたのが、双方の運の尽つきだ。兄上は小一時間ほど前に、貴女を迎えに行こうと馬車で七星城を出た。その道中に、刺客の集団が待っている。彼の行動は、我らに筒つつ抜ぬけなのだ。何故だか、おわかりになるか？」

「筒抜け……どうして……」

　半はん信しん半はん疑ぎのまま反はん芻すうすると、彼は皮ひ肉にくめいた眼まな差ざしを向けた。怒りの収まらないレオンが不ふ快かいげに眉をひそめ、レティシアを庇かばうように再び剣を構える。だが、ユーシスは今度は怯ひるまずに勝ち誇った声で言った。

「貴女のせいだよ、レティシア。貴女は、七星城に忍しのび込んだ刺客の犬を殺さなかった。あの犬には、暗殺組織の魔導士が千せん里り眼がんの『呪』をかけている。犬の目や耳を通した情報は、全て魔導士の下もとへ届くのだ。怪け我がをしてしばらくは『呪』の力が衰おとろえていたが、どうやら傷が癒いえたので復活したらしい」

「う……そ……」

「本当は王家の意地にかけて魔導士の力など借りたくはなかった。魔力は邪じや道どうだ。その力に頼れば、私は兄上と同じになってしまう。だが、背に腹は代えられない。兄上が成人して宮廷に戻る前に、何としても計画は成功させねばならない」

「ユーシス、噓うそでしょう。どうして……」

「姫君！」

　ユーシスの告白の直後、テラスに続く扉が強風に煽あおられたように大きく開く。ハッとしてそちらを見ると、イヴァが空から降り立つのが目に入った。

　その瞬しゆん間かん、レティシアは全てを察さつする。

　キリアンが危ない。

「イヴァ！　キリアンのところへ連れて行って！」

　叫びながらレオンの握にぎっていた剣を奪い取り、ドレスの裾すそを膝上で切り裂さいた。ユーシスが目を見開き、呆ぼう然ぜんとその光景を見つめている。慣れっこなレオンは苦笑一つで済ませると、長剣をレティシアに投げて寄越し、自らは腰の短剣をひらりと摑んだ。

「キリアンが足止めを食らったのはどこだ、イヴァ？」

「ティリアの森を抜けた付近です、宮廷から北へおよそ三キロかと！」

「よし、先に行け、レティシア！　俺もすぐに追う！」

「うん！」

「イヴァ、『姫君』を頼んだぞ。慌あわてて途中で落っことすんじゃねぇぞ！」

「言われるまでもなく！」

　ふわりとレティシアの身体を抱き上げ、イヴァは夜空に向かって舞い上がった。

　あっという間に月光に包まれ、城が小さくなっていく。レオンの姿が見えなくなるとレティシアは心細さを感じたが、彼のことだからすぐに追いついてくるだろう、と思った。

　それより、今はキリアンの安否が気にかかる。

　無事でいてと必死でくり返し、レティシアはイヴァの身体にしがみついた。
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「キリアン！」

　二頭立ての馬車が夜の路上に横転し、見るも無む残ざんな姿になっている。だが、肝かん心じんのキリアンの姿はどこにも見えなかった。ただ近くでフードを目ま深ぶかに被かぶった同じ格好の人の群れが、何かを囲むようにして不気味に佇たたずんでいる。レティシアは直感で「あそこだ」と思った。

「イヴァ、早く下ろして！」

「姫君、暴あばれては落ちます。ご注意を」

　イヴァは危険を回避するため、彼らから離れた場所にゆっくりとレティシアを下ろす。だが、足が着いた瞬間、レティシアはもう剣をかざしながら地を蹴けっていた。

「姫君、いけません！　お戻りを！」

「キリアン、どこ！」

　声を限りに叫んで、人影を蹴散らそうとする。しかし、目に見えぬ壁がレティシアの剣を強硬に拒んだ。柄つかを握りしめた両手が何もない空間で衝しよう撃げきに痺しびれ、何が起きたのかと困こん惑わくする。十人はいようかという人影は一人として振り返らず、まるでレティシアの存在を認識していないかのようだった。

「どういうこと……」

「無む駄だだ、レティシア。結けつ界かいが張られていて、おまえには近づけない」

　よく知った声が、人影の中心から聞こえてくる。思わず駆け寄ろうとしたが、やはり彼らには近づけなかった。もどかしさに気が狂いそうになりながら、とりあえず生きている、という事実にすがりつく。レティシアは必死になって、声を目一杯張り上げた。

「キリアン？　無事なの？」

「生きている、という意味なら無事だ。そう大声で喚くな」

　懸けん命めいに駆けつけたというのに、有あり難がたみの欠片かけらも感じていない声だ。そんな憎らしいところは相変わらずだったが、確認できたのは声だけで気配を感じ取ることさえできなかった。

「結界って何？　貴方の力で破れないの？」

「おまえ、こいつらが見えないのか。多勢に無勢だ、さすがに荷が重い」

「そんな……キリアン……」

　察するに、怪あやしげなフードの連中は集団で結界を作っているらしい。その中でキリアンがどんな状態でいるのか、はたして怪我はしていないのか、考えるだけで焦りが募つのった。遅れて追いかけてきたイヴァが「姫君、暴走しちゃダメですぅ」と苦情を言うが、こんな状況で冷静になれという方が無理だ。

「イヴァ、一体何があったの？　どうしてキリアンが私を迎えに……」

「え、えっと、それはですね」

「答えは単純だ。レティシア、おまえは〝来るな〟と言った。だから出かけたまでだ」

「え……？」

　どういうこと、と目で問うと、イヴァが申し訳なさそうに両肩を落とした。

「姫君は〝絶対にこちらへは近寄らないで〟と伝言を私に託たくしたでしょう？　ところが、それを聞いた天邪鬼あまのじやくなキリアン様は〝じゃあ、行ってやる〟となってしまったわけですよ」

「そんな……」

「私は飛ぶのが億おつ劫くうだったので、馬車に同乗させていただきました。でも、刺客は宮廷ではなく途中で待ち伏せをしていて、あまつさえ魔導士なる者まで出てきまして」

「それなら、どうしておまえは魔剣にならないの！」

　吞気な言い草に腹が立ち、レティシアはイヴァを問い詰める。イヴァが本来の姿となり、キリアンの手中にいれば、魔導士が何人立ちはだかろうが問題はなかったはずだ。

「そんなに怒らないでくださいよぅ～」

　たちまち半泣き状態になって、イヴァは綺き麗れいな顔をぐしゃぐしゃにする。そうして若じやつ干かん恨うらめしそうに唇くちびるを尖とがらせると、「私が悪いんじゃありませんよ」と拗すねた声を出した。

「元はと言えば、姫君の一言がきっかけです。言ったじゃないですか」

「まさ……か……」

「そうですよ。姫君は、人前で私を召しよう喚かんしようとしたキリアン様に言いました。魔剣を使うのはいけない、甚じん大だいな被害が出る──と。だから、キリアン様はためらったんです。その一瞬の隙に、私は魔導士に弾かれて結界の外に出されてしまいました。それで、やむを得ず姫君にお知らせをしようかと……」

「…………」

　どうして。

　レティシアの頭の中は、その単語で埋め尽つくされる。

　確かに、魔剣を無む闇やみに使用するのは危険だ。その威い力りよくは計り知れず、敵だけでなく周囲を巻き込んで大だい惨さん事じを引き起こす可能性だってある。そうなった時、キリアンの心には償つぐないきれない咎とがが生じるだろう。それを、何としても避さけたかった。

（でも、それとこれとは場合が違う。ここは隣家もない馬車道で、しかも夜中だ。通りがかる人もいないし、誰かを巻き添えにする心配なんてないのに……）

　だが、そう言いながらレティシアにはわかっていた。

　キリアンにとっては百かゼロ、何かを選択する際には潔いさぎよくその他の道を捨ててしまうのだ。

　もともと、強大な魔力を持つとはいえ生身の人間だ。偽いつわりの契約で、魔族の武器を使いこなす方が無む茶ちやがある。その迷いは、恐らく彼の中にもあったのだろう。

「く……ッ」

「キリアン！」

　キン！　と刃の交わる音が響き、キリアンの呻うめき声が聞こえてきた。それを機に人影がいっきに動き、ざわりと空気がさざ波を起こす。

「イヴァ、もしやキリアンは中で斬きり合っているの？」

　血けつ相そうを変えて問い詰めると、イヴァは苦く渋じゆうの表情で「……恐らくは」と答えた。

「今のキリアン様は魔力が使えないので、雷いかずちも呼べません。でも、私にはどうすることもできないんです。魔剣の姿に戻れば、こんな結界は粉こな々ごなにできますけど……」

「だって、おまえはキリアンにしか扱えない……」

「そうです。だから、何もできません」

「そんな……」

　ハッと気づけば、すでに音は途と絶だえている。まさか、と嫌な予感に襲われ、レティシアは再び見えない壁に取りすがった。

「キリアン、どうしたの！　返事をして！」

　必死の叫びも虚むなしく、返事どころか呼吸の気配さえ感じられない。結界を守っている連中が中心に向かってジリジリと輪を狭せばめていき、腰に提さげた長剣を一斉にスラリと抜いた。

「キリアン！」

　逃げ道を絶たれ、四方から多数の剣で貫つらぬかれては、いかなキリアンとて助からないだろう。レティシアは声を嗄からして名前を呼び続け、やがて剣を構え直す。理性などとうに飛び、頭の中は目の前の結界を突とつ破ぱすることで一杯になった。

「キリアン！　キリアン──！」

　入れないとわかっていながら、それでもレティシアは結界に斬り込んでいく。

　いく度もいく度も跳はね返され、次第に腕の感覚が無くなっていく。その間にも輪は狭まり、月光の下で複数の刃がぎらりと光を走らせた。

「嫌だ、キリアン！　お願い、返事をして！」

　いつしか声に涙が混じり、視界が段々滲んでいく。ついに剣が飛ばされると、今度は身体ごとぶつかっていった。見えない壁を拳こぶしで叩き、彼を救わねばとそれしか考えられない。だが、無情にも連中の剣は中心に向かって、その切っ先を煌きらめかせている。レティシアは頭が真っ白になり、命を振り絞しぼるように慟どう哭こくした。

「──レティシア」

　ごく微かすかな、消え入りそうな声。

　けれど、間違いなく自分を呼んでいる。

「キリアン……？」

「レティシア……俺のためになど泣くな……」

「キリアン……」

　初めて聞く、愛しい相手の柔やわらかな声こわ音ね。

　泣くな、とたった一言を告げるために。

　ただそれだけのために、持てる力の全てを出し尽くしたような音色だった。

「キリアン、待って。今、行くから。私が行くから！」

　血の滲んだ右手をふらふらと上げて、レティシアはまた結界へ挑いどもうとする。その時、視界にキリアンの指輪が入った。七星城を出る際、預けられた魔剣の指輪だ。おまえに扱うことはできないだろうが、人型に呼び出すくらいは可能だろう──そう言った彼の眼差しが、切なく胸を搔かきむしる。

　こんな形で、失いたくない。

　誰にも、キリアンを奪わせはしない。

　燃え上がるような激はげしさがレティシアの全身を包み、指輪が異常に熱を持ち始めた。

「な……に……」

　足元から熱風が吹き上げ、異変を察さつ知ちした人影が振り上げた剣を止める。

　次の瞬間。

　閃せん光こうが辺り一面を強きよう烈れつに照らし、右手が焼けるような熱に襲われた。自分の身に何が起きたのかもわからぬまま、レティシアは本能に突き動かされ右手を頭上に凜りんと掲かかげる。

「はああああああ──ッ！」

　掛け声と共に思い切り振り下ろし、結界を一いつ刀とう両りよう断だんに天から切り裂いた。

　闇に亀き裂れつが入り、無数の見えないひびが走る。

　まるで氷が砕くだけ散るように、空気の欠片が四方へ飛び散った。

「こんな……まさか……」

「結界が……」

「おおお、結界が……」

　フードの影たちが狼ろう狽ばいし、たちまち統とう制せいが乱れ出す。

　やがてゆらりと一人の輪りん郭かくが揺れたかと思うと、一瞬で塵ちりと化して夜風に攫さらわれた。次々と他の影も同様に散っていき、信じ難い光景にレティシアは声も出ない。

「わ……たし……」

　自分の右手にあるのがイヴァ──『白』の魔族のために生み出された魔剣──であることにも、すぐには考えが及ばなかった。

「どうして……」

「これは感かん服ぷくした。よもや『黒』の王子の窮地に、『白』の姫君が駆けつけるとは」

「おまえは……誰……」

「おお、ご挨あい拶さつが遅れました。私は宮廷付きの魔導士、月ユエと申します」

「〝月〟……」

　一人だけ塵にならなかった男が、フードで顔を隠したまま深ふか々ぶかと礼をする。耳慣れない音は異国の名前だからだろうか。顔がわからないので年齢も人種も不明だが、背が高く、やたらと細身なのは布の上からでも推測できた。

「誠に遺い憾かんですが、最強の魔剣が出て来ては私も策さくを講じねばなりません。今こ宵よいはひとまず退散いたしましょう。黒の王子は、貴女へお返ししますよ、姫君」

「あ、待て……！」

　追いかけようとしたレティシアの目に、路上に長剣を突き刺して支えにし、かろうじて片膝を突いたキリアンが飛び込んでくる。先刻まで虚きよ無むの闇でしかなかった空間が、みるみる間に木々や星、月明かりに照らされた風景へと変わっていった。

「キリアン、大丈夫？」

「気安く触るな」

　夢中で駆け寄るレティシアに、キリアンは無ぶ愛あい想そうな一いち瞥べつを送る。

　目立つ傷はなかったが、刃が掠かすったのか左頰に切り傷の跡あとが残っていた。そこから滲む血をレティシアがドレスの袖そでで拭ぬぐうと、不機嫌そうに「やめろ」と振り払う。

「でも、傷が……そうだ、レオンがもう来る頃だ。彼なら薬を……」

「いいから、おまえは少し黙ってここにいろ」

「キリアン……」

「あの男にしろユーシスにしろ、その名を俺の前で口にするな。不愉快だ」

　そこまで毒づくと、気が緩ゆるんだのか崩れるように凭もたれ掛かってきた。レティシアは慌てて彼を支えたが、キリアンは燃えるような怒りを瞳ひとみにたぎらせている。

「くそ……忌いま々いましい魔道士め。焦っていたせいで不意を突かれた」

「焦っていた？　どうして？」

「……うるさい」

「キリアン……」

　十日ぶりの再会だというのに、互いに傷だらけでロマンの欠片もありはしない。

　それでも、触ふれあえただけでレティシアは胸を詰まらせた。キリアンの体温や鼓こ動どうが、いつになく優しく染みてくる。思わず気が緩ゆるみ、涙が零こぼれそうになったが、伝い落ちる前にキリアンが人差し指で掬すくってしまった。

「──泣くな」

　無愛想にそれだけ言うと、疲れ切ったのか再び長い溜め息を漏もらす。

　先刻のような労いたわりの響きはなかったが、レティシアには充分温かな音ね色いろだった。

（これが……私の召しよう喚かんしたイヴァ……ううん）

　モルギアナ。

　ごく自然に、その名前が浮かんでくる。

　レティシアは地面に魔剣を置くと、自らの出しゆつ生せいを改めて顧かえりみた。キリアンを助けたい、その一心だけで魔剣を扱えたのは、疑いようもなく自分が『白』の末まつ裔えいであるからだ。あの時に感じた不思議な熱は、清浄な気と圧あつ倒とう的てきな力を漲みなぎらせていた。

『黒』の王子と、『白』の姫君。

　自分たちの関係が明らかになった今、これから進む道は変わるのだろうか。

　レティシアの不安を遠ざけるように、キリアンの腕うでが肩に回された。そのまま静かに抱き寄せられ、今度はレティシアが彼に凭れ掛かる。

　目を閉じて、束つかの間まの安あん堵どにレティシアは浸ひたった。

　次に瞳を開く時は、キリアンにいろんな話をしよう、と思った。







　寄り添そい合う二人の影を、離れた場所からレオンが見つめている。

　幼おさない頃から、実の妹以上に大切に育ててきたレティシア。

　けれど、いよいよ離れるべき時が来たようだ。彼女が出しゆつ自じを知り、その能力を無意識とは言え覚かく醒せいさせた今、自分が犯した罪つみを告白する時も近い。

「できるなら、このまんま兄きよう妹だいごっこを続けていきたかったけどなぁ」
















　覚かく悟ごはしていたが、いざその時が来たとなると情けないが声が震えた。レオンは息をつき、己おのれの背後に佇む男に向き直る。

　目深にフードを被り、全身をマントで包んだ魔導士、月。

　月はレオンの決心を見て取ると、満足げに微笑んだ。

　生あい憎にくと黒の王子は殺し損なったが、有能な暗殺者であるレオンを組織へ引き戻すことには成功したのだ。後は、またゆっくりと策を練ねればいい。そう言いたげな微笑だった。




　次に会う時は、とレオンはうそぶく。

　そうだ、キリアンと決着をつけねばならない。魔力なしで、剣だけの勝負だ。たとえレティシアに恨まれても、その時は自分が彼の息の根を止めることになるだろう。

「まいりましょうか、レオン殿」

　月の言葉に、再び時間が動き出す。




　それはレティシアを拾った時に止めた、レオンの時間だった。
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　モルギアナは、愛しい主人の手の中で夢を見ていた。

　ついに、自分が真しんに仕つかえるべき相手が目覚めてくれたのだ。

　彼女のために何ができるか、今一度浚さらってみなくては。

　魔ま剣けんであるからには、やはり破は壊かいだろうか。それとも再生だろうか。

　どちらも自分にはお手のもの──誇ほこらしく胸を張り、そうモルギアナは呟つぶやいた。姫君のために働けるならば、ようやく己おのれの存在価値も生まれようというものだ。

　けれど。

　ふと、モルギアナは不安になった。

　もっとも大切な役目、もっとも価値ある仕事は、はたしてやらせてもらえるのだろうか。『白』の姫君を守るという大役は、『黒』がいてこそ成り立つもの。

　それなのに、『黒』の王子が見えなくなってしまった。これは、どういうことだろう。

　もしかしたら、自分は大いなる誤ご解かいをしていたのかもしれない。

　この過ちを正すには、もっと人間について学ぶ必要がある。

『黒』の王子を滅めつするのは、それからでもきっと遅くないだろう。







　我が名を統すべるは、真の主人のみ。

　この身が砕くだけ、一いつ介かいの鉄てつ片ぺんに帰きしようとも忠ちゆう誠せいの誓ちかいは彼女のためだけに。

　愛しい姫君の名前は、レティシア。

　滅するべき王子の名前は──。







　イヴァ、と偽いつわりの名で呼ばれて目を覚まし、魔剣は夢から帰っていく。

　王子の名前は、とうとう思い出せなかった。





〈ＦＩＮ〉
















あとがき









　こんにちは、神かん奈な木ぎです。嬉しいことに『暗あん殺さつ姫ひめ』の続きをお届けすることができました。いろいろ前作では謎だった部分にも焦しよう点てんを当て、かなり主役二人の距離も近づいたのではないかと思われるのですが、少しでも楽しんでいただけたら幸いです。

　しかし、今回はかなりの難なん産ざんで担当様には本当に根気強くお相手していただきました。また、硝しよう音おとあや様にも大変お忙しい中またもや超美び麗れいなイラストを描いていただき、深く感謝しております。このお二ふた方かたの尽じん力りよくなくしては、新刊をお届けできなかったです。この場を借りまして、心からお礼を申し上げます。

　さてさて。実を申せば、まだまだ謎は残っております。二人の恋は今回でかなり互いを意識するまでに至りましたが、肝かん心じんの行動が伴ともなっていません！　そして、何やらレオンの方も気になる行動を……。ツンデレというよりブラコンな弟王子は、はたしてまた何かやらかしてくれるのでしょうか。そんなこんなで、もし願いが叶かないましたらその先の彼らなどを書けたらいいなぁと考えています。よろしければ、皆さまも感想やご意見などお聞かせくださいね。

　ではでは、今回はこんなところで。またの機会に、お会いいたしましょう──。


神奈木　智　拝



　　ブログhttp://blog.40winks-sk.net/（今作の軽い裏話なども読めますので遊びにきてね）
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